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所
謂
続
群
書
類
従
初
度
本
系
に
就
い
て

平

澤

 

五

郎

天

治

元

年

、

白

河

院

御

譲

位

の

末

宣

旨

を

奉

り

、

撰

者

源

俊

頼

に

よ

っ

て

撰

進

せ

ら

れ

た

金

葉

和

歌

集

は

、

勅

撰

集

の

な

か

に

あ

っ

て

 

は

奇

異

な

感

さ

え

残

す

、

激

し

い

撰

述

過

程

を

僅

か

数

年

の

間

に

数

度

に

わ

た

っ

て

経

る

こ

と

と

な

る

の

で

あ

る

。

初

奏

本

金

葉

和

歌

 

集

の

奏

覧

は

、

猶

そ

の

成

立

の

期

日

を

明

ら

か

に

し

な

い

が

、

天

治

元

年

極

月

廿

日

以

後

、

翌

年

に

か

け

て

頃

を

従

来

想

定

さ

れ

て

い

註

一 

註

ニ

 

註

三

 

註

四

 

註

五

 

註

六

る
。こ
の

初

奏

本

は

古

く

今

鏡

•
増

鏡

な

ど

の

史

書

や

、

袋

草

子

•
八雲
御

抄

等

の

歌

論

書

、

或

い

は

三

奏

本

金

葉

和

歌

集

奥

書

な

ど

に

 

散

見

す

る

記

載

に

よ

っ

て

、

そ

の

概

略

が

識

ら

れ

る

に

す

ぎ

な

か

っ

た

。

が

近

時

、
初

奏

本

と

認

め

ら

れ

る

伝

本

と

し

て

、

静

嘉

堂

文

庫

註

七

蔵

本

に

、

伝

冷

泉

為

相

筆

零

本

(
巻
五
迄
)

一
本
の
伝
存
が
松

田
武

夫

博

士

の

調

査

に

よ

り

紹

介

せ

ら

れ

た

。

そ

の

後

、

影

印

本

等

の

上 

梓

さ

れ

る

に

お

よ

ん

で

、

初

奏

本

前

半

部

に

つ

い

て

は

、

ほ

ぼ

全

貌

を

明

ら

か

に

さ

れ

る

に

至

っ

た

。

し

か

し

、

猶

註

記

し

た

如

く

、

上 

掲

諸

本

の

記

事

に

於

け

る

巻

頭

歌

の

相

違

、

三

宮

輔

仁

親

王

の

御

名

表

記

に

関

す

る

問

題

な

ど

、

以

後

に

残

す

も

の

が

あ

る

が

、

一
応
、 

こ

の

静

嘉

堂

本

を

以

て

初

度

本

、

勘

く

と

も

そ

れ

に

準

ず

る

伝

本

と

認

め

得

る

も

の

と

思

わ

れ

る

。

従

っ

て

、

以

下

初

度

本

と

称
す

る

も

金

葉

和

歌

集

ニ

度

本

攷（一）



六
四

の
は
、

こ
の
ほ
か
に
伝
存
本
が
な
い
現
在
、
当
然
の
事
な
が
ら
本
書
を
指
す
わ
け
で
あ
る
。

今
鏡
、
例

のr

武
蔵
野
の
草
」
の
巻
は
、
本
書
撰
述
に
於
け
る
、
あ
の
著
し
い
変
遷
の
事
情
の
一
半
を
か
な
り
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
。
 

即
ち俊

頼
の
君
、
金
葉
集
撰
び
て
奉
り
た
り
け
る
始
め
に
、
貫

之

「
春
立
つ
事
を
春
日
野
の
」
と
い
ふ
歌
、

そ
の
次
に
覚
雅
法
師
と
て
入
り
給
へ
り
け
る 

を

「
貫
之
も
め
で
た
し
と
い
ひ
な
が
ら
、

三
代
集
に
漏
れ
き
て
、

あ
ま
り
古
び
た
る
。

覚
雅
法
師
も
、

げ
に
と
も
つ
^
き
覚
え
ず
」

な
ど
仰
せ
ら 

れ
け
れ
ば
、
古
き
上
手
ど
も
入
.る
ま
じ
か
り
け
り
。
ま
た
い
と
し
も
な
く
田
心
し
召
す
人
除
く
ベ
か
り
け
り
と
て
、

御
覚
え
の
人
を
の
み
採
り
入
れ
て

と
あ
る
。

こ
の
著
明
な
一
例
で
も
判
る
よ
う
に
、
白
河
院
一
流
の
独
専
的
な
機
綠
が
従
来
の
撰
集
方
法
を
一
変
さ
せ
る
に
充
分
な
理
由 

と
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
撰
者
俊
頼
に
す
れ
ば
、
尊
旨
を
忖
度
し
、
御
意
向
を
遵
奉
す
る
こ
と
は
、
ま
た
或
る
点
、
勅
撰
集
編
纂
の
旧 

套
を
破
る
彼
本
来
の
独
自
性
を
充
全
に
発
揮
し
得
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
も
あ
っ
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
此
処
に
、

二
度
本
第 

一
次
草
案
と
し
て
成
っ
た
も
の
に
、

所
謂
続
群
書
類
従
系
初
度
本
の
段
階
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
古
き
上
手
ど
も
」
の
歌
は
す
べ
て
切 

出
さ
れ
、
仮
令
、

「
御
覚
え
の
人
を
の
み
採
り
入
れ
」
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
も
、

代

る

に

「
近
代
"
人
ノ
歌
等
」
を
以
て
す
る
の
一 

面
に
は
彼
の
革
新
的
な
撰
集
態
度
が
、
ま
た
、
そ
こ
に
開
け
て
ゆ
く
わ
け
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

扨
、
本
稿
は
伝
存
す
る
二
度
本
諸
本
の
基
礎
的
な
調
査
を
基
と
-し
、
そ
の
資
料
よ
り
撰
述
過
程
を
迎
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
仕
事
の
一 

環
と
し
て
、
ま
ず
、

こ
の
系
類
—
初
度
本
か
ら
二
度
本
へ
と
激
し
く
揺
れ
動
く
最
初
の
一
系
類
—
か
ら
当
初
の
目
標
に
沿
っ
て
は
じ
め
る 

こ

と

と

す
る
。



㈠

続
群
書
類
従
初
度
本
系
諸
本

現
存
諸
本
を
類
別
し
、
次
に
誌
す
と 

S

⑴
伝
烏
丸
光
広
筆
本 

⑵
押
小
路
家
旧
蔵
本 

⑶
園

林

文

庫

本

(
八
代
集
之
内
) 

⑷
岡
田
本

@

⑴
中
御
門
宣
秀
筆
本 

⑵
続
群
書
類
従
初
度
本 

㈧

橋
本
公
夏
筆
本 

同
天
文
四
年
筆
写
本

内
藤
久
寛
氏
蔵 

松
田
武
夫
氏
旧
蔵 

書
陵
部
蔵 

岡
田
真
氏
旧
蔵
本 

九
州
大
学
図
書
館
蔵

正
宗
文
庫
旧
蔵 

右
同

等
が
現
在
識
ら
れ
る
諸
本
で
あ
る
。
右
の
諸
本
の
う
ち
、
伝
光
広
筆
本
•
押
小
路
家
旧
蔵
本
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。
又
、
岡
田
本 

に
は
正
宗
甫
一
氏
の
臨
写
本
が
あ
る
。
猶
こ
の
系
統
の
伝
本
は
比
較
的
尠
い
が
猶
残
存
す
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
未
見
の
も
の
に
加
え
て 

今
後
の
調
査
を
待
ち
た
い
。
以
下
、
各
本
の
解
題
を
記
す
の
で
あ
る
が
、
従
来
の
諸
氏
の
研
究
を
併
せ
参
照
し
な
が
ら
集
約
し
、
概
要
す 

る
こ
と
に
し
た
い
。

六
五



六
六

〇

続
群
書
類
従
初
度
本

本
書
は
、
続
群
書
類
従
第
十
四
輯
上
和
歌
部
(巻
第
三
百
六
十
七
)
に
初
度
本
金
葉
和
歌
集
と
仮
称
さ
れ
所
載
し
、

こ
の
系
類
の
中
で 

は
最
も
早
く
か
ら
世
に
知
ら
れ
た
伝
本
で
あ
る
が
、

こ
の
初
度
本
の
呼
称
の
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、

つ
と
に
井
上
通
泰
博
士
等 

そ
の
ほ
か
諸
氏
の
詳
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
は
次
の
奥
書
を
持
つ
。
即
ち

前
左
京
大
夫
源
朝
臣
俊
頼
依
白
川
法
皇
御
気
色
撰
之
。
密
奏
之
後
背
御
気
色
。
三
ヶ
度
撰
改
。
有
簾
細
両
之
本
云
々
。

天
治
元
年
奏
之
。
大
治
元
ニ
之
間
奏
聞
之
。

此
和
歌
集
者
中
御
門
宣
胤
卿
息
黄
門
宣
秀
手
跡
也
。
奥
書
等
珍
重
本
也
。
歌
数
聊
多
世
流
布
本
。
可
秘
函
底
而
已 

慶
長
十
四
年
季
秋
上擀
 

光
広
花
押 

と
あ
る
。

右
の
奥
書
よ
り
す
れ
ば
、

中
御
門
卿
宣
秀
筆
写
本
に
、

烏
丸
光
広
が
そ
の
奥
を
誌
し
た
本
に
依
っ
て
、

こ
の
続
群
書
類
従
本 

は
上
梓
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
後
述
す
る
よ
ぅ
に
、

こ
の
中
御
門
宣
秀
筆
本
が
現
存
し
、
本
書
と
比
較
す
る
に
、
本
書
は
次
に
誌
す
如 

く
、
著
し
い
脱
漏
が
見
出
さ
れ
、
か
つ
、
両
書
の
間
に
は
猶
比
較
的
尠
い
と
は
云
え
異
同
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
宣
秀
本
か
ら
直
接 

転
写
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
諸
氏
の
す
で
に
論
述
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
奥
書
は
転
写
の
過
程
に
殆
ど
そ
の
ま
ま
跡
を
と
ど 

め
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

以
下
本
書
に
註
記
さ
れ
た
、

「
以
下
闕
」

「
端
闕
」
「
歌
闕
」
等
の
部
分
を
あ
げ
て
お
く
。
脱
漏
箇
処
の
歌
員
数
は
親
本
で
あ
る
中
御
門



宣
秀
本
を
以
て
数
え
る
こ
と
に
す
る
。

卷
ニ
末
近
く
に
、
源
俊
頼
朝
臣
歌
「
山
の
は
を
玉
え
の
水
に
ぅ
つ
し
も
て
月
を
は
浪
の
下
に
待
か
な
」
と
あ
り
、
次
歌
の
作
者
は
藤
原 

基
俊
で
あ
る
が
、

こ
の
作
者
名
ま
で
あ
っ
て
〔
以
下
闕
〕
と
な
っ
て
い
る
。

宣
秀
本
は
、
基

俊

歌

「
夏
の
夜
の
云
々
」
、

源

有

政

歌

「
み 

そ
き
す
る
云
々
」
、

中
納
言
顕
隆
歌
「
み
そ
き
す
る
云
々
」
、

藤

原

季

通

歌

「
け
ふ
く
れ
は
云
々
」
の
四
首
が
あ
る
。

続
い
て
巻
三
巻
頭
歌 

も
三
首
欠
脱
し
て
い
る
。
即
ち
春宫

大
夫
公
実
歌
「
と
こ
と
は
に
云
々
」
、

太
宰
大
武
長
実
歌
「
ま
く
す
は
ふ
云
々
」
、

皇
后宫

美
濃
「
ふ 

ち
は
か
ま
云
々
」
で
あ
る
。

巻
三
で
は
、
右
兵
衛
督
伊
通
歌
「
稲
葉
ふ
く
風
の
音
せ
ぬ
宿
な
ら
は
何
に
つ
け
て
か
秋
を
し
ら
ま
し
」

の
次
に
〔
題
闕
〕
と
あ
る
が
、
 

宣
秀
本
に
は
以
下
七
首
が
見
出
せ
る
。
即
ち
、
藤

原

行

盛

歌

「
山
ふ
か
み
云
々
」
、
大
納
言
経
信
歌
「
夕
さ
れ
は
云
々
」
、
大
江
公
資
歌
「
山 

の
は
に
云
々
」
、

藤

原

忠

隆

歌

「
風
ふ
け
は
云
々
」
、

大
納
言
経
信
歌
「
月
か
け
の
云
々
」
、

法

橋

忠

命

歌

「
草
枕
こ
の
旅
ね
に
そ
云
々
」
、
 

頭

仲

卿

女

「
も
ろ
と
も
に
云
々
」
で
あ
る
。

ま
た
同
卷
中
頃
に
、
「
長
経
の
か
つ
ら
の
山
庄
に
て
閑
見
月
と
い
へ
る
こ
と
を
大
納
言
経
信
」
と
詞
書
•
作
者
名
あ
り
、

こ
の
後
に
、
 

〔
歌
闕
〕
と
あ
っ
て
、
宣
秀
本
に
比
し
八
首
の
脱
漏
が
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
経

信

歌

「
こ
よ
ひ
わ
か
云
々
」
、

藤
‘
有
業
歌
「
た
ひ
ね
す 

る
云
々
」
、
春
宮
大
夫
公
実
歌
「
く
も
り
な
き
云
々
」
、
皇
后
宮
摂
津
歌
「
て
る
月
の
云
々
」
、
源

俊

頼

歌

「
山
の
は
に
云
々
」
、
摂
政
左
大
臣 

歌

「
あ
し
ね
は
ひ
云
々
」
、

ー宫

紀
伊
歌
「
鏡
山
云
々
」
、
参

議

師

頼

歌

「
い
に
し
へ
の
云
々
」
で
—

。

卷
八
に
も
、
同
様
な
著
し
い
欠
落
が
見
出
さ
れ
る
。
巻
頭
近
き
処
、
藤
原
仲
実
の
歌
「
よ
と
、
も
に
袖
の
か
は
か
ぬ
我
恋
や
と
し
ま
か 

磯
に
か
、
る
白
な
み
」
の
次
に
宣
秀
本
に
は
七
首
が
あ
る
。

〔
歌
闕
〕
等
の
註
記
は
無
い
が
続
群
書
類
従
本
の
脱
漏
と
明
ら
か
に
識
ら
れ 

る
。

宣
秀
本
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

中

納

言

雅

定

歌

「
あ
ふ
こ
と
の
云
々
」
、

右

兵

衛

督

伊

通

歌

「
山
の
井
の
云
々
」
、

太
宰
大
武
長
実

六
七



六
八

「
み
ち
の
く
の
云
々
」
、

権

僧

正

永

縁

歌

「
お
も
は
ん
と
云
々
」
、

隆

源

法

師

歌

「
く

る

、
ま
も
云
々
」
、

前

中

宮

越

後

歌

「
人
心
云
々
」
、
 

修

理

大

夫

顕

季

「
わ
き
も
こ
か
云
々
」
等
で
あ
る
。

更
に
続
類
従
本
は
次
歌
の
詞
書
の
前
半
部
「
わ

れ

を

は

か

れ

く

に

な

り

て

こ

と

人 

の
か
り
ま
か
る
と
」

は
流
布
本
に
依
っ
て
補
入
し
て
い
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
巻
八
に
は
、
も
ぅ
ー
ケ
処
、

「
も
ら
さ
は
や
ほ
そ
谷
川
の
埋
水
影
た
に
見
え
ぬ
恋
に
し
つ
む
と
」

の
次
に
、

読

人

不

知

の

歌

「
君 

こ
そ
は
云
々
」
、
藤

原

顕辅

歌

「
あ
つ
さ
弓
云
々
」

の
ニ
首
を
欠
い
て
い
る
が
、

こ
れ
も
前
者
同
様
、
註
記
は
な
い
。

巻
十
、
連
歌
の
部
に
、
律

師

慶

暹

の

「
む
め
の
は
な
か
さ
き
た
る
み
の
む
し
」
以
下
、
連
歌
四
聯
を
欠
漏
す
る
。
即
ち
、

よ
み
人
し
ら 

す

「
よ
る
お
と
す
な
り
云
々
」
、

頼

算

法

師

「
あ
ら
ふ
と
み
れ
は
云
々
」
、

な

り

み

つ

「
お
く
な
る
を
も
や
云
々
」

の
唱
和
で
あ
る
。

猶
、
 

又

俊

頼

の

巻

末

歌

は

詞

書

•
作
者
名
を
す
べ
て
省
略
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

歌
数
も
従
っ
て
祖
本
と
み
ら
れ
る
中
御
門
宣
秀
本
よ
り
か
な
り
尠
く
、
参
考
ま
で
に
次
に
記
す
と
、
卷

一

春

部

一

一

八

首

、
卷
ニ
夏 

部

八

〇
首
、
卷
三
秋
部 

一
一〇

首
、
卷

四

冬

部

六

〇

首
、S

賀
部
一
一
九
首
、f

ハ

別

離

部

一

七

首

、f

—

上

七

一
 

首
、
卷

八

恋

部

下

八

七

首

、
卷

九

雑

部

上

八

八

首

、
卷

十

雑

部

下

四

八

首

、
連

歌

一

五

首

、
巻
末
歌
一
首
、
総
歌
数
七
ニ
四
首 

で
あ
る
。

右
の
如
く
本
書
の
脱
漏
は
極
め
て
著
し
い
。
が
後
述
す
る
よ
ぅ
に
、

こ
の
系
類
に
於
て
は
右
の
脱
漏
を
除
け
ば
ニ
本
—
宣
秀
本
と
本
書 

丨
は
他
本
に
較
べ
異
同
は
尠
く
、
歌
順
な
ど
全
く
一
致
す
る
と
こ
ろ
な
ど
を
み
て
も
、
本
書
は
同
系
上
の
一
転
写
本
と
み
ら
れ
る
。
恐
ら 

く
宣
秀
本
か
ら
続
群
書
類
従
本
に
至
る
過
程
に
は
何
度
か
の
転
写
を
経
た
も
の
と
想
像
さ
れ
、
右
の
欠
落
部
分
を
生
じ
た
り
、

又
、
両
本 

間
に
ま
ま
散
見
さ
れ
る
語
彙
の
異
同
、

ィ
本
校
合
の
跡
の
相
違
な
ど
が
点
在
す
る
結
果
と
な
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



〇

中
御
門
宣
秀
筆
本

本
書
は
九
州
大
学
図
書
館
所
蔵
の
宇
土
侯
細
川
家
旧
蔵
本
中
の
一
冊
で
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年
「
語
文
研
究
」
創

刊

号

(
九
州
大
学
国 

文
学
会
)
に
新
資
料
の
一
つ
と
し
て
石
井
和
男
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
紹
介
さ
れ
、
待
望
久
し
か
っ
た
続
群
書
類
従
初
度
本
の
祖
本
が
世
に 

識
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
写
真
の
複
製
は
入
手
し
て
い
た
が
、
直
接
本
書
披
見
の
機
会
が
な
く
、
書
誌
上
の
調
査
を
怠
っ
て
い
た 

処
、
昭
和
四
十
一
年
、
西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻
刻
双
書
刊
行
会
か
ら
、
目
加
田
さ
く
を
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
、
本
書
の
全
貌
は
更
に 

明
瞭
と
な
っ
た
。

ニ
氏
の
論
述
、
写
真
を
参
照
し
な
が
ら
以
下
簡
略
に
解
題
し
て
お
く
。

胡
蝶
装
一
册
。
金
襴
表
紙
、
竪

ニ

四

•
一
 

極
、
横
一
七
極
。
題
簽
な
し
。
料
紙
、
鳥
の
子
。
墨
付
百
十
五
葉
。
白
紙
一
葉
。
本
文
は
第 

二
葉
目
裏
よ
り
始
ま
り
、
第

一

行

に

「
金
葉
和
歌
集
第
一
」
と
あ
り
、
次

行

「
春
部
」
と
あ
る
。
本
文
は
毎
半
葉
十
行
。
詞

書

•
作

者

•
 

歌
を
別
行
と
し
、
三
首
乃
至
五
首
を
睾
写
す
る
。
ま
た
本
文
中
に
、
ま
ま
異
本
と
の
校
合
書
入
が
施
さ
れ
て
い
て
、
続
群
書
類
従
本
の
ィ 

本
書
入
と
も
若
干
の
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。

桐
箱
の
蓋
中
央
に
「
金

葉

中

御

門

宣

秀

筆

」
と
墨
書
す
る
ほ
か
に
、
蓋
裏
に
極
札
二
葉
が
貼
付
さ
れ
て
い
て
、
そ

れ

ぞ

れ

「
金
葉
集 

|2
鸚

|1
|1
卿

牛

庵

」
、

「中

御

門

殿

宣

秀

卿

| |
|规

1*
8

1

|
」
と
あ
る
。
更
に
書
付
が
ー
葉
貼
付
さ
れ
、
そ
れ
に
は
、
「
右 

牛
庵
了
珉
極
札
赤
嶋
ァ
ハ
セ
ふ
く
さ
上
包\

紙
数
百
拾
六
枚內

白
紙
一
枚
秤
目
七
拾
五
匁
\
筲
ノ
書
付
滝
本
坊
法
印
昭
乗
筆
」
と 

あ
る
が
、
「
赤
嶋
ア
ハ
セ
ふ
く
さ
上
包
」
は
見
当
た
ら
な
い
由
誌
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
箱
の
底
に
は
、
弘
賢
と
記
名
す
る
添
状
が
一
葉
あ
る
。
即
ち 

此
金
葉
集
初
度
奏
覧\

の
本
と
相
候
可
候
板
本
\
に
も
合
不
申
候
三
度
之
本\

と
も
相
違
仕
世
間
比
類\

無
之
候
上
烏
丸
光
広\

卿
奥
書
珍
重
御
座

六
九



七
〇

候\

弘
賢

と
あ
る
。

こ
れ
は
本
書
が
流
布
本
(
正
保
版
.
八
代
集
抄
等
)
と
も
三
奏
本
と
も
著
し
く
異
同
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

弘
賢
は
こ
れ
を
初
度 

本
か
と
推
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
初
度
本
、
或
は
こ
の
続
群
書
類
従
の
所
謂
初
度
本
は
世
間
比
類
無
き
も
の
で
あ
っ 

た
こ
と
が
判
る
。
そ
の
故
に
烏
丸
光
広
が
奥
を
更
に
誌
し
た
、
と
弘
賢
は
記
し
て
い
る
。
こ

の

添
状
の
筆
者
に
つ
い
て
は
石
井
和
男
氏
は 

「
筆
跡
署
名
そ
の
他
か
ら
屋
代
弘
賢
の
筆
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、

こ
の
奥
書
は
、
ま
ず
本
文
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
、
烏
丸
光
広
筆
の
と
の
二
種
あ
る
。
ま
ず
前
者
に
は
、

前
左
京
大
夫
源
朝
臣
俊
頼
依
白
川\

法
皇
御
気
色
撰
之
密
奏
之
後
背
御
/
気
色
三
ヶ
度
撰
改
有
簏
細
両
三
本
云
々\

天
治
元
年
奉
之
大
治
元
ニ
之
間 

奏
聞
之

と
あ
る
。
右
の
奥
書
は
続
群
書
類
従
本
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
が
、
本

書

の

「
両
三
本
」
を

「
両
之
本
」

と
誤
り
、

「
天
治
元
年
奉
之
」 

が

「
天
治
元
年
奏
之
」
と
書
き
誤
っ
て
い
る
。
ま
た
、
目

加

田

氏

はr

蠹
細
の
草
体
と
想
わ
れ
る
簏
を
続
類
従
本
は
簾
に
誤
ま
り
」
と
述 

ベ
ら
れ
て
い
る
。
「
艤
細
」

で
あ
れ
ば
、
よ
く
意
は
通
ず
る
が
、
「
簾
細
」
で
は
勿
論
意
を
な
さ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
草
体
を
廳
と
よ
み 

得
る
か
否
か
は
猶
疑
問
が
残
る
。
或
は
蠹
の
俗
体
「
麁
」

r
麄
」

の
草
体
が
く
ず
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
氏
は 

右
の
奥
書
が
、
仁
安
元
年
の
和
歌
現
在
書
目
録
、
金
葉
集
一
部
+
巻

の

条

下

に

「
前
木
工
頭
源
朝
臣
俊
頼
依
白
川
法
皇
御
気
色
撰
之
内
奏 

之
後
有
御
気
色
三
ヶ
度
撰
改
有
廳
細
両
三
本
云
々
天
治
元
年
奉
之
大
治
元
ニ
之
間
奏
之
」
と
酷
似
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ 

に
も
蠹
細
と
あ
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
字
体
は
「
蠹
」
で
あ
る
か
、r

麁
」
「
麄
」
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
も
、
意

は

「
蠹
細
」
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
の
奥
書
の
裏
に
、
前
者
と
は
明
ら
か
に
別
筆
で
次
の
如
く
誌
し
て
い
る
。

此
和
歌
集
者
中
御
門
\
宣
胤
卿
息
黄
門
宣
秀\

手
跡
也
奥
書
等
珍
重
本
也\

歌
数
聊
多
世
流
布
本\

可
秘
面
底
而
已
\
慶
長
十
四
年
季
秋
上擀



光

広

(
花
押
)

さ
て
、
本
書
の
筆
写
者
で
あ
る
が
、
目
加
田
氏
は
九
大
図
書
館
蔵
細
川
文
庫
本
の
中
に

あ
る
、
烏
丸
光
広
筆
と
推
定
さ
れ
る
山
家
集
、
 

或
は
同
文
庫
の
中
御
門
宣
胤
編
類
葉
集
(
但
し
、
こ
の
本
は
同
文
庫
目
録
に
よ
る
と
、
類
葉

集

大

十

三

冊

中
御
門
宣
胤
編
「
延
徳
三
年
宣
胤
奥 

あ
り
、
江
戸
初
葉
写
」
と
あ
る
。
宣
胤
は
大
永
五
年
に
薨
じ
て
い
る
の
で
、
江
戸
初
写
と
あ
れ
ば
宣
胤
自
筆
本
で
は
な
い
。
)
な
ど
か
ら
、
「
ー
応
@
(
光 

広
)
の
奥
書
の
通
り
、
本
文
及
び
3
(
前
者
の
奥
書
)
は
宣
秀
筆
、
@
は
光
広
自
筆
と
考
ぇ
ら
れ
る
よ
ぅ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
中
御
門
宣
秀 

筆
本
に
光
広
が
奥
書
を
し
た
も
の
で
、
続
類
従
本
系
の
祖
本
と
想
わ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
披
見
の
機
会
が
な
く
写
真
の
み
か
ら 

の
判
断
は
危
険
を
招
く
の
で
氏
の
御
見
解
を
再
記
し
た
の
で
あ
る
。

書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
両
氏
共
に
触
れ
て
お
ら
れ
ぬ
が
、
「
|
麵
敝1

細
川
文
庫
目
録
」

に
よ
る
と
、

「
室
町
中
期
写
」
と
し
て
い
る
。
 

宣
秀
は
、
諸
家
伝
か
ら
適
録
す
る
と
、
文
明
元
年
八
月
十
七
日
誕
生
、
同
十
五
年
十
一
月
九
日
蔵
人
十
五
歳
、

明
応
四
年
二
月
九
日
蔵
人 

頭
二
十
七
歳
、
文
亀
四
年
三
月
二
十
九
日
権
中
納
言
三
十
六
歳
、
永
正
十
五
年
五
月
甘
八
日
権
大
納
言
五
十
歳
、
大
永
五
年
十
一
月
九
日
辞
、
 

享
禄
四
年
七
月
六
日
従
一
位
六
十
三
歳
、
そ
し
て
、

そ
の
年
同
じ
月
の
九
日
に
薨
じ
て
い
る
。

従
っ
て
書
写
の
時
代
は
享
禄
四
年
以
前
文 

明
以
後
と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
が
、
写
本
の
筆
勢
(
写
真
か
ら
で
は
あ
る
が
)
か
ら
み
て
青
年
期
の
も
の
と
も
思
え
ぬ
。

想
像
に
す
ぎ
ぬ
が
、
 

恐
ら
く
宣
秀
四
•
五
十
歳
以
後
の
事
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。
室
町
時
代
も
末
期
に
さ
し
か
か
る
頃
、
或
は
時
代
は
更
に
降
る
か
も
し
れ
な
い 

か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
本
書
の
各
巻
の
歌
数
を
誌
す
と
、
春
部
百
十
八
首
、
夏
部
八
十
四
首
、
秋
部
百
二
十
八
首
、
冬
部
六
十
首
、
賀
部
二
十
九
首
、
 

別
離
部
十
七
首
、
恋
部
上
七
十
一
首
、
恋
部
下
九
十
六
首
、
雑
部
上
八
十
八
首
、
雑
部
下
四
十
八
首
、
連
歌
十
九
首
、
巻
末
歌
一
首
、
総 

歌
数
七
百
五
十
九
首
で
あ
る
。
続
群
書
類
従
本
に
較
べ
、
三
十
五
首
多
い
こ
と
と
な
る
。

こ
の
三
十
五
首
は
、
さ
き
に
述
べ
た
如
く
す
ベ

七
一
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て
続
群
書
類
従
本
の
欠
漏
歌
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
石
井
氏
は
こ
の
伝
宣
秀
筆
本
が
続
類
従
本
の
祖
本
で
あ
る
こ
と
の
動
か
せ
な 

い
証
拠
と
し
て
、

こ
の
三
十
五
首
以
外
に
は
、
両
書
の
間
に
歌
の
出
入
•
順
序
の
前
後
し
た
所
を
見
な
い
と
述
べ
ら
れ
、
更
に
、
「
一
、
歌 

ば
か
り
で
な
く
題
詞
や
作
者
名
の
夫
々
に
つ
い
て
見
て
も
、
続
類
従
本
に
あ
つ
て
伝
宣
秀
筆
本
に
欠
け
た
所
は
一
つ
も
見
ら
れ
ず
、
伝
宣 

秀
筆
本
に
あ
つ
て
続
類
従
本
に
欠
け
た
所
が
四
所
見
ら
れ
る
こ
と
。

一
、
本
文
の
小
さ
な
相
違
を
比
較
す
る
と
、
殆
ん
ど
が
続
類
従
本
の 

誤
写
と
考
へ
ら
れ
る
こ
と
。

一
、
右
の
部
分
を
、
伝
宣
秀
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ぎ
ら
は
し
い
書
体
で
書
か
れ
て
ゐ
る
も
の
が
少
な
か 

ら
ず
あ
る
こ
と
。

一
、
伝
宣
秀
本
に
明
ら
か
に
誤
と
思
は
れ
る
所
を
続
類
従
本
に
そ
の
ま
、
写
さ
れ
て
ゐ
る
部
分
が
多
い
こ
と
。
」

等
を 

挙
げ
ら
れ
、
ま
こ
と
に
適
切
な
要
約
を
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
と
続
群
書
類
従
本
と
の
細
密
な
校
異
は
、
氏
の
前
掲
論
文
に
詳
し 

い
こ
と
を
併
せ
誌
し
て
お
く
。

〇

內

藤
久
寛
氏
蔵
伝
烏
丸
光
広
筆
本

先
の
宣
秀
筆
本
は
烏
丸
光
広
が
巻
末
に
奥
書
を
誌
し
て
い
た
が
、

こ
の
光
広
筆
と
称
せ
ら
れ
る
伝
本
が
現
存
し
て
お
り
、

つ
と
に
松
田 

武

夫

氏

の

「
勅
撰
和
歌
集
の
研
究
」

の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
未
見
で
あ
る
の
で
、
同
書
に
よ
っ
て
要
約
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

本
書
は
縦
八
寸
八
分
(
約
二
十
六
.
六
樞
)
、
横
六
寸
一
分
(
一
八
•
三
輕
)
の
大
形
胡
蝶
装
一
冊
本
。
余

白

前

一

丁

、

後
ニ
丁
。
墨
付 

百
十
九
丁
。
表
紙
は
紗
に
金
糸
模
様
が
あ
り
、
左

上

に

「
金
葉
和
歌
集
」
の
紙
題
簽
を
貼
る
。
見
返
し
及
料
紙
は
鳥
の
子
。
行
数
十
行
。
 

慶
長
頃
の
書
写
本
で
、
奥
書
が
な
い
。
光
広
自
筆
の
明
ら
か
な
証
拠
は
な
い
よ
ぅ
で
あ
る
が
、
次
の
極
札
及
び
貼
紙
が
あ
る
と
い
ぅ
。

烏
丸
亜
槐
光
広
卿 

金
葉
集
@

金
#
^
一冊



烏
丸
光
広
卿
正
筆
®

外
題
共
一
筆

明
治
十
五
年
月
古
筆
了
仲
翁
加
筆
極 

墨

付

百

拾

九

枚

白

紙

三

枚

@

本
文
に
は
所
々
に
他
筆
の
ィ
本
校
合
の
あ
と
が
あ
り
、
内
容
は
松
田
氏
旧
蔵
園
林
文
庫
旧
蔵
本
•
同

旧

蔵

押

小

路

家

旧

蔵

本

の

「
ニ
本 

と
全
く
同
様
で
」
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
三
本
共
一
様
に
巻
四
に
一
箇
処
一
首
欠
け
て
い
て
、

そ
れ
は
、

水
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣 

冬
月
を
よ
め
る 

神
紙
伯
顕
仲 

冬
さ
む
み
空
に
こ
ほ
れ
る
月
影
は
や
と
に
も
る
こ
そ
と
く
る
成
け
れ

と
あ
る
処
で
あ
る
由
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
氏
は

ま

た

井

上

通

泰

氏

の

添

状

(
大
正
四
年
十
一
月
記
)
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
、
 

続
群
書
類
従
本
の
光
広
の
奥
書
を
あ
げ
て

思
ふ
に
此
本
は
光
広
が
宣
秀
卿
の
本
に
奥
を
加
へ
し
時
写
し
と
、

M

め
た
る
な
ら
む
。

然
ら
ば
其
原
本
た
る
べ
き
類
従
本
に
脱
漏
あ
る
は
い
か
に
と
い 

ふ
に
、
類
従
本
の
編
者
は
お
そ
ら
く
は
宣
秀
卿
書
写
の
本
な
ら
ぬ
伝
本
に
拠
れ
る
に
て
脱
漏
は
伝
写
の
際
に
生
ぜ
し
な
る
べ
し
。

と
誌
し
て
い
る
。
松
田
氏
は
右
の
文
を
引
用
さ
れ
な
が
ら

と
云
は
れ
る
如
く
、
続
類
従
本
は
、

光
広
が
宣
秀
自
筆
本
に
奥
書
を
加
へ
た
そ
の
本
の
転
写
本
に
多
分
拠
つ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又 

こ
の
本
を
光
広
自
筆
と
す
れ
ば
宣
秀
自
筆
本
を
写
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
。

か
か
る
意
味
に
於
い
て
、
宣
秀
本 

が
出
な
い
限
り
、
こ
の
本
は
こ
の
種
の
類
本
中
比
較
的
伝
写
の
系
統
が
は
つ
き
り
す
る
古
写
本
な
る
点
で
、
学
的
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の



七
四

本
が
宣
秀
本
の
忠
実
な
写
本
と
す
れ
ば
、
宣
秀
本
に
も

巻
四
の
一
首
は
欠
け
て
ゐ

る

わ
け
で
、
従
っ
て
、

宣
秀
本
以
前
の
本
が
問
題
と
な

る

の
で
あ

る
。

と
、
井
上
氏
の
語
を
受
け
て
推
論
さ
れ
て
い
る
。
宣
秀
筆
本
の
未
発
見
の
当
時
、
さ
き
に
あ
げ
た
続
類
従
本
の
慶
長
十
四
年
の
光
広
奥 

書
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
伝
光
広
本
も
、

慶
長
年
代
の
写
本
と
の
事
で
も
あ
り
、

両
本
の
親
子
関
係
の
可
能
性
を
推
論
さ
れ
た
の
は
当
然 

の
帰
結
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
特
に
続
類
従
本
と
宣
秀
卿
筆
写
本
と
の
間
に
於
け
る
両
氏
の
推
論
は
現
在
猶
動
か
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る 

が
、
宣
秀
筆
写
本
発
見
後
、

こ
の
伝
光
広
筆
本
と
宣
秀
筆
写
本
と
の
間
に
はr

此
本
は
光
広
が
宣
秀
卿
書
写
の
本
に
奥
を
加
へ
し
時
写
し 

と
ゾ
め
た
」

も
の
と
想
定
さ
れ
た
井
上
氏
の
御
推
論
も
、

又

「光
広
自
筆
と
す
れ
ば
宣
秀
自
筆
本
を
写
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
可
能 

性
」
は
遺
憾
な
が
ら
認
め
る
こ
と
の
出
来
難
い
相
互
の
相
違
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、

こ
の
こ
と
も
松
田
氏
の
御
調
査
に
よ 

り
、

こ
の
伝
光
広
筆
本
が
園
林
文
庫
旧
蔵
本
と
「
全
く
同
様
」
で
あ
る
と
い
ぅ
結
果
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
伝 

光
広

筆

本

.
押
小
路
旧
蔵
本
•
園
林
文
庫
旧
蔵
本
は
一
括
し
て
、
其
の
処
に
於
て
宣
秀
筆
写
本
と
の
間
を
誌
す
こ
と
と
す
る
。
尤
も
、
さ 

き
に
あ
げ
た
、
伝
光
広
筆
本
系
三
本
共
通
の
巻
四
に
於
け
る
欠
落
歌
一
首
と
あ
る
処
に
は
、
「
水
を
よ
め
る
源
俊
頼
朝
臣
」

の
詞
書
•
作 

者
名
も
宣
秀
筆
本
(
橋
本
公
夏
筆
両
本
に
も
)
に
は
存
し
な
い
が
、
た
だ
し
岡
田
真
氏
旧
蔵
本
に
は
同
様
に
、
同
文
の
詞
書
.
作
者
名
の 

み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

o

松
田
武
夫
氏
旧
蔵
押
小
路
家
本

本
書
も
此
の
系
類
に
属
す
る
伝
本
で
あ
り
、
さ
き
の
伝
光
広
本
と
「内
容
は
全
く
一
致
」
(前
掲
書
)
す
る
由
、
松
田
氏
に
依
っ
て
紹
介 

さ
れ
た
。
現
在
、
本
書
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
氏
の
御
調
査
に
よ
っ
て
、

こ
こ
に
再
記
し
て
お
く
。



胡
蝶
装
の
一
冊
本
。
緞
子
表
紙
、
縦

八

寸

二

分

五

厘

(
約
二
十
ニ
極
)
、
横

五

寸

二

分

(
約
十
五
•
七
極
)
。

料
紙
、
鳥
の
子
。

毎
半
葉
十 

行
。
墨
付
百
十
五

丁
。
余

白

前
 

一
丁
、
後
ニ
丁
。
奥
書
は
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
又
、
過
日
直
接
お
尋
ね
し
た
処
、
書
写
年
代
は
江 

戸
中
期
を

や
や
降
る
比
較
的

新
し
い
写
本
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

〇

書
陵
部
蔵
園
林
文
庫
旧
蔵
本

本
書
も
又
松
田
氏
に
よ
っ
て
御
紹
介
さ
れ
た
ー
本
で
あ
る
。
現
在
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
る
、
面
架
番
号
6
4
|

48
の
八
代
集
ー
ニ
冊
の 

う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
江
戸
中
期
頃
。
花
卉
文
様
裂
表
紙
、

竪

ニ

四

•
七
榧
、
横
一
七擓

。
字

面

高

さ

約

十

九

•
五
極
。
綴 

葉
装
両
面
書
。
料
紙
、
鳥
の
子
。
毎
半
葉
十
行
書
き
で
、
詞

書

•
作

者

名

•
歌
は
歌
書
一
般
の
書
法
で
別
行
に
そ
れ
ぞ
れ
排
置
さ
れ
て
い 

る
。
本
文
右
傍
に
は
処
々
ィ
本
と
の
校
異
を
誌
し
て
い
る
。

ま
た
、
極
く
尠
い
が
、
本
文
の
誤
り
を
、
筆
者
が
訂
し
た
処
が
あ
る
。
例
え 

ば

「
沢
水
に
螢
の
か
け
の
う
つ
れ
る
を
…
…
」

と

螢

の

誤

写

を

「
ほ
く
し
」

と
傍
に
訂
し
て
い
る
の
や
、

「
月
恋
網
代
…
…
」

と
推
定
し 

て
い
る
。

こ
の
本
も
奥
書
を
持
た
な
い
。
墨
付
一
一
四
葉
。
題
簽
は
左
肩
、
白

紙

短

冊

に

「
金
葉
和
歌
集
」

と
本
文
同
筆
で
墨
書
す
る
。
 

表
に
遊
紙
一
葉
が
あ
り
、
次
葉
裏
よ
り
本
文
が
は
じ
ま
る
が
、

こ

の

表

に

「
園
林
文
庫
」

の
長
方
形
朱
印
が
擦
さ
れ
て
い
る
。
松
田
氏
が 

園
林
文
庫
本
と
称
さ
れ
た
の
も
、

こ
の
印
記
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

二
度
本
の
殆
ど
が
、
部
立
に
於
て
、
春

歌

•
夏

歌

•
冬
歌

.

.
と
あ
る
が
、

こ

の

本

(
こ
の
系
類
は
)
、
春

部

•
夏

部

•
秋

部

•
冬

部

.

賀

部

•
別

離

部

•
恋

部

上

•
恋

部

下

•
雑

部

上

•
雑

部

下

.
連
歌
と
な
っ
て
い
て
、
初

度

本
S

部
迄
で
あ
るS

と
同
じ
く 

r

…

…

部

」
. 

と
あ
る
。
さ
て
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
伝

烏

丸

光

広

本

•
押
小
路
旧
蔵
本
と
本
書
と
は
内
容
の
上
で
全
く
一
致
す
る
と
さ
れ 

る
松
田
氏
の
調
査
結
果
に
従
っ
て
、

こ
の
系
類
本
中
で
は
比
較
的
本
書
に
近
似
す
る
宣
秀
本
と
の
異
同
(
細
部
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
が
)

七
五



七
六

を
次
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
橋
本
公
夏
筆
ニ
本
等
と
の
間
に
就
い
て
は
総
括
し
て
後
述
す
る
。

卷
ー
春
部

お
な
し

心
を 

太
宰
大
武
長
実 

春
ふ
か
み
神
な
ひ

河

に

か

け

見

え

て

ぅ

つ

ろ

ひ

に

け

り

山

吹

の

は

な

(
82
)

(
宣
秀
本
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。

紫

藤

蔵

松

と

い
ふ
こ
と
を 

良
暹
法
師 

松
風
の
音
せ
さ
り
せ
は
藤
浪
を
な
に
、
か

、
れ

る

花

と

し

ら

ま

し(
§

§
)
(

同
書
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。

卷
ニ
夏
部

尋
郭
公
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る 

藤
原
節
言 

け
ふ
も

又

尋

く

ら

し

つ

郭

公

い

か

て

き

く

へ

き

初

ね

な

る

ら

む

(
112
)

(
同
書
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。

巻
三
秋
部

摂
政
左
大
臣
家
に
て
落
葉
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣 

あ
ら
し
山
葉
守
の
神
も
た
、
る
ら
ん
月
に
紅
葉
の
手
向
し
つ
れ
は
(
園
林
本
)
(
266

) 

ノ
次
、
本
書
欠
、

岡
田
本
あ
り
。

伹
し

こ

の

歌
、
 

園
林
本
に
既
出
「
月
前
落
葉
を
源
俊
頼
朝
臣
嵐
に
や
葉
守
の
神
の
た
、
る
ら
ん
月
に
も
み
ち
の
手
向
し
つ
れ
は
」
(
230
)
と
あ

り

、

や

、

語
句
相 

違
す
る
も
重
複
歌
で
あ

る

。

宣
秀
本
に
も

こ

の

(
230
)
の

歌
は
あ

る

。

卷
四
冬
部

水
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣

園

林

本

•
岡
田
本
に
は
右
の
如
く
歌
を
欠
く
が
詞
書
•
作
者
名
の
み
あ
る
。
宣
秀
本
に
は
勿
論
無
い
。



永
を
よ
ま
せ
給
け
る 

三宫
 

つ
な
か
ね
と
な
か
れ
も
ゆ
か
す
高
せ
舟
む
す
ふ
水
の
と
け
ぬ
か
き
り
は
(
316
)

(
宣
秀
本
)
、
本

書

，
岡
田
本
欠
。

巻
六
別
離
部

返
し 

東
宮
大
夫
公
実

朝
日
に
も
月
と
も
わ
か
す
つ
か
の
ま
も
君
を
わ
す
る
、
時

し

な

け

れ

は

(
310
)
(
同
書
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。

二
卷
八
恋
部
下

題
し
ら
す 

よ
み
人
し
ら
す 

逢
事
は
夢
は
か
り
に
て
や

み

に

し

を

さ

こ

そ

見

し

か

と

人

に

か

た

る

な

(m

)

(同
書
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。

題
し
ら
す 

上
総
侍
従 

あ
さ
ま
し
や
涙
に

ぅ

か

ふ

我

身

か

な

心

か

ろ

く

は

お

も

は

さ

り

し

を

(
495

)

(
同
書
)
、
本

書

•
岡
田
本
欠
。

〔
題
し
ら
す
〕 

〔
よ
み
人
し
ら
す
〕

ぅ
と
ま
し
や
木
の

下

か

け

の

忘

水

い

く

ら

の

人

の

か

け

を

み

る

ら

む

(
53

)

(同
書
)

本

書

.
岡
田
本
欠
。

恋
歌
と
て
よ
め
る 

春
宮
大
夫
公
実 

あ
ふ
こ
と
は
舟
人
よ
は
み
漕

舟

の

み

を

さ

か

の

ほ

る

心

ち

こ

そ

す

れ

(
544
)

(同
書
)
、
本

書

•
岡
田
本
欠
。
 

卷
九
雑
上

御
返
し 

上
東
門
院 

過
に
け
る
月
日
の
か
す
も
し
ら
れ
つ
、
こ

の

身

を

み

る

も

あ

は

れ

な

る

哉

(
聊
)

(
同
書
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。七

七



七
八

殿
上
を
り
た
り
け
る
比
人
の
殿
上
し
け
る
を
み
て
よ
め
る 

源
行
宗
朝
臣 

ぅ
ら
や
ま
し
雲
の
か
け
は
し
立
か
へ
り
ニ
た
ひ
の
ほ
る
み
ち
を
し
ら
は
や
(
606
)

(同
書
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。

殿
上
申
け
る
に
せ
さ
せ
さ
り
け
れ
は
よ
め
る 

平
忠
盛
朝
臣 

思
き
や
雲
ゐ
の
月
を
よ
そ
に
み
て
心
の
や
み
に
ま

と

ふ
へ
し

と

は

(
g

)

(
同
書
)
、
本

書

.
岡
田

本
欠

。

皇
后
宮
美
濃

夜

な

く

は

ま

と

ろ

ま

て

の

み

有

明

の

つ

き

せ

す

物

を

思

こ

ろ

か

な

(
621
)

(本

書

.
岡
田
本
あ
り
)
、

宣
秀
本
欠
。

卷
十
雑
下

衆
罪
如
霜
露
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る 

覚
誉
法
師 

つ
み
は
霜
露
も
の
こ
ら
〇
消
ぬ
ら
む
な
か
き
夜
す
か
ら
く
ゆ
る

思
ひ

に

(
675

)

(宣
秀
本
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。

龍
女
成
仏
を
よ
め
る 

勝

紹

〔
超
〕
法
師 

わ

た

つ

海

の

底

の

み
く
つ
と
み
し
物
を
い
か
て
か
空
の
月
と
み
る
ら
む
(
679

)

(
同
書
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。

極
楽
を
お
も
ふ
と
い
へ
る
こ
と
を 

源
師
俊
朝
臣 

四
方
の
海
の
波
に
た
、
.よ

ふ

み

く

つ

を

も

な

る

へ

の

な

み

に

ひ

き

な

も

ら

し

そ

(
哪
)
(
本

書

•
岡
田
本
あ
り
)
、
宣
秀
本
欠
。

醍
醐
桜
会
に
花
の
ち
る
を
み
て
よ
め
る 

珍
海
法
師
母 

け
ふ
も
な
を
お
し
み
や
せ
ま
し
法

の

た

め

ち

ら

す

花

そ

と

思

な

さ

す

は

(
哪
)
(
同
書
)
、
本

書

.
岡
田
本
欠
。

又
、
連
歌
の
部
に
、
本
書
は
一
箇
処
書
落
し
が
あ
る
。
即
ち 

鳥
を
の
き
に
さ
し
た
り
け
る
か
よ
る

雨
に
ぬ
れ
け
る
を

見
て



か
さ
、
き
な
ら
は
か
、
ら

ま

し

や

は

(
706
)

と
あ
る
が
、
宣
秀
本
他
皆
、
前
に

よ
み
人
し
ら
す 

雨
ふ
れ
は
き
し
も
し
と
、
に
な
り
に
け
P

あ
る
も
の
、

(
宣
秀
本
)

と
あ
る
。
岡
田
本
も
本
書
と
同
じ
く
欠
落
す
る
。

次
に
、
本
書
の
明
ら
か
な
誤
写
が
あ
る
。
冬
部
に

摂
政
左
大
臣

家
に
て
冬
題
と
も
を
捜

て

よ
み
け
る
に
歳
暮
を
と
り
て
よ
め
る 

藤
原
永

実 

か
そ
ふ
る
に
残
り
す
く
な
き
身
に
し
あ
れ
は
せ
め
て
も
借
き
と
し
の
暮
哉

こ
の
哥
よ
み
て
年
の
う
ち
に
ま
か
り
け
る
と
て
歳
暮
の
心
を
よ
み
給
け
る 

三
官 

い
か
に
せ
ん
暮
行
年
を
し
る
へ
に
て
身
を
尋
ね
つ
、
老
は
き
に
け
り 

と
あ
る
が
、

こ
れ
は
永
実
の
歌
の
左
註
と
三
宮
の
歌
の
詞
書
と
が
「
……

と
て
」
と
し
て
続
け
、

混
入
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で 

あ
る
。
本

来

は

「
……

と
そ
」

で
終
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

〔
(
)
圏
内
に
参
考
ま
で
に
記
し
た
の
は
国
歌
大
観
番
号
で
あ
る
。
流
布
本
に
欠
く
歌
は
「
(

)

ノ
次
」
の
よ
う
に
記
し
、
該
当
歌
の
歌
順
を
示
し 

た
も
の
で
あ
る
〕

右
の
如
く
本
書
(
伝
光
広
本
•
押
小
路
家
旧
蔵
本
を
も
含
む
)
は
宣
秀
本
に
較
べ
、
歌
員
数
の
異
同
は
か
な
り
を
数
え
る
。
即
ち
、
本
書
は 

宣
秀
本
所
収
歌
十
六
首
を
欠
き
、

又
宣
秀
本
は
本
書
の
所
収
歌
三
首
(
そ
の
う
ち
一
首
は
重
複
歌
、
詞
書
.
作
者
名
の
み
の
欠
落
歌
は
除
く
)
を

七
九



八
〇

欠
い
て
い
る
。
本
書
に
於
け
る
歌
数
の
多
い
少
な
い
の
問
題
は
別
と
し
て
、
重

複

歌

•
欠

落

歌

.
作
者
名
誤
脱
•
誤
写
な
ど
見
出
さ
れ
、
 

善
本
と
は
云
い
難
い
が
、

伝

光

広

本

•
押
小
路
家
旧
蔵
本
.
岡

田

本

(
後
述
す
る
)
等
極
め
て
親
近
関
係
に
あ
る
一
系
統
中
の
一
本
と
し 

て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
歌
数
は
、
春
部
一
一
六
首
、
夏
部
八
三
首
、
秋
部
一
二
九
首
(
重
複
歌
を
数
ぅ
)
、
冬
部
五
九
首
、
賀
部
ニ
九
首
、
別
離
部
一
六
首
、
 

恋
部
上
七
一
首
、
恋
部
下
九
ニ
首
、
雑
部
上
八
六
首
、
雑
部
下
四
六
首
、
連
歌
一
九
首
、
巻
末
歌
一
首
、
総
歌
数
七
四
七
首
で
あ
る
。
右 

の
重
複
歌
等
を
別
と
す
れ
ば
、
総
歌
数
は
宣
秀
本
よ
り
十
三
首
尠
い
こ
と
、
な
る
。
歌
順
は
僅
か
一
箇
処
に
す
ぎ
な
い
が
、
宣
秀
本
と
異 

な
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
卷
十
に
、
橘
元
任
の
歌

悲
し
さ
の
そ
の
夕
暮
の
ま
、
な
ら
は
あ
り
へ
て
人
に
と
は
れ
ま
し
や
は
(664
)

の
次
は
本
書
は
、
能
因
法
師
の
歌

あ
ま
の
か
は
苗
代
水
に
せ
き
く
た
せ
あ
ま
く
た
り
ま
す
神
な
ら
は
神
(
665
)

と
な
っ
て
い
る
(
岡
田
本
も
同
じ
)
が
、
宣
秀
本
は
前
歌
か
ら
四
首
さ
き
の
、
源
行
宗
朝
臣
の
歌 

い
か
に
せ
む
ぅ
き
世
の
中
に
す
み
か
ま
の
は
て
は
煙
と
成
ぬ
へ
き
身
を(5 S

)

が
次
に
続
け
ら
れ
て
い
る
(次
の
公
夏
本
も
同
じ
で
あ
る
)
。
歌
順
は
こ
の
一
箇
処
に
す
ぎ
ぬ
が
、
本
書
は
流
布
本
の
そ
れ
に
近
い
。
し
か
し 

二
度
本
数
十
本
か
ら
の
調
査
結
果
か
ら
す
る
と
、
(
664
) 

(
665
)
、(

I
)
(
i

)

の
歌
順
は
ほ
ぼ
半
ば
す
る
も
の
で
、
早
く
よ
り
浮
動
的
で
あ 

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
続
群
書
類
従
本
系
類
全
般
か
ら
み
れ
ば
、
僅
か
一
箇
処
の
歌
順
の
相
違
は
こ
の
点
か
ら
の
み
す
れ
ば
寧
ろ
本
書 

は
宣
秀
本
に
や
や
近
い
位
置
に
あ
る
と
云
え
る
。
た
だ
、
相
互
の
本
文
上
に
於
け
る
詞
書
•
作
者
の
存
否
、
語
句
の
異
同
等
は
さ
き
の
歌 

員
の
異
同
と
共
に
、
か
な
り
の
相
違
を
み
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
両
本
は
、

こ
の
系
類
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
々
の
系
統
を
な
し
て
い



る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
本
書
の
系
統
の
中
で
比
較
的
古
い
写
本
で
あ
る
伝
光
広
本
の
存
在
の
意
義
は
再
確
認
さ
れ
る
べ
き 

で
あ
ろ
う
。

〇

岡
田
真
氏
旧
蔵
本

本
書
は
つ
と
に
正
宗
敦
夫
•
松
田
武
夫
両
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。

(そ
の
後
某
大
学
研
究
室
の
所
蔵
と
聞
く
。
未
だ
披
見
の
機
会
を
も
た 

な
い
が
正
宗
甫
一
氏
の
臨
写
本
が
現
在
ノ
—
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
に
蔵
さ
れ
本
稿
は
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。)

正

宗

氏

は

「
金
葉
和
歌
集 

講
義
」

の
諸
本
解
題
の
な
か
で
、
第

一

類

本

(
続
群
書
類
従
本
系
)
中
の
一
本
と
し
て
「
岡
田
本
は
元
禄
頃
の
書
写
に
係
る
胡
蝶
本
で
奥
書 

は
無
い
。

_
|
本
に
類
似
し
て
ゐ
る
が
多
少
の
相
違
が
あ
る
。

_

本
の
欠
を
補
ふ
に
役
立
つ
本
で
あ
る
。
」

と
簡
略
に
述
べ
ら
れ
、
講
義 

中
に
も
屢
々
参
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
松
田
氏
は
、
「
金
葉
和
歌
集
の
研
究
」

の
な
か
で
、

次
の
公
夏
本
、

さ
き
の
園
林
本
等
と
比 

較
さ
れ
、

「
伝
烏
丸
光
広
本
•
園
林
文
庫
旧
蔵
本
•
押
小
路
家
蔵
本
•
岡
田
氏
蔵
本
は
同
性
質
の
本
で
あ
る
」

と
本
書
に
つ
い
て
結
論
さ 

れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
刊
行
会
に
於
て
、
公
夏
筆
本
の
「
金
葉
和
歌
集
」
が
翻
刻
さ
れ
、
 

そ
の
対
校
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
本
書
—
さ
き
の
転
写
本
—
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
す
で
に
言
い
尽
く
さ
れ 

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
以
後
の
記
述
の
必
要
も
あ
り
、

略
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

扨
、
本
書
は
正
宗
氏
の
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
元
禄
頃
の
書
写
本
で
あ
る
と
す
る
と
、
園
林
文
庫
本
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
筆
写
本
と
い
う
こ 

と
に
な
る
。
ま
た
園
林
文
庫
本
解
題
に
於
て
、
宣
秀
本
と
の
比
較
を
あ
げ
た
際
、

岡
田
本
云
々
と
本
書
を
も
併
せ
て
異
同
を
註
記
し
て
お 

い
た
が
、
そ
の
結
果
、
本
書
と
園
林
文
庫
本
と
は
さ
き
の
比
較
の
限
り
に
於
て
は
、
宣
秀
本
に
対
し
て
全
く
共
通
す
る
異
同
を
示
し
て
い 

る
。
即
ち
歌
員
の
異
同
*
重
複
歌
•
詞
書
作
者
名
の
み
の
闕
落
歌
.
連
歌
中
み
え
る
闕
落
句
や
、
更
に
歌
順
等
す
ベ
て
両
本
は
一
致
し
て

八
一



い
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
詞

書

•
作
者
等
の
存
否
や
相
違
、
歌
語
の
異
同
•
誤
写
な
ど
、
そ
の
殆
ど
が
宣
秀
本
に
対
し
、
共
通
す
る
の 

で
あ
る
。
従
っ
て
当
然
の
事
な
が
ら
両
書
の
親
近
関
係
は
親
本
一
本
か
ら
の
派
生
か
、
或
は
相
互
の
転
写
関
係
か
を
想
定
し
た
く
な
る
の 

で
あ
る
。
併
し
、
猶
更
に
細
部
全
般
に
亘
っ
て
検
す
る
に
、
相
互
の
間
に
は
語
句
の
異
同
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
り
、
転
写
関
係
は
勿
論 

の
こ
と
依
拠
本
も
ま
た
同
じ
く
す
る
も
の
と
は
到
底
考
え
難
く
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
表
記
に
於
け
る
漢
字
•
仮
名
の
相
違
や
仮
名 

遣
い
の
相
違
は
と
も
か
く
と
し
て
、
作

者

名

•
歌
句
な
ど
に
も
多
少
の
相
違
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
比
較
的
顕
著
な
例
を
任
意
的
で 

は
あ
る
が
次
に
あ
げ
て
お
く
。

(
2

)
$
 

初
(M
) 

(
S
)

(
5

(
S
)

 

$

 

(
123)

§

 

@

 

(
187)

園

林

本
 

ま
た
き
に
さ
け
る 

行
か
く
る
ら
ん 

雲
路
は 

さ
む
け
れ
は 

お
し
み
に
き
つ
る 

嵐
や
み
ね
を 

色
か
へ
ぬ 

声
な
か
り
せ
は 

こ
&
そ
ゎ
か
る
、 

て
す
さ
み
に 

友
な
か
り
け
れ

本 

書 

ま
た
き
さ
き
た
る 

行
か
へ
る
ら
ん 

雲
路
に 

さ
ふ
け
れ
は 

お
し
み
に
き
つ
、

嵐
や
峯
に 

色
か
へ
て

L

こ
灸
な
か
り
〇
せ
は 

声
そ
わ
か
る
、 

す
さ
み
に 

友
な
か
り
せ
は

宣

秀

本
 

ま
た
き
に
さ
け
る 

行
か
へ
る
ら
ん 

雲
ち
は 

さ
む
け
れ
は 

お
し
み
に
き
つ
る

嵐
ゃ
峯
を 

色
か
へ
ぬ 

こ袅

な
か
り
せ
は 

こ
き
そ
わ
か
る
、 

手
す
さ
み
に 

友
な
か
り
け
り



(
娜
)

や
と
る
月
哉 

(

206
)

わ
り
な
く
や
と
る 

初

(285
)

し
み
つ
は
く
ま
し 

(
222
)

さ
ら
ぬ
た
に 

(
257
)

ま
た
空
さ
え
ぬ 

(

268
)
谷
の
か
け
は
し 

(
273
)

と
な
せ
そ
秋
の 

(
218
)
ふ
る
た
ひ
に 

(
捌
)
ノ
次
ゆ
き
も
あ
は
て 

(
802
)

か
た
の
、
野
へ
に 

(
805
)

春
も
と
け
す
や 

(
315
)

霜
ふ
れ
は 

初
(
概
)

ぅ
ち
と
も
わ
か
す 

(
821
)

暮
行
と
し
を 

(
321
)

春
い
と
ふ
名
の 

(
331
)

た
れ
か
千
世
に
も 

(
855
)

い
そ
く
心
を 

(B

)
伊
勢
の
海 

(
挪
)

身
を
い
か
に
せ
ん 

(鄉

)

お
ろ
か
な
る
身
そ

や
と
る
月
か
け 

入
な
く
や
と
る

マ
、

し
つ
み
は
く
ま
し 

さ
ら
に
た
に 

ま
た
空
み
え
ぬ 

苔
の
か
け
は
し

マ
ヽ

と
せ
そ
秋
の

ふ
る
た
ひ
に

ゆ
き
も
あ
か
て

か
た
の
、
野
へ
に

春
も
と
け
と
や
(
或
ハ
す
欺
)

雪
ふ
れ
は

ぅ
ち
共
あ
か
す

暮
行
春
を

春
い
は
ふ
な
の

誰
か
千
世
に
し

い
そ
く
^
よ

い
せ
の
国

身
は
い
か
に
せ
ん

に
イ

お
ろ
か
な
る
身
そ

や
と
る
月
か
な 

わ
り
な
く

や

と

る 

し
水
は
く
ま
し 

さ
ら
ぬ
た
に 

ま
た
空
さ
え
ぬ 

谷
の
梯

そ

と
な
せ
の
秋
の 

ふ
る
た
ひ
に 

ゆ
き
も
あ
は
て 

か
た
の
、
野
へ
に 

春
も
と
け
す
や 

し
も
ふ
れ
は 

内
外
も
わ
か
す 

暮
行
と
し
を 

春
い
と
ふ
名
の 

た
れ
か
千
世
に
も 

い
そ
く
心
は 

い
せ
の
海 

身
を
い
か
に
せ
ん 

お
ろ
か
な
る
に
そ



八
四

恋
渡
る
と
は 

か
く
と
た
に 

身
を
は
す
て
、
ん 

し
ま
か
せ
に 

と
め
ぬ
に
は 

花
を
つ
め
る
も 

な
こ
え
に
あ
さ
る 

な
き
く
よ
り 

人
し
れ
す 

一
夜
め
く
り
の 

恨
む
と
て 

く
る
も
と
の
里 

ひ
と
、
ね
く
さ
し 

い
た
し
と
み

マ
'

こ
は
何
事
の
と
ま
よ
と
よ 

お
り
し
ら
ぬ
身
や 

問
ひ
と
も
し
に 

つ
き
せ
す
物
を 

秋
は
つ
き
ぬ
と 

た
ら
ち
め
の

恋
わ
た
る
か
な 

か
く
と
も
に

身
を
は
捨
、
む

(
或
ハ
ら
欺
) 

嶋
風
は 

と
け
ぬ
に
は

め

花
を
つ
も
る
も 

渚
に
あ
さ
る 

嘆
く
よ
り 

人
し
れ
ぬ 

一
夜
の
め
く
り
の 

恨
む
共

く
る
も
と
の
里
(
或
ハ
り
欺
) 

ひ
と
し
ね
く
さ
し 

く
も
し
と
み 

こ
は
何
事
の
さ
ま
よ
と
よ 

お
も
し
ら
ぬ
身
や 

問
人
か
ら
に 

つ
き
せ
ぬ
物
を 

秋
は
つ
け
ぬ
と 

た
ら
ち
ね
の

恋
わ
た
る
と
は 

か
く
と
た
に 

身
を
は
す
て
、
む 

嶋
風
に 

と
け
ぬ
に
は 

花
を
め
つ
る
も 

な
こ
え
に
あ
ま
る 

名
き
く
よ
り 

人
し
れ
す 

一
夜
め
く
り
の 

ぅ
ら
む
と
も 

く

る

も
と
の
さ
と 

ひ
と
、
ね
く
さ
し 

い
た
し
と
み

こ
は
な
に
事
の
さ
ま
そ
と
は
(
或
ハ
よ
欺
)

お
り
し
ら
ぬ
身
や

と
ふ
ひ
と
も
し
に

宣
秀
本
欠
歌

秋
は
つ
き
ぬ
と

た
ら
ち
め
の



(
669
)

成
ぬ
へ
き
身
を 

(
680
)

い
と
ゝ
成
ら
ん

マ
'

(
686
)

な
る
へ
の
な
み
に 

(
692
)

こ
し
に
や
あ
る
ら
ん

成
ぬ
へ
き
哉 

い
か
、
成
ら
ん 

よ
る
へ
の
波
に 

こ
し
に
あ
る
ら
ん

成
ぬ
へ
き
身
を 

い
と
、
な
る
ら
む 

宣
秀
本
欠
歌 

こ
し
に
や
あ
る
ら
む

(
句
の
頭
に
附
記
し
た
番
号
は
国
歌
大
観
の
そ
れ
で
あ
る
。
又
初
(
棚
> 

の
如
く
あ
る
の
は
初
度
本
番
号
、
(
290
) 

ノ
次
と
あ
る
の
は
、
初
度
本
•
流
布
本 

に
な
い
歌
で
、
概
略
そ
の
歌
の
位
置
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
)

例
示
し
た
も
の
は
異
同
の
大
略
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
並
記
し
た
宣
秀
本
等
と
参
照
し
て
判
る
よ
う
に
、
両
本
相
互
の
間
に
は
そ
れ 

ぞ
れ
誤
読
や
誤
写
に
よ
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
が
、
本
書
は
園
林
本
に
較
べ
更
に
や
や
誤
写
の
多
い
本
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た 

相
互
に
附
さ
れ
て
い
る
ィ
本
の
校
合
も
各
々
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
従
っ
て
対
校
本
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ 

る
。
も
う
一
例
と
し
て
、
両
本
に
於
け
る
作
者
名
の
異
同
に
つ
い
て
み
る
と
、
僅
か
な
が
ら
も
や
は
り
相
違
す
る
処
を
散
見
す
る
。
即
ち
、
 

(
64
)
右
衛
門
督
伊
通
(
本
書
)
—
作
者
名
欠
(
園
林
本
)、

宣

秀

本

(
参
考
ま
で
に
先
例
と
同
じ
く
記
す
。
以
下
同
じ
。
)
は
右
兵
衛
督
伊
通
、
 

S

)
勝

超

法

師
S

書
)
—
勝

起

法

師

(
園
林
本
)、
宣
秀
本
は
勝
超
法
師
、
(
321
)

藤

原

成

道

(
本
書
)
—
藤

原

成

通

(
園
林
本
)、

宣
秀 

本
は
藤
原
成
通
、
(
330
)
源
師
俊
朝
臣
(本
書
)
—
作

者

名

欠

(園
林
本
)
、
宣
秀
本
は
源
師
俊
朝
臣
、
(
545
)
顕

仲

女

(
本
書
)
丨
顕
仲
卿
女 

(
園
林
本
)
、
宣
秀
本
は
顕
仲
卿
女
等
の
如
き
、
や
は
り
相
互
に
相
違
*
誤
写
が
あ
っ
て
、
細
部
に
於
て
は
必
ず
し
も
す
べ
て
は
一
致
し
な 

い
。
詞
書
に
於
て
も
同
様
に
語
句
の
異
同
は
点
在
し
、
両
書
は
非
常
に
親
近
な
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
末
端
に
あ
っ
て
は
、
猶
か
か
る
相 

違
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、

こ
の
両
本
の
相
違
は
、
両
本
の
類
似
に
比
す
れ
ば
極
く
僅
少
の
も
の
に
し
か
過
ぎ
な
い
こ
と
を 

思
い
あ
わ

す
れ
ば
、
又
両
書
が
い
ず
れ
共
に
近
世
中
期
の
書
写
本
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
も
あ
れ
ば
、
そ
の
依
拠
し
た
本
は
同
一
本
で
な
い

八
五



八
六

に
し
て
も
、
祖
本
は
恐
ら
く
或
る
一
本
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
派
生
し
、
伝
写
の
過
程
に
於
け
る
誤
読
•
誤
脱
等
の
わ
ず
か
な
偶
然
と 

恣
意
が
招
い
た
結
果
で
あ
り
、
祖
本
と
の
間
は
余
り
遠
き
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
祖
本
は
.い
ず
れ
か
と
考
え
る
の
は
、
単
に
想
像 

に
す
ぎ
ぬ
が
、

こ
の
系
統
の
な
か
で
、
最
も
古
い
伝
烏
丸
光
広
本
を
思
い
浮
か
べ
る
の
も
あ
な
が
ち
不
自
然
な
こ
と
と
も
思
わ
れ
な
い
。
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
伝

光

広

本

.
旧
押
小
路
家
本
•
園

林

本

•
岡
田
本
は
同
一
系
統
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
伝
本
相
互
の
比
較
か
ら
、
 

こ
の
祖
本
の
原
型
を
迎
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。

〇

正
宗
文
庫
旧
蔵
橋
本
公
夏
筆
本

袋
綴
一
冊
。

梨
地
草
花
唐
草
文
様
表
紙
、

竪
ニ
六
.
六
極
、
横

十

六

•
三
極
。

字
面
高
サ
約
二
十
三
•
七
®
。

題

簽

•
外
題
共
に
な 

し
。

但
し
表
紙
右
上
はr

武
十
八\

公
夏
卿
筆
\壶

冊
」
と
墨
書
し
た
長
方
形
の
白
紙
を
貼
付
す
る
。

(
正
宗
氏
の
蔵
書
整
理
番
号
か
と 

思
わ
れ
る
)
。
墨
付
九
六
葉
。
白
紙
が
前
後
に
二
葉
ず
つ
あ
る
。

料
紙
は
楮
紙
で
、
歌
は
一
首
一
行
書
き
、

詞

書

•
作
者
名
は
歌
書
一
般 

の
如
く
別
行
と
し
、
毎
半
葉
十
一
〜
ニ
行
に
三
〜
四
首
を
書
写
す
る
。
本
書
は
別
本
と
の
校
異
は
な
い
が
、
作
者
名
の
許
に
簡
略
に
そ
の 

出
自
を
誌
し
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ
る
。
例

え

ば

「
堀
川
院
右
大
臣
頼
宗
御
堂
第
三
子
」
、
「
前
斎
宮
内
侍
永
縁
妹
」

の
如
く
細
註
す
る 

ほ
か
、
僅
か
一
箇
処
、

巻

十

知

信

朝

臣

の

歌

「
虫
の
音
は
こ
の
秋
し
も
ぞ
云
々
」

の

右

肩

に

「
世
継
ニ
ハ
此
贈
答
相
違
シ
タ
リ
」
と
公 

夏
の
註
記
が
見
出
さ
れ
、
前
の
略
註
と
共
に
自
ら
の
書
写
本
に
加
え
た
備
忘
の
た
め
の
ノ
ー
ト
か
と
思
わ
れ
る
。
次
の
天
文
四
年
筆
写
本 

に
は
'
 

こ
れ
ら
の
註
記
は
極
く
僅
か
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
桂
宮
家
旧
蔵
本
と
伝
え
聞
く
。
そ
の
書
写
年
代
は
室
町
後
期
と
推
定
さ
れ
る
。
公
夏
筆
本
は
、

こ
の
ほ
か
天
文
四
年
の
書
写
本 

が
存
し
、
そ
の
奥
書
に
「
入

道

前

中

納

言

藤

臣

§
+ *
一」
と
あ
る
。

こ
の
奥
書
本
と
本
書
の
筆
勢
な
ど
併
せ
み
る
に
、
両
本
共
に
公
夏
卿



老
晚
の
枯
淡
な
字
体
で
あ
り
、

い
ず
れ
が
前
後
す
る
か
俄
か
に
き
め
が
た
い
が
、
天
文
四
年
写
本
に
比
し
、
本
書
は
や
や
筆
端
の
乱
れ
が 

す

く

な

く

も

感
じ
ら
れ
、
わ
ず
か
遡
る
、

い
ず
れ
公
夏
晩
景
の
書
写
で
あ
ろ
ぅ
か
。
大
永
享
禄
か
ら
、

こ
の
天
文
に
至
る
間
の
事
か
。
橋 

本
公
夏
は
、
諸
家
伝
に
ょ
る
と
、
従
二
位
前
権
中
納
言
公
国
男
と
あ
り
、
実
は
権
中
納
言
実
久
(
清
水
谷
)
男
と
あ
る
。
享
徳
三
年
に
生
ま 

れ
、
長
享
三
年
(
三
十
六
才
)
権
中
納
言
、

延
徳
三
年
正
三
位
(
三
十
八
才
)
、

永

正

十

七

〔
七
ィ
〕
年

三

月

(
六
十
七
才
)

に
病
に
依
り
出 

家
し
、
「
法
名
反
阿
在
播
州
」
と
あ
る
。
本
書
の
墨
痕
も
出
家
後
、頹

齢
の
筆
跡
か
と
見
受
け
ら
れ
る
。

内

題

は

「
金

葉

和

歌

集

巻

第

一

十

)
」

と
あ
る
。
部
立
は
前
掲
諸
本
に
同
じ
く
「
春

部

•
夏
部
…
…
雑
部
下
」
と
あ
り
、

流
布
本 

に
多
見
す
る
「
春

歌

.
夏
歌
」
と
あ
る
に
相
違
す
る
。
総
歌
数
七
六
五
首
、
そ
の
内
訳
は
、
春
部
一
一
八
首
、
夏
部
八
三
首
、
秋
部
一
二 

九
首
、
冬
部
五
八
首
、
賀
部
三
十
首
、
別
離
部
一
七
首
、
恋
部
上
七
一
首
、
恋
部
下
九
九
首
、
雑
部
上
九
.一
首
、
雑
部
下
四
九
首
、
連
歌 

一
九
首
、
巻
末
歌
一
首
で
あ
る
。

こ
の
系
類
に
於
て
は
最
も
歌
数
の
多
い
伝
本
で
あ
る
。
従
来
、
正

宗

•
松
田
両
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る 

よ
う
に
、
本
書
は
、
此
の
系
類
の
中
で
は
「
独
自
の
系
統
を
立
て
得
る
本
文
」
(
松
田
氏
、
「金
葉
和
歌
集
の
研
究
」
)
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の 

は
、
右
の
歌
数
、
歌
員
の
異
同
か
ら
も
識
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
伝
烏
丸
光
広
本
系
諸
本
に
つ
い
て
は
宣
秀
本
と
対
比
し
て
み
て
き 

た
の
で
、
本
書
も
同
様
に
比
較
略
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
(
因
み
に
、
本
書
は
、
そ
の
後
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
に
移
り
、
古
典
叢
書
シ
リ 

1
ズ
の
一
部
と
し
て
翻
印
さ
れ
、
赤
羽
淑
氏
の
細
密
な
解
題
が
誌
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
)

ま
ず
、
宣
秀
本
と
の
歌
員
の
異
同
を
前
例
に
倣
っ
て
、
次
に
あ
げ
る
と
、
 

夏
部

藤
原
忠
季 八

七



八
八

と
も
し
す
と
山
は
し
つ
く
に
そ
ほ
ち
つ
、
お
の
へ
に
夜
を
も
あ
か
し
つ
る

哉

(
156
) 

ノ

次
(
本
書
ナ

シ

)

秋
部

源
俊
頼
朝
臣

帰
る
さ
は
あ
さ
せ
も
あ
ら
し
天
川
あ
か
ぬ
涙
に
水
し
ま
さ
ら
は
(
m
)

(宣
秀
本
欠
)

藤
原
行
家
朝
臣

河
霧
の
立
こ
め
つ
れ
は
た
か
せ
舟
分
行
さ

ほ

の

を

と

の

み

そ
す
る

(
256

)
(本
書
欠
)

紅
葉
の
心
を
よ
め
る 

藤
原
伊
家 

谷
川
に
し
か
ら
み
か
け
よ
龍
田
ひ
め
岑
の
も
み
ち
に
あ
ら
し
ふ
く
な
り
(
268
)

(
宣
秀
本
欠
)

冬
部

千
鳥
を
よ
め
る 

神
祇
伯
顕
仲

い

そ

ィ

風
さ
む
み
と
嶋
か
さ
き
を
漕
ゆ
け
は
夕
な
み
千
鳥
た
ち
ゐ
な
く
な
り
(289
)
(本
書
欠
)

百
首
歌
中
に
霜
を 

源
俊
頼
朝
臣 

住
吉
の
ち
き
の
か
た
そ
き
ゆ
き
も
あ
は
て
霜
を
き
ま
と
ふ
冬
は
き
に
け
り
初
(
400
)
(本
書
欠
)

賀
部

大
蔵
卿
匡
房

君
か
世
は
か
き
り
も
あ
ら
し
三
笠
山
峯
の
朝
日
の
さ
、
ぬ

か

き

り

は

(
846
)

(
宣
秀
本
欠
)

恋
部
下



摂
政
左
大
臣
家
に
て
恋
歌
よ
み
け
る
に 

藤

原
親
隆
朝
臣 

し
ほ
た
る
、
伊

せ

お

の

あ

ま

の

袖

た

に

も

ほ

す

な

る

ひ

ま

は

あ

り

と

こ

そ

き

け

(
470
) 

ノ

次

(
宣
秀
本
欠
)

物
思
ひ
侍
け
る
比
月

の

あ

か

、
り
け
る
夜
あ
か
さ
り

し
面
影
つ
ね

よ

り

も

た

へ

か

た

う

て

よ

め

る

橘
俊
宗
女 

つ

れ

く

と

思
ひ

そ

出

る

見

し

人

を

あ

か

て

い

く

月

な

か

め

し

つ

ら

ん

(
494
)

(
宣
秀
本
欠
)

俊
忠
卿
家
に
て
恋
歌
十
首
人
く
よ
み
け
る
に
お
と
し
め
て
あ
は
す
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る 

あ
や
し
き
も
う
れ
し
か
り
け
り
お
と
し
む
る
そ
の
こ
と
の
は
に
か
、
る

と

思

へ

は

(
550
)

(
宣
秀
本
欠
)

雑
部
上

山
寺
に
月
の
あ
か
、
り
け
る
夜
経
の
た
う
と
き
を
聞
て
涙
の
お
ち
け
れ
は
よ
め
る 

平
康
定
女 

い
か
て
か
は
た
も
と
に
月
の
や
と
ら
ま
し
ひ
か
り
待
け
る
な
み
た
な
ら
す
は
(
512
)

(
宣
秀
本
欠
)

皇
后
宮
美
濃

よ

な

'
'
^
は

ま

と

ろ

ま

て

の

み

有

明

の

つ

き

せ

す

物

を

お

も

ふ

こ

ろ

か

な

(
621
)

(
宣
秀
本
欠
)

返
し 

賀
茂
成
助 

住
吉
の
ま
つ
か

ひ

あ

り

て

今

日

よ

り

は

な

に

は

の

事

も

し

ら

す

は

か

り

そ

(
630
)

(
宣
秀
本
欠
)

雑
部
下

返
し

世

継

-一
ハ
此膪

答
相
違
シ
タ
リ

虫
の

音

は

こ

の

秋

し

も

そ

鳴

ま

さ

る

わ

か

れ

ち

と

を

く

な

る

心

ち

し

て

(
648
)

(
宣
秀
本
欠
) 

龍
女
成
仏
を
よ
め
る

知
信
朝
臣

勝
紹
〔超
〕
法
師 

八
九



九
〇

わ
た
つ
海
の
底
の
み
く
つ
と
み
し
物
を
い
か
て
か
空
の
月
と
み
る
ら
む
(679
)
(本
書
欠
)

極
楽
を
お
も
ふ
と
い
へ
る
こ
と
を 

源
師
俊
朝
臣 

四
方
の
海
の
波
に
た
、
よ
ふ
み
く
つ
を
も
な
、

へ
の
網
に
ひ
き
な
も
ら
し
そ
(
686
)

(
宣
秀
本
欠
)

(
(
)
圏
内
は
国
歌
大
観
番
号
。) 

で
あ
る
。
本
書
に
存
し
て
宣
秀
本
に
闕
く
歌
十
一
首
、
宣
秀
本
に
存
し
本
書
に
闕
く
歌
五
首
と
な
る
。

つ
ゾ
い
て
、
両
書
の
歌
順
に
つ
い
て
み
る
と
、

春
部

B

春
従
東
来
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

こ
ろ
も
(
宣

) 

立

(
宣

) 

ん
(
宣

)

み
ち
の
く
の
衣
の
関
を
け
さ
た
ち
て
い
つ
の
ま
に
か
は
春
の
き
つ
ら
む
初
(
2
)

覚
雅
法
師

夂

宣

)

ら

む

(
宣

〕

前
斎
宮
内
侍

太
宰
大
武
長
実

百

首

•
歌
の
中
に
は
つ
春
の
心
を
人
に
か
は
り
て
よ
め
る 

春
の
く
る
夜
の
ま
の
風
の
い
か
な
れ
は
け
さ
吹
に
し
も
氷
と
く
覧

は
つ
春
の
心
を
よ
め
る

C 

立

(
S

い
つ
し
か
と
春
の
し
る
へ
に
た
つ
物
は
あ
し
た
の
原
の
霞
な
り
け
り
(
6
)
(
右
本
文
ハ
公
夏
本
.
傍
註
は
宣
秀
本
) 

宣

秀

本

は

初
(

2

)
 • 

(

6

)
 

. 

(

5

)

の
順
で
あ
る
。

㈡
山
さ
く
ら
さ
き
そ
め
し
よ
り
久
方
の
雲
ゐ
に
み
ゆ
る
滝
の
白
い
と
(
M
)

詞

書

ナ

シ

(
宣

)

遠
見
山
花
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

は
つ
(
宣

) 

天
(宣
)

河
(宣
)

立
(宣
)

初
せ
山
雲
ゐ
に
花
の
さ
き
ぬ
れ
は
あ
ま
の
川
な
み
た
つ
か
と
そ
み
る
(
52
)

源
俊
賴
朝
臣

大
蔵
卿
匡
房



遙
見
山
花
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
(宣
)

よ

し

(
宣

)

み

ね

(
宣

) 

な

り

(
宣

) 

ノ

、
- 

/

吉

野

山

峯

に

た

な

ひ

く

白

雲

と

み

ゆ

る

は

花

の

こ

す

系

成

け

り

(
58

)
(右
同
}

宣

秀

本
(
50
) 

(53
) 

(
52

)
の
順
で
あ
る
。

㈢

三
月
尽
の
心
を
よ
め
る

み

ち

(
宣

) 

時

鳥

(宣
)

春
の
行
道
に
き
む
か
へ
ほ
と
、
き

す

か

た

ら

ふ

こ袅

に

立

や

と

ま

る

と

(W

)

心

(
宣

) 

も

(
宣

) 

哉

(
宣

)

の
こ
り
な
く
暮
行
春
を
お
し
む
と
て
こ
、
ろ

を

さ

へ

に

つ

く

し

つ

る

か

な

(
95
)

三
月
尽
に
よ
す
る
恋
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

ナ

シ

(
宣

) 

今

日

(
宣

)

春
は
お
し
人
は
こ

よ

ひ
と
た
の
む
れ
は
思
ひ
わ
つ
ら
ふ
け
ふ
の
暮
か
な
(
96

)

重
服
に
侍
け
る
年
一
一
1月
尽
の
日
け
ふ
の
く
る
、
は

い

か

、
思
ふ
と
4

と
つ
れ
た
る
人
の
返
事
に
つ
か

- ^
し
け
る

藤
原
顕
輔
朝
臣

た

ち

(
宣

) 

か

り

け

り

ィ

(
宣

傍

記

)

思
ひ
や
れ
め
く
り
あ
ふ
へ
き
春
た
に
も
立
わ
か
る
、
は

か

な

し

き

物

を

(
97

)

摂
政
左
大
臣
家
に
て
人
く
に
三
月
尽
の
心
よ
ま
せ
令
け
る
に
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣

み

(
宣

) 

比

(
宣

) 

む

(
宣

) 

.

か

へ

る

春

卯

月

い

み

に

さ

し

こ

め
て
し
は
し
御
あ
れ
の
こ
ろ
ま
て
も
み
ん(

S
)

(
右

同

)

宣
秀
本

、

(
5 

(
抑
)
(
5 

(
抑
)
(

5

の
順
序
で
あ
る
。

九

一

藤
原
忠
隆

大
僧
都
勝
観

中
納
言
雅
定 

内
大
臣



N

河

(
宣

) 

い

ふ

(
宣

)

宇
治

#-
太

政

大

臣

大

井

.
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
水
辺
紅
葉
と
ぃ
へ
る
こ
と
を
ょ
め
る

大

井

河

(
宣

) 

浪

(
宣

) 

岸
(宣
)

紅
葉
(宣
)

お
ほ
ゐ
川
岩
波
た
か
し
筏
士
ょ
岑
の
も
み
ち
に
あ
か
ら
め
な
せ
そ 

••••♦
 

♦.•♦♦

太
(宣
)

ナ
シ
(宣
)

 

ナ

シ

(
宣

)

太
皇
大
后
宮
の
扇
合
に
人
に
か
は
り
て
紅
葉
の
心
を
よ
め
る

(261
)

音
羽
(宣
)

も
み
ち
(宣
)

あ

ふ

(
宣

)

小
(宣
)

錦
(宣
)

を
と
は
山
紅
葉
ち
る
ら
し
相
坂
の
関
の
を
川
に
に
し
き
を
り

か

く 

(
262
)

(
右

同

)

•
•
•
•

■
 

♦
 

♦

宣
秀
本
は
、
経
信
歌
か
ら
十
三
首
隔
て
、
あ
る
、

詞

書

ナ

シ

(
宣

)

九
月
尽
に
大
井
に
ま
か
り
て
よ
め
る

も
み
ち
(宣
)

散
(宣
)

お
し
め
と
も
四
方
の
紅
葉
は
ち
り
は
て
、
と

な

せ

そ

秋

の

と

ま

り

な

り

け

る

(
273
)

(
右
同
) 

♦
 

♦

•

•

の
歌
が
経
信
歌
に
続
く
。
即

ち

(
M
) 

(
273
) 

(
262
)

の
順
序
と
な
っ
て
い
る
。

大
納
言
経
信

源
俊
頼
朝
臣

春
宮
大
夫
公
実

朝

臣

(
宣

)

冬
部

㈤

雪
中
應
狩
を
よ
め
る 

源

道

済

'
‘

な

ほ

(
宣

) 

上

羽

(
宣

)

ぬ

れ

く

も

猶

か

り

ゆ

か

む

は

し

應

の

ぅ

は

毛

の

雪

を

ぅ

ち

は

ら

ひ

つ

、

(
800
)

•

•

♦

•

詞

書

ナ

シ

(
宣

)

鹰

狩
の
心
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣

鷹

(
宣

) 

さ

わ

(
官
一
)
か

け

(
宣

) 

か

へ

(
宣

)

は
し
た
か
を
と
，
か
ふ
沢
に
影
み
れ
は
我
身
も
と
も
に
と
や

帰

り

せ

り

(
801
)

(右
同
)

• 

• 

• 

■ 

•

宣
秀
本
は
、
道
済
歌
か
ら
四
首
隔
て
、
あ
る
、

題
不
知 

源
俊
賴
朝
臣



梯
(宣
) 

梢
(
宣
)

雪

ふ

れ

は

谷

の

か

け

橋

ぅ

つ

も

れ

て

こ

す

系

そ

冬

の

山

ち

な

り

け

る

(

804) 
ノ

次

(
右
同
)

の
歌
が
道
済
歌
に
続
き
、

更

に

(

301)

「
は
し
た
か
を
」
が

(

804)
 ノ

次

「
雪
ふ
れ
は
」
と
入
れ
替
わ
る
。 

ノ

次

(

B02) 
(

303)
 
(
304)
 
(
301)

の
順
序
で
あ
る
。

^

冬
月
宿
水
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

心
(宣
)

谷

：：̂
に
む
す
ふ
水
の
下
に
さ
へ
こ

、

ろ

ふ

か

く

も

や

と

る

月

か

な

(

812) 
ノ
次
.

桂
(宣
) 

山
里
(宣
)

ナ
シ
絵
(宣
)

家
経
朝
臣
4

つ
ら
の
家
の
障
子
の
袅
に
神
楽
し
た
る
所
を
よ
め
る

fi(宣
)

榊

葉

や

た

ち

ま

ふ

袖

の

を

ひ

風

に

な

ひ

か

ぬ

神

は

あ

ら

し

と

そ

思

(

814)

冬
月
を
よ
め
る

ね

c

宣
) 

ぃ
つ

s
a

あ

ら

ち

山

雪

ふ

り

つ

も

る

高

根

よ

り

さ

え

て

も

出

る

よ

は

の

月

哉

(

313)

ナ
シ
(
宣
)

神
楽
の
心
を
よ
め
る

み

C
S
 

し

も

(

宣

)

*

は

(

宣

)

神
か
き

の

御

室

の

山

に

霜

ふ

れ

は

ゆ

ふ

し

て

か

け

ぬ

さ

か

き

葉

そ

な

き

(

315)

神
楽
の
心
を
よ
め
る
(
宣
)

あ
さ
く
ら
(
宣
) 

天
(宣
) 

ら
む
(
宣
)

朝
倉
の
こ
^

こ

そ

空

に

き

こ

え

け

れ

あ

ま

の

岩

戸

を

今

や

あ

く

覧

(

815) 
ノ
次
.
初

(

431)
(
右
同
)

♦

•

•

♦

 

♦

宣

秀

本

は

初

(

427)
 
(

318)
初

(

431) 
(

314) 
(

815)

の
順
序
と
な
っ
て
い
る
。

恋
部
下

〔
よ
み
人
し
ら
す
〕

あ

し

ひ

き(
宣
) 

ふ
(
宣
) 

な
り
(宣
)

的
足
曳
の

^-の
ま
に
*
^
た

ぅ

れ

た

る

か

ら

き

は

ひ

と

り

ふ

せ

る

成

け

り

(

524)

W 
§

平
実
重
 

康
資
王
母
 

源
雅
光
 

皇
后
宮
権
大
夫
師
時

藤
原
致
時



九
四

_

 

贝

宣

) 

見
(
宣
)

津
の
国
の
ま
ろ
や
は
人
を
あ
く
た
河
君
こ
そ
つ
ら
き
せ
、
は

み

え

し

か

(

525)

(
右
同
)

•

•

宣
秀
本
は
、
「
足
曳
の
」

の
次
に
三
首
隔
て
、
あ
る
、

み
く
ま
の
に
(
宣
) 

青
(宣
)

御

か

り

の

、
駒
の
つ
ま
つ
く
あ
を
つ
、
ら

君

こ

そ

ま

ろ

か

ほ

た

し

な

り

け

れ

(

528)

(
右
同
)

が
続
く
。
即

ち

(

524)
 

(
528)
 

(
525)

の
順
序
で
あ
る
ハ

〔
よ
み
人
し
ら
す
〕

身
と
は
(
宣
)

^

あ
ふ
こ
な
き
物
と
し
る

に
(
宣
) 

き
(宣
)

な

に

し

か

は

な

け

木

を

山

と

こ

り

は

つ

む

覧

(
跏
)

き
(宣

}

は
か
る
め
る
こ
と
の
よ
き
の
み
お
ほ
か
れ
は
ぅ
ら
な
け
木
を
は
こ
る
に
や
有
ら
ん
(

532)

(
右
同
) 

宣
秀
本
は
、
「
あ
ふ
こ
な
き
」

の
次
に
八
首
隔
て
た
、

か
け
(宣
)
忘
(
宣
)

う

と

ま

し

や
木
の
下
陰
の
わ
す
れ
水
い
く

ら

の

人
の
か

け

を

み

る

ら

む
(
531
)

に
続
く
。
即

ち

(

530)
 

(
581)
 

(
582)

の
順
序
で
あ
る
。

雑
部
下

〔
詞
書
省
略
〕

ふ
ね
(
宣
)

g

た
て
か
る
舟
の
す
く
る
な
り
け
り

こ
れ
(
宣
)

是
を
連

歌

に

き

、
な
し
て

あ
さ
(
宣
) 

音
(
宣
)

朝
ま
た
き
か
ら
ろ
の
を
と
の
き
こ
ゆ
る
は

§

源
頼
光
朝
臣

さ
か
み
の
は
宣
)

相
模
母



〔
詞

書

省

略

〕

く
さ
(宣
)

ひ

く

に

は

つ

よ

き

す

ま

ひ

草

か

な

て
(
宣
) 

は
な
(
宣
)

と

る

手

に

は

は

か

な

く

ぅ

つ

る

花

な

れ

と

(
705)

〔詞
書
省
略
〕

な
り
(
宣
)

雨

ふ

れ

は

き

し

も

し

と

、

に

成

に

け

り

か

さ

、

き

な

ら

は

か

、

ら

ま

し

や

は

(
706)

S
書
省
略
〕

ふ
(
宣
) 

は
(
宣
) 

と
り
(
宣
)

あ

ら

う

と

み

れ

と

く

ろ

き

鳥

か

な

え
(宣
】 

夜
(
宣
)

さ

も

こ

そ

は

す

み

の

江

な

ら

め

よ

と

、

も

に

(

708)

t：詞
書
省
略
〕

よ

る

を

と

す

な

り

た

き

の

し

ら

い

と

か
へ
(
宣
)

く

り

返
し
ひ

る

も

わ

く

と

は

み

ゆ

れ

と

も

(709)
 

S
書
省
略
〕

よ

み

ひ

と

し

ら

す

よ
み
人
し
ら
す
(宣
)

よ
み
人
し
ら
す
(
宣
)

あ
る
も
の
-1(宣
)

頼
算
法
師

よ

み

人

し

ら

す

よ
み
人
し
ら
す
(
宣
)

ナ
シ
(
宣
)

前
律
師
慶
暹

九
五



む
め
(宣
)

か
さ
(宣
)

梅
の
は
な
笠
き
た
る
み
の
む
し
 

〔
詞
書
省
略
〕

あ
め
(宣
)

か
せ
(宣
)

 

お
も
(
宣
)
む
(
宣
)

雨

よ

り

は

風

ふ

く

な

と

や

思

ふ

ら

ん

(
m
) 

〔
詞
書
省
略
〕

お

く

な

る

を

も

や

は

し

ら

と

は

い

ふ

見

わ

た

せ

は

ぅ

ち

に

も

と

を

は

た

て

、

け

り(
710)

は
な
(
宣
)

花

く

き

は

ち

る

て

^

こ

と

そ

な

か

り

け

る

九
六

ま
へ
な
る
わ
ら
は
(
宣
)

な
り
み
つ
成
光
(
宣
)

成
光

観
暹
法
師

よ
み
人
し
ら
す

ゆ
ふ
し
て
(
宣
)

前
太
政
大
臣
家
木
綿
四
手

か
せ
(宣
)

風
の
ま
に

.ぅ

て

は

な

り

け

り

(

704)

(
右
同
)

宣

秀

本

は

(
708)
 

(
g
)

 
(

705)
 
(
706)
 (
5
 (
109)
 (
■
)
 
(

710)

の

順

序

で

あ

る

。

と

以
上
の
如
く
で
あ

る

。
両

本

に

於

け

る

歌
員
の
異
同
、
歌
順
の
相
違
か
ら
、
本
書
は
宣
秀
本
系
と
は
明
ら
か
に
別
系
統
に
あ

る

も

の

 

で

あ

る

と
共
に
、
前

述

し

た

園

林

•
岡
田
本
系
と
も

相
異
な
る
処
に
位
置
す
る
こ

と

が
判
る
の
で
あ

る

が

、

こ

れ

に依
っ
て
現
在
ま
で
の
 

と
こ
ろ
、

こ
の
所
謂
続
群
書
類
従
初
度
本
系
の
部
類
は
、

ほ
ぼ
此
の
三
系
統
が
並
列
し
て
い
る
こ

と

が

識
ら
れ
る
の
で
あ

る

。

即
ち
、 

㈠
伝

烏

丸

光

広

筆

本

•
押

小

路

家

旧

蔵

本

.
園

林

本

•
岡
田
本
、
㈡
中

御

門

宣

秀

本

•
続
類
従
本
、
㈢
橋
本
公
夏
筆
の
ニ
本
で
あ

る

。

扨

、
右

に

宣

秀

本

•
公
夏
本
の
歌
の
排
列
順
序
を
わ
ざ
わ
ざ
煩
瑣
に
掲
出
し
た
の
で
あ
る
が
、

一
見
し
て
わ
か
る
よ
ぅ
に
、
本
書
は
宣



秀
本
に
較
べ
て
歌
順
は
更
に
整
理
さ
れ
た
形
で
あ
る
こ
と
は
、

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
就
い
て
縷
述
す
る
ま
で
も
な
く
明
瞭
で
あ
る
。
例
 

え
ば
.、
詞

書

の

有

無

•
異
同
に
つ
い
て
両
本
と
比
較
し
て
み
て
も
、
其
処
に
は
、
尠
く
と
も
宣
秀
本
の
歌
順
を
本
書
の
そ
れ
に
改
変
す
る
 

意
図
の
許
に
、
撰
者
が
新
た
に
試
み
た
統
一
的
意
向
が
働
い
て
い
る
よ
ぅ
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、

こ
れ
と
は
反
対
の
場
合
は
 

右
例
か
ら
想
定
す
る
の
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
併

し

、

こ
の
推
定
も
主
観
に
立
脚
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
云
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、

こ
れ
と
は
別
に
、

こ
の
両
本
の
異
同
を
あ
げ
た
歌
尾
に
附
し
て
お
い
た
国
歌
大
観
の
番
号
で
あ
る
が
、

こ
の
番
号
の
歌
順
は
ほ

 

ぽ
流
布
本
系

(
正
保
S

の
歌
順
と
み
て
差
し
つ
か
え
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
、

所
謂
二
度
本
、

こ
の
部
類
の
次
の
撰
集
過
程
と
考
 

え
ら
れ
る
諸
本
の
歌
順
と
一
応
は
設
定
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
掲
出
し
た
両
本
の
歌
順
の
番
号
を
見
る
に
、
連
歌
の
部
、
ほ
か
 
一
*
一
例
を
除
き
、
本
書
は
大
略
国
歌
大
観
番
号
の
順
序
を
 

追
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
宣
秀
本
の
そ
れ
は
、
か
な
り
不
順
な
現
象
を
示
し
て
い
る
の
は
前
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
本
書
の
場
合
を

㈠の
 

例
か
ら
み
て
ゆ

く

と
、
問
題
に
な
る
の
は
、

㈡
の

例

、

(
50)
 (

52) 
(

58-)
の
順
序
で
あ
る
が
、
(

51)
の
内
大
臣
歌
「
散
ら
ぬ
ま
は
……

」 

は
こ
の
系
類
す
ベ
て
(

40)

の
経
忠
歌
「
こ
の
春
は
…
…
」

の
次
に
あ
り
、
流
布
本
に
於
て
も
八
代
集
抄
は
じ
め
諸
本
過
半
が
こ
の
順
序
 

で
あ
る
。
次
に

㈥
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
初
(

42T) 
(

B14) 
(

313) 
(

315)

初

(
481)

の

順

と

な

り

、
(314) 
(

318)
と
逆
に
な
っ
て
い
る
の
 

に

対

し

、

宣

秀

本

は

初

(
427)
 (

818)

初

(
431)
 
(
314) 
(

815)
と
寧
ろ
歌
順
は
国
歌
大
観
の
そ
れ
に
近
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
流
布
本
系
数
 

十
本
中
、

こ
の
歌
順
は
相
半
ば
し
て
絶
え
ず
流
動
す
る
様
相
を
示
し
て
い
る
の
で
、
国
歌
大
観
の
歌
順
は
そ
の
ま
ま
流
布
本
系
の
歌
順
を
 

示
す
も

の

と

は
考

え

ら

れ

な

い

。

次

の

^

の

例

も

、

(

530)
 
(
582)

と

な

る

に

対

し

宣

秀

本

は

(
530)
 (

531)
 
(
532)
と

順
序
を
追
っ
て
い
る
の
 

で
あ
る
が
、

こ

の

(

531)

の
歌
は
流
布
本
系
過
半
が
こ
れ
を
欠
い
て
お
り
、
版
本
系
に
属
す
る
も
の
に
存
し
て
、

こ
の
順
序
と
な
っ
て
い
 

る

。

恐

ら

く

こ

れ

も流
布
本
過
程
の
切

継
に
於
け
る
浮
動
的
な
歌
で
あ
っ
た
が

故
に
歌
順
の
混
乱
を
招
い
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
が

、

本
書

九
七



九
八

で

(

5S9)

の

「
ぬ
す
人
と
」

の
次
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
場
合
、
明
確
に
説
明
し
得
な
い
異
現
象
を
示
し
て
い
る
こ

と

と
な
る
。

最
後
に
連
歌
の
処
で
あ
る
が
、
本

書

は

(

703) 
(

T05) 
(

106)
 
(
708)
 
(
709)
 
(
m)
 
(
710) 
(

704)

の

順

序

で

あ

り

、

宣

秀

本

は

：
(

708)
 (

704)
 

(

105)
 
(

M) 
(

m) 
(
■
)
 
(

m) 
(

710)
と
排
列
さ
れ
、

判
然
と
国
歌
大
観
の
順
序
に
近
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
流
布
本
系
伝
存
 

諸
本
を
検
す
る
に
、
本
書
の
歌
順
を
示
す
も
の
は
い
ま
だ
管
見
に
入
ら
ぬ
。
寧
ろ
宣
秀
本
の
か
た
ち
を
と
る
も
の
が
、
か
な
り
の
数
に
の
 

ぼ
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
そ
の
場
合
、
殆

ど

が

(

m)

の
連
歌
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
(
■
)
の
連
歌
は
二
度
本
に
あ
 

っ
て
は
棄
却
さ
れ
て
ゆ
く
運
命
に
あ
っ
た
と
も
云
え
な
く
な
い
。
従
っ
て
一
応
こ
の
連
歌
を
除
い
て
考
え
る
と
、
宣

秀

本

の

(

m) 
(

709)
 

(

M)

Tlo)

の
歌
順
は
伝
存
諸
本
の
中
多
く
散
見
す
る
が
、

こ
の
ほ
か
に
も
(

708) 
(

m) 
(

709) 
(

110)
や

(
爾
)
(

T09) 
(

707)
 
(
710)

な

 

ど
の
排
列
も
ま
ま
散
点
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

又
、

連
歌
の
部
の
歌
順
は
諸
本
甚
だ
し
く
異
同
を
示
し
て
い
て
、

特

に

こ

の

(

TOT)
〜
 

(

709)
等
の
連
歌
の
順
序
は
屢
々
流
動
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
書
の
よ
う
な
排
列
も
或
い
は
、

こ
の
浮
動
性
の
一
端
を
 

語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
撰
者
自
身
に
も
確
た
る
基
準
を
其
処
に
表
出
す
る
意
義
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
迷
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

い
 

ず
れ
に
せ
よ
、
四
季
の
和
歌
に
於
け
る
ほ
ど
に
は
、

こ
の
連
歌
の
排
列
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
特
に
重
視
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
 

ろ
う
か
。
と
も
か
く
も
本
書
は
こ
の
 
一
•
ニ
例
を
除
き
国
歌
大
観
の
歌
順
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
 
一
•
ニ
例
も
右
の
如
く
或
る
程
 

度
は
説
明
の
つ
く
不
順
現
象
で
あ
る
。
ま
た
国
歌
大
観
収
録
の
金
葉
和
歌
集
は
正
保
版
系
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
お
け
ば
ー
勿
論
 

必
ず
し
も
流
布
本
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
—
流
布
本
の
前
段
階
に
あ
る
所
謂
群
書
類
従
本
系
の
諸
本
の
中
で
は
、
歌
順
と
 

い
う
撰
集
形
態
の
上
か
ら
み
れ
ば
、
本
書
は
流
布
本
に
よ
り
近
い
形
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
当
然
の
事
な
が
ら
宣
秀
本
は
、
形
 

態
上
本
書
よ
り
前
の
撰
集
過
程
に
あ
る
こ
と
が
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
贅
言
す
れ
ば
宣
秀
本
系
が
更
に
整
理
さ
れ
統
一
さ
れ
て
ゆ
 

く
途
路
に
本
書
の
如
き
形
態
が
あ
っ
た
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



さ
て
、

こ
の
形
態
よ
り
、
こ
の
部
類
の
諸
本
に
つ
い
て
一
応
総
括
す
る
と
、
宣

秀

本

•
続
類
従
本
は
同
系
で
あ
る
の
で
問
題
は
な
い
が
、 

伝
光
広
本
•
押
小
路
家
本
•
園

林

本

•
岡
田
本
系
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
宣
秀
本
と
の
比
較
の
な
か
で
述
べ
た
如
く
、
わ
ず
か
一
箇
処
歌
 

順
の
相

ji埋
を
見
出
す
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
—

こ
の
一
箇
処
に
限
り
宣
秀
本
は
公
夏
本
と
一
致
す
る
の
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
り
ー
そ
の
点
 

宣
秀
本
に
近
似
す
る
.こ
と
と
な
っ
て
、

こ
の
両
系
は
本
書
と
相
対
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
形
態
上
よ
り
み
れ
ば

㈠伝
光
広
本
. 

押
小
路
本
•
園

林

本

•
岡
田
本
、

㈡宣

秀

本

•
続
類
従
本
は
、
尠
く
と
も

㈢
の
公
夏
筆
両
本
の
撰
集
形
態
以
前
の
一
形
態
を
示
す
も
の
と
 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

㈠
•

㈡
の
系
統
の
前
後
に
つ
い
て
は
、
僅
か
一
例
か
ら
判
断
し
得
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
諸
本
に
於
け
 

る
歌
員
の
異
同
を
総
括
し
な
が
ら
併
せ
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
、
公
夏
本
•
宣
秀
本
両
本
の
比
較
の
場
を
借
り
て
、
歌
順
と
い
ぅ
形
態
面
か
ら
諸
本
を
概
括
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
三
系
統
の
 

歌
員
の
相
違
も

さ

る

こ
と
な
が
ら
、
本
文
自
体
の
異
同
と
い
ぅ
点
よ
り
み
て
も
、
比
較
的
で
は
あ
る
が
、
本
書
は

㈠
•

㈡
の
系
統
と
対
立
 

す
る
関
係
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
稿
に
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

〇

正
宗
文
庫
旧
蔵
天
文
四
年
橋
本
公
夏
筆
本

綴
葉
装
一
冊
。
梨
地
花
卉
文
様
裂
表
紙
、
竪
ニ
十
四
•
五
®
、
横
十
六
樞
。
見
返
し
金
銀
箔
散
ら
し
。
料
紙
は
厚
手
楮
紙
、
両
面
書
。 

字
面
高
サ
約
二
十
ニ
極
。
題
簽
、
表
紙
左
肩
、
短
冊
型
白
紙
に
「
金
葉
和
謌
集
全
部
」
と
墨
書
す
る
。
内

題

は

「
金
葉
和
歌
集
巻
第
一
 

(
〜
十
)
」
と

あ
り
、
毎
半
葉

八行
乃
至
九
行
に
三
•
四

首
が書
か
れ
て

い
る
。墨
付
百
三
十
五
葉
、
白
紙
が
前
後
に
一
葉
ず
つ

あ
る
。
本
 

書
は
奥
書
を
も
つ
。
即
ち

此
集
令
付
属
書
写
山
寺
住
侣
実
祐

\

已
講
之
所
如
件
\
于
時
天
文
四
年
初
陽
上
浣
候
/
入
道
前
中
納
言
藤
臣

¢ 1こ

花
押

九
九



一
〇
〇

と
あ
る
。
第

一

葉

(
白
紙
)

に
琴
山
の
極
札
が
貼
付
さ
れ
、
そ

れ

に

「
金

葉

集

橋

本

殿

公

夏

卿

M
御
名
判
琴
山
印
」
と
あ
る
。
橋
本
 

公
夏
卿

晚歳
の
筆
写
本
で
あ
る
。
諸

家

伝

に

「
法
名
反
阿
在
播
州
」
と
あ
る
よ
ぅ
に
、
永
正
十
七
年
(
六
十
八
歳
)
出
家
し
、
播
州
に
居
を
 

卜
し
た
公
夏
が
、
か
の
地
の
書
写
山
住
侣
実
祐
に
書
写
し
て
与
え
た
も
の
か
。
筆
体
は
前
書
に
く
ら
べ
更
に
枯
淡
な
風
格
を
お
び
る
。

本
書
は
前
書
と
極
め
て
類
似
し
、
恐
ら
く
は
前
書
に
拠
っ
て
派
生
し
た
一
本
か
と
思
わ
れ
る
が
、
次
の
ニ
首
を
欠
く
ほ
か
、
多
少
の
本
 

文
異
同
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
間
の
事
情
は
猶
憶
測
し
難
い
。
ま
ず
、
そ
の
ニ
首
は

源
俊
頼
朝
臣

時
鳥
こ
灸
ま
ち
つ
け
て
き
く
ほ
と
や
人
に
我
身
の
ぅ
ら
や
ま
る
ら
む
(
夏
部
)

石
山
に
ま
い
り
け
る
に
大
津
に
と
ま
り
て
夜
ふ
け
て
き
、
け
れ
は
人
の
け
は
ひ
あ
ま
た
し
て
の
、
し
り
け
る
を
 

尋
ね
け
れ
は
あ
や
し
の
し
つ
の
め
か
よ
ね
し
ら
け
侍
る
な
り
と
申
け
る
を
き
、
て
よ
め
る
 

和
泉
式
部
 

驚
の
ゐ
る
松
原
い
か
に
さ
は
く
覧
し
ら
け
は
う
た
て
里
と
よ
み
け
り
(
雑
部
上
)

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
詞

書

•
歌

•
作
者
名
等
に
若
干
の
相
違
を
見
出
す
。
歌

•
作
者
名
の
著
し
い
異
同
を
例
示
し
て
お
く
。
ま
ず
歌
 

句
の
そ
れ
は

無
奥
書
本

(

W)
 

の
こ
せ
そ
と
思
 

(

65) 

い
く
ゐ
に
い
と
、
 

(

140)

我

身

の

ぅ

き

を

 

(

158)

ひ

と

つ

木

す

^

を

本

書

 

の
こ
せ
と
そ
思
 

ゐ
く
ひ
に
い
と
、
 

我
身
の
ぅ
き
に
 

ひ
と
つ
木
す
^
に



(

236)

さ

ほ

鹿

の

群

 

(

216)

ふ
.か
く
な
り
け
る
 

(

296)

た

る

ひ

す

か

れ

り

 

(

863) 

く
は
て
、

(

384)

逢

事

は

 

(

395)

す

さ

み

成

と

も

 

(

.453)

恋

わ

ひ

ぬ

 

(

662)

世

の

う

き

雲

そ

 

(
卿
)

秋
の
よ
の
月

さ
ほ
鹿
の
声
 

ふ
か
く
な
り
行
 

た
る
み
す
か
れ
り
 

く
ち
は
て
、

逢
事
を

す
さ
ひ
な
り
と

も

 

恋
わ
ひ
て
 

世
は
う
き
雲
そ
 

山
の
は
の
月

等
の
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

作
者
名
の
場
合
を
み
る
と
前
書
(

100)
藤
原
盛
房
を
藤
原
盛
方
と
し
、

初

(

324)
藤
原
季
孝
を
藤
原
季
房
 

(
初
度
本
は
重
孝
)
と

し

て

い
る
の
が
見
出
さ
れ
る
。

詞
書
に

も

歌
句
程
度
の
異
同
箇
処
が
散
見
さ
れ
る
が
、

一
*

一
例
を
あ
げ
る
と
、

(

253)

の

詞

書

「
野
草
留
人
」
が

本

書

で

は

「
野
花
留
人
」
と
な
る
の
や
、
(

508)

の

「
世
に
あ
ら
ん
か
き
り
は
忘
れ
し
と
」
が

「
世
に
あ
 

ら
ん
ほ
と
は
忘
れ
し
と
」
な
ど
が
目
に
つ
く
。
特
に
、
後
者
の
場
合
、
校
合
す
る
イ
本
は
前
書
の
本
文
で
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、 

歌
順
に
も
わ
ず
か
ー
筒
処
に
す
ぎ
な
い
が
相
違
す
る
処
が
あ
る
。
即
ち

〔
読
人
不
知
〕

近
江
に
か
あ
り
.と
い
ふ
な
る
か
れ
ゐ
山
君
は
こ
え
け
り
人
と
ね
く
さ
し
(

585) 

逢
事
は
な
か
ら
ふ
る
屋
の
板
し
と
み
さ
す
か
に
か
け
て
年
の
へ
ぬ
ら
む
(

5BT)



1

〇
ニ

が
本
書
で
は
逆
に
(

537)
 
(
585)

の
順
序
と
な
っ
て
い
る
。

前
に
歌
順
に
つ
い
て
諸
本
一
括
し
て
述
べ
た
が
、

こ
の
歌
順
は
本
書
の
み
 

で

あ

る

。
流
布
本
中
に
も
い
ま
だ
管
見
に
入
ら
ぬ
。
天
理
図
書
館
蔵
一
本
に
(

536)
 
(
537)

(

碰)
(

535)
、

京
大
図
書
館
蔵
一
本
に
(

536)

(
535)
(
腳
)
(

587)

の
順
序
が
見
出
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
本
書
が
前
者
の
正
確
な
転
写
本
で
は
な
い
こ
 

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
除
く
と
、
本

文

•
歌
順
な
ど
共
に
余
り
に
も
類
似
し
、
ま
た
、
同
一
筆
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
思
い
合
わ
 

せ

る

と
、
本
書
は
前
書
と
は
全
く
の
別
本
に
よ
っ
て
筆
写
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
両
本
の
間
に
は
や
は
り
親
近
な
関
連
が
想
定
 

さ
れ
、
或
は
前
書
の
筆
写
後
、

こ
れ
に
よ
る
別
の
転
写
本
な
り
、
公
夏
自
身
の
校
訂
な
ど
加
味
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
派
生
し
た
一
本
か
と
 

も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
已
講
之
所
如
件
」
な
ど
奥
に
誌
す
も
這
般
の
事
情
を
指
す
も
の
か
。

そ
の
ほ
か
、
両
本
の
相
違
の
概
略
を
示
す
と
、

前
書
に
見
え
た
、

(

648)

の
歌
に
附
す
傍
注
「
世
継
ニ
ハ
此
贈
答
相
違
シ
タ
リ
」
な
ど
 

は
な
く
、
ま
た
作
者
名
の
許
に
細
記
し
た
作
者
の
出
自
な
ど
は
、

わ
ず
か
数
例
を
そ
の
ま
ま
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

即

ち

(

W)
【
新
 

院
御
製
鳥
羽
」
(
3 2)
「
太
政
大
臣
雅
」
(

446)
「前
太
政
大
臣
家
安
芸
橘

S

7K女
」

(

585)

「前
斉
宮
内
侍
永
縁
妹
也
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
 

た
表
記
に
於
け
る
漢
字
•
仮
名
、
或
い
は
仮
名
遣
い
の
相
違
な
ど
は
当
然
見
出
さ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
両
書
は
同
一
本
系
 

と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

註
一
、
松
田
武
夫
氏
は
、
「金
葉
和
歌
集
の
研
究
」
に
於
て
、
岡
田
希
雄
氏
の
論

玫等
を
ふ
ま
え
、
更
に
、
本
集
作
者
の
藤
原
経
忠
の
署
名
の
書
き
方
丨
 

従
三
位
経
忠
.
左
京
大
夫
経
忠
な
ど
ー
が
同
じ
初
度
本
中
に
異
な
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、

左
京
大
夫
任
官
の
期
日
が
天
治
元
年
十
二
月
廿
日
で
あ
る
 

こ

と

か

ら

、
初
奏
本
は
恐

ら

く

、
こ
れ
以
後
の
成
立
と
推
定
さ
れ
た
。

註
ニ
、
i

「
武
蔵
野
の
草
」
の
巻
に
云
う
。

ま
た
、覚
雅

1
5
^

と
て
も
お
は
し
き
。
歌
詠
み
に
て
ぞ
お
は
せ
し
。

末
の
世
の
僧
な
ど
、
さ
や
う
に
詠
ま
む
は
あ
り
が
た
く
や
侍
ら
む
。

白
河
院
の



い
と
し
も
な
く
思
し
召
し
た
る
人
に
て
お
は
し
け
る
に
、

俊
頼
の
君
、
金
葉
集
撰
び
て
奉
り
た
り
け
る
始
め
に
貫
之
「
春
立
つ
事
を
春
日
野
の
」
と
 

い
ふ
歌
、
そ
の
次
に
覚
雅
法
師
と
て
入
り
給
へ
り
け
る
を
、
「
貫
之
も
め
で
た
し
と
い
ひ
な
が
ら
、
三
代
集
に
漏
れ
き
て
、
あ
ま
り
古
び
た
る
。
覚
雅
 

法
師
も
、
げ
に
と
も
つ
ゾ
き
覚
え
ず
」
な
ど
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
古
き
上
手
ど
も
入
る
ま
じ
か
り
け
り
。
ま
た
い
と
し
も
な
く
思
し
召
す
人
除
く
べ
か
 

り
け
り
と
て
、
御
覚
え
の
人
を
の
み
採
り
入
れ
て
、
次
の
度
奉
り
け
れ
ば
、
「
こ
れ
も
げ
に
と
も
覚
え
ず
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
ま
た
作
り
直
し
て
、 

源
重
之
、
初
め
に
入
れ
た
る
を
ぞ
と
ゾ
め
さ
せ
給
ひ
け
る
は
、
隠
れ
て
世
に
も
弘
ま
ら
で
、
中
度
の
が
世
に
は
散
れ
る
な
る
べ
し
。
(
日
本
古
典
全
書
) 

又
、
同
書
、
「
源
氏
の
御
息
所
」
に
云
う
。

東
宮
実
仁
と
同
じ
腹
に
、
第
三
の
御
子
お
は
し
き
。
輔
仁
の
親
王
と
申
し
き
。
延
久
五
年
正
月
に
生
ま
れ
給
へ
り
。

承
保
ニ
年
十
二
月
に
、
親
王
の
 

宣
旨
か
う
ぶ
り
給
ふ
。
こ
の
親
王
は
、
才
お
は
し
て
、
詩
な
ど
作
り
給
ふ
事
、
昔
の
中
務
の
宫
_

1

な
ど
の
や
う
に
お
は
し
き
。
歌
詠
み
給
ふ
事
も
優
 

れ

給

へ

り

き

。
’
園

宗

寺

の

花

を

見

給

ひ

て

 

植
袅
置
き
し
君
な
き
宿
に
年
経
た
る
花
は
我
が
身
の
心
ち
こ

そ

す
れ

と
詠
み
給
へ
る
こ
そ
、
い
と
哀
れ
に
聞
え
侍
り
し
か
。
か
や
う
の
御
歌
ど
も
、

木
工
の
頭
俊
頼
の
撰
び
て
奉
れ
る
集
に
、
辅
仁
の
親
王
と
書
き
た
り
 

け
れ
ば
、
白
河
の
院
は
、
「
い
か
に
こ
、
に
見
む
程
、
か
く
は
書
き
た
る
ぞ
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
三
の
宫
と
ぞ
書
き
奉
れ
る
。
御
中
ら
ひ
は
、
善
 

く
も
お
は
し
ま
さ
ざ
り
し
か
ど
も
、
御
弟
な
れ
ば
な
る
べ
し
。
(
上
掲
書
)

註
三
、
増

鏡

「
お
ど
ろ
の
し
た
」
の
巻
に
云
ふ
。

又
、
白
川
院
お
り
ゐ
さ
せ
給
て
の
ち
、
金
葉
集
か
さ
ね
て
俊
頼
朝
臣
に
お
は
せ
て
撰
ば
せ
給
に
こ
そ
、

初
め
奏
し
た
り
け
る
に
、
輔
仁
の
親
1
の
御
 

な
の
り
を
書
き
た
る
、
わ
ろ
し
と
て
返
さ
れ
、
又
奉
れ
る
に
も
、
な
に
事
と
か
や
あ
り
て
、
三
度
奏
し
て
後
こ
そ
納
ま
り
に
け
れ
。
か
や
う
の
例
も
、 

を
の
づ
か
ら
の
事
な
り
。
を
し
な
べ
て
は
、
撰
者
の
ま
、
に
て
侍
な
れ
ど
、

こ
た
み
は
、
院
の
上
み
づ
か
ら
、
和
歌
浦
に
降
り
た
ち
あ
さ
ら
せ
給
へ
 

ば
、
ま
こ
と
に
心
こ
と
な
る
べ
し
。
(
日
本
文
学
古
典
大
系
)



一
〇
四

註
四
、
袋
草
子
卷
ニ
に
云
う
a

金

葉

集

和

歌

六

百

五

十

四

首

、
此
外
連
歌
十
六
首
、
但
流
布
本
是
也
。

白
川
院
御
譲
位
之
末
、
俊
頼
朝
臣
一
人
奉
，一院
宣

t撰
，
之
。
天
治
元
年
月
日
奉
k
之
。
大
治
元
ニ
年
之
間
上
，一
奏
之
？
此
集
本
不
k定
也
。

奏
覧
之
処
両
 

度
返
却
。
第
三
度
之
度
以

，一中
書
之
草
案
，先
覧
Z
之
。
而
件
本
無
ユ
左
右
一
納
畢
。
仍
撰
者
許
無

11此
本
，云
々
。

件
本
在

n故
待
賢
門
院
一
而
今
前
大
相
 

国
申
出
書
，一写
之
？
無
，一余
所

一云
々
。
件
本
兼
盛
能
宣
歌
并
玄
々
集
、
拾
遺
集
歌
等
入

x

之
。
拾
遺
柄
成
テ
称
，一弃
置
之
由
一
入
k
之
也
。
最
前
之
歌
集
、
貫
 

之

〔
重
之
ノ
誤
力
〕
ガ
吉
野
山
峰
ノ
白
雪
何
消
て
の
歌
也
。
世
間
流
布
本
第
二
度
本
也
。
近
代
人
歌
等
也
。
最
前
故
将
作
打
靡
歌
也
。
奏
覧
本
、
造
紙
 

云
々
。
自
筆
書
k
之
云
々
。
時
有
，
*
俊
云
者
？
兼

n

和
漢
，尤
便

u

撰
者
？
雖
，然
不

x奉
ド
之
。
若
為
，1御
不
請
之
者
1故
歟
。
(
日
本
歌
学
大
系
)

註
五
、
八
雲
御
抄
卷
第
二
作
法
部

金

葉

初

''入
，1三
代
集
作
者
？
中
度
流
布
定
後
始
入
，一
源
重
之

t

有
コ
連
歌
ニ
ニ
ケ
度
撰
改
。

以

，一第
二
度
本
，流
布
。

多
〃
近
世
人
。

但
六
帖
歌
并
道
 

済
相
模
等
入
，
之
。
(
上
掲
書
)

註
六
、
伝
後
京
極
摂
政
良
経
筆
三
奏
本
奥
書
に
云
う
。

抑
此
集
者
白
河
院
御
譲
位
之
末
俊
頼

\

朝
臣
奉
院
宣
撰
之
天
治
元
年
奉
勅
\
大
治
元
ニ
之
間
奏
之
此
集
本
不
定
也
\

奏
覧
之
処
両
度
返
給
之
 

初
度
進
覧
本

\

一
番
三
宫
御
哥
也

と

し

の

中

に

は

る

た

ち

く

れ

は

ひ

と

、

せ

に

ふ

た

、

ひ

ま

た

る

う

く

ひ

す

の

こ

至

 

第
二
度
進
覧
本
一
番
顕
季
卿
哥
也

う

ち

な

ひ

き

は

る

は

き

に

け

り

や

ま

か

は

の

い

は

ま

の

こ

ほ

り

け

ふ

や

と

く

ら

ん

 

此
本
等
世
間
流
布
也
以
上
ニ
ケ
度
被
返
下
了
 

第
三
度
奏
覧
本
一
番
哥
源
重
之
哥
也



よ
し
の
山
み
ね
の
し
ら
ゆ
き
い
つ
き
え
て
け
さ
は
か
す
み
の
た
ち
か
は
る
ら
ん
 

今
度
奏
覧
本
無
左
右
被
納
了
以

\

撰
者
之
自
筆

〇

造
帋
云
々
件
本
者
拾
遺

\

集
玄
々
集
哥
等
多
以
入
之
当
本
既
是
也

\

可
指
南
欺

松
田
直
兄
は
、
伝
良
経
筆
本
の
覆
刻
(
天
保
四
年
)
に
当
り
、
そ
の
附
録
に
、

直
兄
考
る
に
此
本
の
奧
書
と
袋
草
紙
の
説
と
大
む
ね
同
し
く
八
雲
御
抄
増
鏡
と
も
に
こ
と
な
る
こ
と
あ
ら
さ
れ
と
続
世
継
の
み
初
度
の
巻
頭
の
歌
 

た
か
へ
れ
は
初
度
の
本
ひ
き
あ
は
せ
見
る
に
い
か
に
も
貫
之
の
年
の
う
ち
に
春
立
こ
と
を
み
芳
野
の
と
い
ふ
哥
は
し
め
に
て
其
次
の
う
た
覚
雅
法
 

師
な
れ
は
続
世
継
の
か
た
正
し
か
り
け
り

と
述
べ
て
い
る
。
又
、
井
上
通
泰
博
士
は
、
「
校
訂
金
葉
和
歌
集
」
緒
言
に
於
て
、
右
の
奥
書
を
引
用
し
 

ト
ア
リ
。
伝
ニ
ョ
レ
パ
原
本
ノ
筆
者
ハ
後
京
極
摂
政
良
経
ナ
リ
ト
云
フ

続
群
書
類
従
ニ
ハ
又
初
度
本
ト
イ
フ
ヲ
収
メ
タ
レ
ド
其
巻
頭
ノ
歌
ハ
流
布
本
ト
斉
シ
ク
顕
季
ノ
う
ち
な
び
き
春
は
来
に
け
り
ト
イ
フ
歌
ナ
リ
。
抑
 

初
度
本
最
前
ノ
歌
ハ
今
鏡
ニ
ョ
レ
バ
貫
之
ノ
年
の
う
ち
に
春
た
っ
こ
と
を
か
す
が
野
の
ト
イ
フ
歌
、
三
度
本
即
所
謂
三
奏
金
葉
集
ノ
奥
書
ニ
ョ
レ
 

バ
辅
仁
親
王
ノ
年
の
う
ち
に
春
た
ち
く
れ
ば
一
と
せ
に
ト
イ
フ
歌
ニ
テ
ニ
書
ニ
云
へ
ル
所
相
異
ナ
ル
ガ
如
ク
ナ
レ
ド
其
初
ニ
ノ
句
ノ
相
似
タ
ル
ヲ
 

見
レ
パ
同
一
ノ
歌
ヲ
二
様
ニ
伝
へ
タ
ル
ナ
リ
ト
オ
ボ
ユ
。

即
初
度
本
ノ
一
番
ハ
貫
之
ノ
歌
ニ
力
三
ノ
官
ノ
御
歌
ニ
力
知
ラ
ネ
ド
年
の
う
ち
に
春
立
 

云
々
ト
云
フ
歌
ナ
ル
ナ
リ

と
述
べ
、
作
者
は
分
明
に
せ
ず
も
、
卷
頭
歌
は
同
一
歌
を
ニ
様
に
伝
え
た
も
の
と
見
て
い
る
。

註
六
、
松
田
武
夫
氏
は
「勅
撰
和
歌
集
の
研
究
」
の
中
で
、
右
の
井
上
博
士
の
説
を
引
か
れ

こ
の
説
は
余
り
に
も
牽
強
附
会
に
し
て
肯
定
し
難
い
。

む
し
ろ
こ
の
ニ
書
は
全
然
異
っ
た
本
で
は
あ
る
ま
い
か
。
井
上
博
士
は
、
初
度
本
は
一
っ
 

有
っ
て
只
一
っ
に
限
る
も
の
だ
と
云
ふ
様
な
考
へ
か
ら
、
か
く
推
断
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
、

か
く
の
如
く
狭
く
考
へ
る
必
要
な
く
、
今
鏡
に
云
 

ふ
初
度
本
の
成
立
以
前
に
於
て
も
数
種
の
校
本
が
存
在
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
さ
し
っ
か
へ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
他
の
勅
撰
集

一
〇

五



一
〇
六

の
成
立
過
程
に
於
て
も
同
様
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
ま
し
て
作
者
が
三
宮
と
貫
之
と
の
相
違
あ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
ニ
本
は
同
一
初
度
本
に

あ

らざ
 

る
も
の
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
実
際
問
題
と
し
て
、
辅
仁
親
王
と
か
い
た
本
、
及
三
宮
の
歌
を
巻
頭
に
置
い
た
如
き
金
葉
集
の
伝
本
は
 

不
幸
管
見
に
入
ら
な
い
の
で
、
実
証
的
に
確
説
を
樹
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
只
単
な
る
推
定
説
に
止

ど

ま

る
の
で
あ
る
。

と
ま
れ
、
現
在
か
 

か
る
伝
本
が
出
て
来
な
い
か
ら
こ
れ
を
否
定
す
る
と
云
ふ
態
度
は
よ
く
な
く
、

か
か
る
推
定
説
が
何
時
か
は
事
実
の
上
で
立
証
さ
れ
、
真
実
性
を
 

附
与
さ
れ
る
時
が
無
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
、
論
述
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
至
当
な
結
論
と
云
え
よ
ぅ
。

㈡

そ
の
撰
述
過
程
に
就
い
て

諸
本
に
就
き
、
以
上
縷
述
を
重
ね
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
一
応
、
そ
れ
ら
相
互
の
間
に
於
け
る
比
較
の
結
果
を
総
括
し
、
併
せ
 

て
こ
れ
ら
の
伝
本
の
撰
述
の
経
過
を
如
上
の
結
果
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
、
ひ
と
ま
ず
、
初
奏
本
棄
却
の
あ
 

と
、

こ
の
系
類
に
至
る
過
程
に
、
実
際
に
、
ど
の
様
な
切
継
が
な
さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
に
例
示
し
て
、
金
葉
和
歌
集
に
於
け
る
第
一
期
 

の
変
遷
の
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
掲
出
し
た
の
は
初
度
本
(
巻
五
迄
)
か
ら
、

こ
の
段
階
に
於
て
ま
ず
切
出
さ
れ
た
歌
員
で
あ
る
。

諸
本
間
相
互
に
多
少
の
異
同
が
 

あ
る
が
、

共
通
す
る
歌
が
過
半
を
占
め
る
の
で
、

比
較
本
文
に
は
歌
数
の
最
も
多
い
橋
本
公
夏
筆
本
(
無
奥
書
本
)
を
あ
て
る
こ
と
と
し
 

た
。
ま
た
、
諸
本
間
の
異
同
に
よ
り
公
夏
本
に
欠
歌
の
場
合
は
園
林
本
本
文
を
以
て
し
或
い
は
公
夏
•
園
林
両
本
欠
歌
の
際
は
宣
秀
本
本
 

文
に
よ
っ
た
。
そ
し
て
歌
頭
に
附
し
た
番
号
は
初
度
本
の
そ
れ
で
あ
り
、
歌

末

に

(

)

内
に
記
し
た
番
号
は
国
歌
大
観
番
号
で
あ
る
。



以
下
同
様
で
あ
る
が
、

こ
の
続
類
従
本
系
類
は
歌
数
•
歌
順
が
流
動
す
る
の
で
、
本
稿
の
場
合
す
ベ
て
、

こ
れ
に
依
る
こ
と
に
す
る
。 

春
部

歳

中

立

春

こ

、
ろ
を
よ
め
る

1

と
し
の
ぅ
ち
に
春
た
つ
こ
と
を
春
日
野
の
|
|^|||昤

|な
さ
え
に
も
し
り
に
け
る
か
な
 

□

□

の
は
し
め
の
哥
と
て
よ
め
る

3
 

い
つ
し
か
と
け
さ
は
こ
ほ
り
も
と
け
に
け
り
い
か
て
み
き
は
に
春
を
し
る
ら
ん

天
徳
四
年
内
裏
哥
合
に
読
る

4
 

く
ら
は
し
の
山
の
か
ひ
よ
り
は
る
か
す
み
と
し
を
つ
み
て
や
た
ち
わ
た
る
ら
ん

5
 

ふ
る
さ
と
は
は
る
め
き
に
け
り
み
よ
し
の
、
み
か
き
か
は
ら
も
霞

こ
め
た
り
 

堀
川
院
御
時
百
首
哥
め
し
た
る
に
霞
の
心
を
つ
か
ま
つ
れ
る

免

9

な
み
た
て
る
ま
つ
の
し
つ
み
を
く
も
て
に
て
か
す
み
わ
た
れ
る
あ
ま
の
は
し
た
て
 

は
る
の
ゆ
き
を
よ
め
る

12ゆ

き

、
え
は
^
く
の
わ
か
は
も
つ
む
へ
き
に
は
る
さ
へ
は
れ
ぬ
み
や
ま
へ
の
さ
と
 

天
徳
四
年
内
裏
哥
合
に
鶯
の
心
を
よ
め
る

0 

こ
ほ
り
た
に
と
ま
ら
ぬ
は
る
の
た
に
か
せ
に
ま
た
う
ち
と
け
ぬ
う
く
ひ
す
の
こ
急

紀
貫
之

源
俊
頼
朝
臣

中
納
言
朝
忠

平
兼
盛

源
俊
頼
朝
臣

曾
禰
好
忠

源
順

平
兼
盛
 

一
〇
七



一
〇
八

U 

わ
か
や
と
に
ぅ
く
ひ
す
い
た
く
な
く
な
る
を
に
は
も
は
た
ら
に
花
や
ち
る
ら
ん

天
徳
四
年
内
裏
哥
合
に
読
る
 

中

納

言

慧

 

U 

わ
か
や
と
の
む
め
か
え
に
な
く
ぅ
く
ひ
す
は
か
せ
の
た
ょ
り
に
そ
を
や
と
め
に
し

平
兼
盛

22し
ろ
た
え
の
ゆ
き
ふ
り
や
ま
ぬ
梅
か
え
に
い
ま
そ
う
く
ひ
す
は
る
と
な
く
な
る

梅
花
落
水
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
 

源
雅
兼
朝
臣
 

28さ
け
は
ち
る
こ
す
兔
の
み
か
は
む
め
の
は
な
な
か
る
、
水
も
と
ま
ら
さ
り
け
り

鹰
司
殿
賀
屛
風
に
子
日
し
た
る
か
た
か
け
る
と
こ
ろ
を
よ
め
る
 

赤
染
 

29よ
ろ
つ
よ
の
た
め
し
に
き
み
か
ひ
か
る
れ
は
ね
の
ひ
の
ま
つ
も

ぅ

ら

や
み
や
せ
ん

百
首
哥
中
に
わ
か
れ
の
心
を
よ
め
る
 

曾
禰
好
忠
 

別
ね
せ
り
つ
む
春
の
さ
は
た
に
お
り
た
ち
て
ひ
く
も
の
す
そ
の
ぬ
れ
ぬ
日
そ
な
き

屛
風
の
絵
に
を
ん
な
と
も
の
わ
か
な
つ
め
る
と
こ
ろ
を
よ
め
る
 

紀
貫
之
 

泣
わ
か
な
つ
む
わ
れ
を
人
み
は
あ
さ
み
と
り
野
へ
の
か
す
み
も
た
ち
か
く
さ
な
ん

亭
子
院
哥
合
に
読
る
 

坂
上
是
則
 

S3あ
さ
み
と
り
そ
め
て
み
た
れ
る
あ
を
や
き
の
い
と
を
は
春
の
風

や
と
く覧

天
徳
四
年
内
裏
哥
合
に
柳
を
読
る
 

平
兼
盛

34さ
を
ひ
め
の
い
と
そ
め
か
く
る
あ
を
や
き
を
ふ
き
な
み
た
り
そ
春
の
山
風



春

の

哥

と

て

読

る

43
う

く
ひ

す

の

な

く

ね

を

ま

ね

ふ

山

ひ

こ

は

と

も

あ

り

か

ほ

に

も

と

め

つ

る

か

な

 

48
き

り
ふ

か

み

こ

し

か

り

か

ね

そ

か

へ

る

な

る

か

す

み

の

う

ち

に

こ

^

は

か

り

し

て

の

49見

て

も

あ

か

ぬ

花

の

さ

か

り

に

か

へ

る

か

り

な

を

ふ

る

さ

と

に

春

や

恋

し

き

 

新

院

御

方

に

て

風

な

く

し

て

花

ち

る

と

い

ふ

事

を

よ

め

る

 

59う

つ

ろ

へ

は

を

の

か

こ

、

ろ

と

ち

る

は

な

を

さ

の

み

は

風

に

お

ほ

せ

さ

ら

な

ん

M
 

し

ら

雲

と

み

ね

に

は

み

え

て

さ

く

ら

花

ち

れ

は

ふ

も

と

の

ゆ

き

と

こ

そ

な

れ

(

72)
 

遠

山

見

花

と

い

へ

る

こ

と

を

よ

め

る

S2

 

人
し

れ

す

こ

、

ろ

を

や

り

て

見

る

は

な

は

た

ち

な

へ

た

て

そ

み

ね

の

し

ら

く

も

 

行

路

花

と

い

へ

る

事

を

よ

め

る

73さ

く

ら

花

み

る

に

こ

、

ろ

の

つ

き

な

か

ら

い

か

に

す

き

う

き

や

ま

ち

な

る

ら

ん

ヒ

花

を

よ

め

る

79さ

く

ら

は

な

ま

た

見

む

こ

と

も

さ

た

め

な

き

よ

は

ひ

そ

か

せ

よ

、レ

し

て

ふ

け

伊
勢

信
永
法
師

読
人
し
ら
す

大
宰
大
武
長
実

右
兵
衛
督
伊
通

大
宰
大
武
長
実

源
忠
季

藤
原
経
資

紀
貫
之
 

一
〇
九



80か

つ

見

つ

、

あ

か

す

と

お

も

へ

は

さ

く

ら

は

な

ち

り

な

ん

の

ち

そ

か

ね

て

恋

し

き

 

顕
季
卿
家
に
て

桜
花
哥
十
首
人
く
読
け
る
に
よ
め
る

90を

し

む

と

も

V く

力

も

あ

ら

し

さ

く

ら

は

な

こ

、

ろ

の

ま

、

に

を

り

て

か

へ

ら

ん

題
不
知

98お

き

ふ

し

て

お

し

む

か

ひ

な

く

ぅ

つ

、

に

も

ゆ

め

に

も

花

の

ち

る

よ

な

り

け

り

天
徳
四
年
內
裏
哥
合
に
よ
め
る

g
? 

さ

く

ら

は

な

風

に

し

ち

ら

ぬ

も

の

な

ら

は

お

も

ふ

こ

と

な

き

春

に

そ

あ

ら

ま

し

 

百

首

哥

中

に

春

の

哥

と

て

読

る

102は

な

さ

く

ら

つ

も

れ

る

に

は

に

風

ふ

け

は

ふ

ね

も

か

よ

は

ぬ

な

み

そ

た

ち

け

る

 

雨

中

見

花

と

い

へ

る

事

を

よ

め

る

103お

し

な

へ

て

か

せ

の

み

や

は

い

と

ふ

へ

き

ぬ

る

、

は

は

な

の

を

し

か

ら

ぬ

か

は

 

は

な

の

ち

る

を

み

て

よ

め

る

105さ

く

ら

は

な

ち

り

ぬ

る

と

き

は

み

も

は

て

、

さ

め

ぬ

る

ゆ

め

の

心

地

こ

そ

す

れ

 

三

月

三

日

桃

花

を

よ

め

る

107や

ま

か

つ

の

そ

の

ふ

に

さ

け

る

も

、

の

は

な

す

け

り

な

こ

れ

を

ぅ

へ

て

見

け

る

も

 

春

夜

月

を

よ

め

る

108は

な

ち

ら

は

お

き

つ

、

も

見

む

つ

ね

よ

り

も

さ

や

か

に

て

ら

せ

は

る

の

よ

の

月

一
一
〇

藤
原
顕
輔
朝
臣
 

凡
河
内
躬
恒
 

大
中
臣
能
宣
朝
臣
 

源
重
之
 

藤
原
親
経
 

凡
河
内
躬
恒
 

経
信
卿
母
 

中
務



を

な

し

^

を

よ

め

る

大
宰
大
武
長
実

Ilfiは

る

ふ

か

み

神
な
み

か

は

に

か

け

み

え

て

ぅ

つ

ろ

ひ

に

け

り

や

ま

ふ

き

の

花

(

82)

(岡
田
本
.
園
林
本
ニ
欠
ク
) 

花
山
院
御
時
の
哥
合
に

よ

め

る

 

大
中
臣
能
宣
 

11Tひ
と

え

た

に

あ

か

ぬ

こ

、

ろ

を

い

と

、

し

く

や

へ

か

さ

な

れ

る

山
ふ

き

の

は

な

118か

は

つ

な

く

井

て

の

わ

た

り

に

こ

ま

な

め

て

ゆ

き

て

に

も

見

む

や

ま

ふ

き

の

花

 

麗
景
殿
女
御
哥
合
に
読
る

119や

へ

さ

け

る

か

ひ

こ

そ

な

け

れ

や

ま

ふ

き

の

ち

ら

は

ひ

と

へ

も

あ

ら

し

と

思

へ

は

 

紫

藤

蔵

松

と

い

へ

る

事

を

よ

め

る

奶
ま

つ

か

せ

の

お

と

せ

さ

り

せ

は

ふ

ち

な

み

を

な

に

、

か

、

れ

る

は

な

と

し

ら

ま

し

(
S
S
)

(
岡

田

本

.
園

林

本

ニ

欠

ク

)
 

や

よ

ひ

の

つ

こ

も

り

に

ふ

ち

の

花

を

見

て

よ

め

る

 

129ふ

ち

の

は

な

さ

くを

見

す

て

、

ゆ

く
春

は

ぅ

し

ろ

め

た

く
や

お

も

は

さ

る

ら

ん

131は

な

の

み

や

く

れ

ぬ

る

春

を

か

た

身

と

て

あ

を

は

か

し

た

に

ち

り

の

こ

る

ら

ん

(

93)

三

月

尽

の

こ

、

ろ

を

よ

め

る

132い

く

か

へ

り

け

ふ

に

我

身

の

あ

ひ

ぬ

ら

ん

を

し

む

は

春

の

す

く

る

の

み

か

は

藤
原
惟
成
 

読
人
不
知
 

良
暹
法
師

林
本
ニ

中
務
 

藤
原
盛
致
 

藤
原
定
成
朝
臣
 

源
雅
光



184わ

り

な

き

は

け

ふ

の

み

と

お

も

ふ

は

る

の

日

の

や

ま

の

は

ち

か

く

な

る

に

そ

あ

り

け

る

摂
政
左
大
臣

186ゆ

く

は

る

の

す

か

た

に

み

え

ぬ

も

の

な

れ

は

ひ

き

た

に

え

こ

そ

と

、

め

さ

り
け

れ

中
納
言
朝
忠

137は

な

た

に

も

ち

ら

て

わ

か

る

、

は

る

な

ら

は

い

と

か

く

け

ふ

と

お

し

ま

さ

ら

ま

し

 

夏
部

天
徳
四
年
内
裏
哥
合
に
夏
草
を
よ
め
る
 

壬
峯
忠
見
 

146な

つ

く

さ

の

な

か

を

つ

ゆ

け

み

か

き

わ

け

て

か

る

人

な

し

に

し

け

る

こ

ろ

か

も

卯
花
廻
墻
と

い

へ

る

事

を

よ

め

る

 

源

相
方
朝
臣
 

150と

し

を

へ

て

か

よ

ひ

な

れ

に

し

ふ

る

さ

と

の

か

と

、

ふ

は

か

り

さ

け

る

卯
花

郭

公

を

た

つ

ぬ

と

い

へ

る

事

を

よ

め

る

 

藤

原

節

信

 

158け

ふ

も

ま

た

、

つ

ね

く

ら

し

つ

ほ

と

、

き

す

い

か

て

き

く

へ

き

は

つ

ね

な

る

ら

ん

(

112)

(
岡

田

本

.
園

林

本

ニ

欠

ク

)
 

天
徳
四
年
内
裏
哥
合
読

る

 

坂
上
望
城
 

164ほ

の

か

に

そ

な

き

わ

た

る

な

る

ほ

と

、き

す

み

や

ま

を

い

つ

る

け

さ

の

は

つ

こ

爰

鳥
羽
殿
哥
合
に
読
る
 

大
宰
大
武
長
実
 

165む

か

し

よ

り

な

き

け

ん

も

の

を

ほ

と

、

き

す

ふ

り

に

し

こ

矣

と

い

ふ

人

の

な

き

壬
峯
忠
峯



178ふ
る
さ
と
は
こ
た
か
け
れ
と
も
き
み
な
ら
ぬ
ほ
と
、
き
す
に
も
う
と
ま
れ
に
け
り

屛
風
の
絵
に
早
苗
と
る
人
の
郭
公
を
き
、
け
る
か
た
か
け
る
と
こ
ろ
を
よ
め
る
 

紀
貫
之
 

184ほ
と
、
き
す
な
く
な
る
こ
系
を
さ
な
へ
と
る
て
ま
う
ち
や
め
て
あ
は
れ
と
そ
き
く

郁
芳
門
院
根
合
に
五
月
雨
の
心
を
 

六
条
右
大
臣
 

200さ
み
た
れ
に
か
さ

と

り

やま
は
こ
え
ゆ
か
し
は
な
い
ろ
こ
ろ
も
か
へ

り
も
そ
す
る

閏
五
月
侍
け
る
と
し
人
を
か
た
ら
ひ
け
る
に
の
ち
の
五
月
す
く
し
て
な
と
ま
し
や
り
け
れ
は
よ
め
る
 

橘
季
通
 

M 

な
そ
も
か
く
こ
ひ
ち
に
た
ち
て
あ
や
め
草
あ
ま
り
な
か
ひ
く
五
月
な
る
ら
ん
(
こ
の

I

首
、
初
度
本
夏
部
に
あ
る
が
、
流
布
本
恋
歌
上
 

(

413)

の

処

に

あ

る
の
で
附
記
す
る
。
)

五
月
雨
の
こ
、
ろ
を
よ
め
る
 

源
俊
頼
朝
臣
 

205さ
み
た
れ
は
ふ
る
か
ら
お
の
、
わ
す
れ
み
つ
を
し
ひ
た
す
ら
の
ぬ
ま
と
こ
そ
見

照
射
心
を
読
る
 

橘
俊
綱
朝
臣
 

21Bと
も
し
、
て
は
こ
ね
の
山
に
あ
け
に
け
り
ふ
た
よ
り
み
よ
り
あ
ふ
と
せ
し
ま
に

藤
原
忠
兼

216と
も
し
す
と
山
の
し
つ
く
に
そ
を
ち
つ
、
お
の
え
に
よ
を
も
あ
か
し
つ
る
か
な
(
公
夏
両
本
に
欠
く
)

屛
風
の
^
に
か
り
し
に
ま
か
る
人
の
池
辺
に
や
す
む
か
た
か
け
る
を
読
る
 

紀
貫
之
 

219ま
こ
も
か
る
夏
野
、
ぬ
ま
の
う
き
ぬ
な
は
く
る
人
な
み
に
ま
か
せ
て
そ
見
る

大
中
臣
能
宣
朝
臣

二

三



ニ

四

220風

の

を

る

な

み

の

あ

や

を

や

な

つ

こ

ろ

も

た

つ

た

の

か

は

と

い

ひ

な

か

し

け

ん

月

照

夏

草

を

と

い

へ

る

心

を

よ

め

る

 

藤

原

定

通

 

223風

ふ

け

は

し

と

ろ

に

み

ゆ

る

く

す

の

は

の

か

け

さ

た

ま

ら

ぬ

な

つ

の

よ

の

月

六

月

の

つ

い

た

ち

の

こ

ろ

に

は

た

を

り

と

い

ふ

む

し

の

な

き

け

る

を

き

、

て

よ

め

る

 

§

従

 

224な

つ

の

ぅ

ち

は

は

た

か

く

れ

て

あ

ら

す

し

て

お

り

た

ち

に

け

る

む

し

の

こ

袅

か

な

 

秋

部

勝

超

法

師

241こ

ひ

わ

た

る

な

み

た

の

ふ

ち

と

な

り

は

て

、

あ

ふ

せ

ま

れ

な

る

あ

ま

の

か

は

か

な

七

夕

に

せ

ん

さ

い

あ

る

と

こ

ろ

に

て

殿

上

の

人

々

お

ほ

く

あ

つ

ま

り

て

哥

読

け

る

に

 

露

と

，
：

>

 ふ

も

の

を

と

り

て

よ

め

る

 

臣

能

宣

 

244い

と

、

し

く

お

も

ひ

け

ぬ

へ

し

た

な

は

た

の

わ

か

れ

の

に

は

に

お

け

る

し

ら

つ

ゆ

宇

治

に

ま

か

り

け

る

み

ち

に

た

こ

の

み

つ

ひ

き

け

る

を

見

て

か

く

な

ん

と

申

け

れ

は

前

太

政

大

臣

み

に

ま

か

り

た

り

け

る

に

 

水

も

み

え

さ

り

け

れ

は

い

か

に

と

た

つ

ね

け

る

を

き

、

て

七

月

七

日

な

り

け

る

に

よ

め

る

 

菅

野

為

重

 

245ひ

く

み

つ

も

け

ふ

た

な

は

た

に

か

し

て

け

り

あ

ま

の

か

は

せ

に

ふ

な

て

す

る

と

て

花

山

院

御

時

の

哥

合

に

月

の

心

を

読

せ

給

け

る

 

花

山

院

御

製

 

25T秋

の

夜

の

月

に

こ

、

ろ

は

あ

く

か

れ

て

雲

井

に

も

の

を

お

も

ふ

こ

ろ

か

な

大

納

言

経

信



M 

い
つ
も
見
る
月
そ
と
お
も
へ
と
あ
き
の
よ
は
い
か
な
る
か
け
の
そ
ふ
る
な
る
ら
ん
 

河
原
院
哥
合
に
月
か
け
漏
宿
と
い
ふ
事
を
よ
め
る

2T9あ

め

な

ら

ぬ

と

し

の

ふ

る

に

も

わ

か

や

と

は

月

も

る

は

か

り

あ

れ

に

け

る

か

な

 

題

不

知

2goな

に

ゆ

へ

に

あ

た

し

ぅ

き

世

と

お

も

ひ

け

ん

さ

て

は

こ

よ

ひ

の

月

を

み

ま

し

や

雲
居
寺
哥
合
に
よ
め
る

285秋

の

夜

の

く

も

ふ

き

は

ら

ふ

あ

ら

し

こ

そ

月

み

る

人

の

こ

、

ろ

な

り

け

れ

月
を
よ
め
る

286て

る

月

を

ひ

る

か

と

み

れ

は

あ

か

月

は

は

ね

か

く

し

き

も

あ

ら

し

と

そ

思

宇
治
前
太
政
大
臣
家
に
て
九
月
十
三
夜
飯
明
月
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る

300さ

む

し

ろ

に

こ

ろ

も

か

た

し

き

か

さ

ぬ

れ

と

月

の

ひ

か

り

に

し

く
も

の

そ

な

き

311
と

り

とむ

る

も

の

に

し

あ

ら

は

山

の

は

に

い

れ

て

そ

見

ま

し

秋

の

夜

の

月

 

旅

所

月

と

レ

へ

る

事

を

よ

め

る

316つ

ゆ

む

す

ふ

草

の

ま

く

ら

に

よ

も

す

か

ら

ひ

と

り

あ

り

あ

け

の

月

を

み

る

か

な

読
人
不
知
 

平
光
俊
 

藤
原
康
貞
女
 

紀
貫
之

原

中
納
言
明
兼

源
国
房

貫
之

321か

り

な

き

て

ふ

く

風
さ

む

み

か

ら

こ

ろ

も

き

み

ま

ち

か

ね

て

ぅ

た

ぬ

よ

そ

な

き



旅

宿

の

心

を

よ

め

る

322秋
の
夜
は
ふ
け
ゆ
く
ま

、

に
あ
し
ろ
き
の
や
ま
ひ
こ
さ
へ
そ
こ
ろ
も
ぅ
つ
な
る
 

野

亭

鳴

鹿

と

レ

ふ

事

を

よ

め

る

微

さ

を

し

か

の

な

く

ね

は

の

へ

に

き

こ

ゆ

れ

と

な

み

た

は

と

こ

の

も

の

に

そ

あ

り

け

る

 

暁

思

野

花

と

い

へ

る

事

を

よ

め

る

0
 

し

か

ら

ま

ん

し

か

よ

り

ほ

か

に

あ

さ

た

ち

て

つ

ゆ

な

か

ら

み

む

お

の

、

は

き

わ

ら

 

法

成

寺

太

政

大

臣

家

哥

合

に

岸

辺

草

花

と

い

へ

る

こ

と

を

よ

め

る

BB6ゆ

く

み

つ

の

き

し

に

、

ほ

へ

る

を

み

な

へ

し

し

の

ひ

に

な

み

や

を

も

ひ

か

く

ら

ん

 

百

首

哥

中

に

か

る

か

や

を

よ

め

る

341ぅ

つ

ら

な

く
か

り

は

の

を

の

、

か

る

か

や

の

お

も

ひ

み

た

る

、
秋

の

ゆ

ふ

く

れ

 

す

、

き

を

読

る

344し

ほ

か

せ

，に

な

み

よ

る

ぅ

ら

の

花

す

、

き

し

つ

く

を

は

ら

ふ

袖

か

と

そ

み

る

345い

ま

は

し

も

ほ

に

い

て

ぬ

ら

ん

あ

つ

ま

ち

の

石

た

の

お

の

、

し

の

、

を

す

、

き

(

252)
 

つ

ゆ

を

よ

め

る

34Tあ

さ

こ

と
に

は

な

の

た

も

と

に

お

く

つ

ゆ

や

人

ま

つ

む

し

の

な

み

た

な

る

ら

ん

 

八

月

廿

日

こ

ろ

に

む

し

の

こ

^

を

き

、

て

よ

め

る

一
一
六

戒
禅
法
師
 

源
俊
頼
朝
臣
 

中
納
言
実
行
 

源
重
之
 

修
理
大
夫
顕
季
 

神
祇
伯
顕
仲
 

藤
原
伊
家
 

藤
原
顕
輔
朝
臣
 

赤
染



あ
り
あ
け
の
月
は
た
も
と
に
な
か
れ
つ
、
か
な
し
き
こ
ろ
の
む
し
の
こ
灸
か
な

つ
ゆ
を
よ
め
る
 

源
忠
季
 

秋
き
り
の
い
な
の
を
こ
め
て
た
ち
ぬ
れ
は
こ
す
^
も
み
え
す
こ
や
の
い
け
水

は
つ
せ
に
ま
い
り
た
り
け
る
に
さ
を
山
の
ふ
も
と
に
や
と
り
て
あ
し
た
に
き
り
の
た
ち
わ
た
り
て
 

侍
け
れ
は
よ
め
る
 

恵
京
法
師
 

も
み
ち
み
に
や
と
れ
る
わ
れ
と
し
ら
ね
は
や
さ
ほ
の
か
は
き
り
た
ち
か
く
す
ら
ん
 

霧
を
よ
め
る
 

藤
行
家
朝
臣
 

か
は
き
り
の
た
ち
こ
め
つ
れ
は
た
か
せ
ふ
ね
わ
け
ゆ
く
さ
ほ
の
お
と
の
み
そ
す
る
(

250)
(
公
夏
両
本
ニ
欠
ク
) 

き
く
の
ぅ
つ
ろ
ふ
を
よ
め
る
 

僧
正
行
尊
 

し
ら
き
く
の
は
な
こ
、
ろ
に
も
み
ゆ
る
か
な
ぅ
つ
ろ
ふ
へ
し
や
ひ
と
よ
は
か
り
に
 

水
辺
の
紅
葉
を
よ
め
る
 

藤
原
行
家
朝
臣
 

お
ほ
井
河
き
し
の
も
み
ち
の
色
に
い
て
、
を
り
に
あ
へ
り
と
み
ゆ
る
け
ふ
か
な
 

水
上
落
葉
を
よ
め
る
 

源
明
国
朝
臣
 

井
く
ひ
に
も
も
み
ち
の
に
し
き
か
、
り
け
り
く
ち
ぬ
る
身
に
も
お
も
ひ
な
け
か
し

小
野
と
い
ふ
山
さ
と
に
ま
か
り
て

晚頭
落
葉
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
け
る
 

源
雅
光
 

く
る
人
も
く
る
れ
は
か
へ
る
や
ま
さ
と
に
も
み
ち
も
え
た
に
と
ま
ら
さ
り
け
り
 

落
葉
を
よ
め
る
 

紀
貫
之



369
も
み
ち
は
の
わ
か
れ
を
し
み
て
秋
か
せ
は
け
ふ
は
み
む
ろ
の
山
を
こ
ゆ
ら
ん

水
辺
落
葉
を
よ
め
る
 

藤
原
仲
〔伊
〕
家
 

3T1た
に
か
は
に
し
か
ら
み
か
け
よ
た
つ
た
ひ
め
み
ね
の
も
み
ち
に
あ
ら
し
ふ
く
な
り
(

263)
(
岡
田
本
•園
林
本
.宣
秀
本
.続
群
本
ニ
欠
ク
) 

も
の
へ
ま
か
り
け
る
み
ち
に
も
み
ち
の
を
か
し
く
ち
り
け
れ
は
よ
め
る
 

江
侍
従
 

372も
み
ち
は
を
た
つ
ぬ
る
人
に
あ
ら
ね
と
も
に
し
き
を
の
み
そ
身
に
き
つ
る
か
な

大
和
守
資
成
法
師
に
な
り
て
普
門
寺
ュ
こ
も
り
ぬ
と
き
、
て
ま
か
り
た
り
け
る
に

こ

の

は

ち

る

を

み

て

よ

め

る

s

原
盛
方 

375
み
る
た
ひ
に
あ
は
れ
さ
ま
さ
るす

み

か

、

な
よ
を
秋
風
の
こ
の
は
ちり

つ

、

屛

風
の
灸
に
田
の
ほ
と
り
に
か
り
し
た
る
か
た
か
け
る
を
よ
め
る 

中
務
 

37袖

ひ
ち
て
ぅ
^
し
は
る
よ
り
ま
も
る
た
を
た
れ
か
し
ら
れ
て
か
り
に
き
つ
ら
ん

雨
中
秋
尽
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
 

大
納
言
経
信
 

3T8い
つ
か
た
に
秋
の
ゆ
く
ら
ん
わ
か
や
と
に
こ
よ
ひ
は
か
り
は
あ
ま
や
と
り
せ
よ

冬
部

一
条
院
御
時
皇
后
宮
十
月
は
か
り
に
思
は
ん
事
か
き
て
た
て
ま
つ
れ
と
侍
け
れ
は
た
て
ま
つ
り
け
る
哥
 

B9Bね
さ
め
し
て
た
れ
か
き
く
ら
ん
こ
の
こ
ろ
の
こ
の
は
に
か
、
る
よ
は
の
あ
ら
し
を
 

馬
内
侍
 

百
首
哥
中
に
冬
の
は
し
め
の
心
を
読
る
 

源
重
之
 

394
さ
む
か
ら
は
よ
る
は
き
て
ね
よ
み
や
ま
と
り
い
ま
は
こ
の
は
も
あ
ら
し
ふ
く
な
り



あ
し
ろ
を
読
る
 

紀
貫
之
 

396お
ち
と
ま
る
も
み
ち
を
み
れ
は
も
、
と
せ
に
あ
き
の
と
ま
り
は
あ
ら
し
な
り
け
り

百
首
哥
の
中
に
霜
を
よ
め
る
 

藤
原
仲
実
朝
臣
 

399と
し
ふ
れ
は
わ
か
い
た
、
き
に
を
く
し
も
を
草
の
上
と
も
お
も
ひ
け
る
か
な
(
こ
の
ー
首
、
ね
«
本
冬
部
に
あ
り
、
た
だ
し
流
布
本
に
 

於
て
は
卷
九
雑
上
(

605)
の
処
に
あ
る
の
で
附
記
す
る
。
)

源
俊
頼
朝
臣

0 
す
み
よ
し
の
き
し
の
か
た
そ
き
ゆ
き
も
あ
は
て
し
も
を
き
ま
よ
ふ
冬
は
き
に
け
り
(
公
夏
両
本
ニ
欠
ク
)

百
首
哥
の
中
に
冬
の
心
を
よ
め
る
 

曽
禰
好
忠
 

402し
は
き
た
く
い
ほ
り
に
け
ふ
り
た
ち
み
ち
て
た
え
す
も
の
を
も
ふ
冬
の
や
ま

さ

と

405ふ
ゆ
ふ
か
み
た
ま
井
し
水
も
こ
ほ
り
し
て
を
し
の
は
か
せ
も
た
え
に
け
る
か
な
 

閑
中
月
を
よ
め
る

409か
れ
は
て
、
人
も
お
と
せ
ぬ
や
ま
さ
と
に
我
を
わ
す
れ
ぬ
冬
の
夜
の
月

 

雪
の
ふ
る
を
み
て
よ
め
る

420春

ち
か

く

な

り

ゆ

く

ま

、

に
お
ほ
そ
ら
は
は
な
を
か
ね
て
そ
雪
は
ふ
り
け
る
 

永
の
心
を
よ
ま
せ
給
へ
る

429つ
な
か
ね
と
な
か
れ
も
や
ら
す
た
か
せ
ふ
ね
む
す
ふ
こ
ほ
り
の
と
け
ぬ
か
き
り
は
(

316)
(
岡
田
本
.
_
#
ネ
ニ
欠
ク
)

一
一
九

中
納
言
顕
隆
 

春
宮
大
夫
公
実
 

紀
貫
之
 

三
官



ニ
ー
〇

題
不
知
 

曽
禰
好
忠
 

43ま
ふ
ち
ふ
の
し
は
か
る
た
み
の
て
ま
を
な
み
つ
か
ね
も
あ
え
す
風
の
さ
む
さ
に
 

題
読
人
不
知

48お
も
ふ
と
も
冬
の
よ
す
か
ら
ね
は
な
か
し
□
□
□
□
そ
て
の
つ
ら
、
と
け
せ
ぬ

曾
禰
好
忠

435に
ほ
と
り
の
こ
ほ
り
の
せ
き
に
と
ち
ら
れ
て
た
ま
え
の
や
と
を
あ
れ
や
し
ぬ
ら
ん
 

496み
や
ま
木
を
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
に
こ
■り
つ
み
て
さ
む
さ
を
こ
ふ
る
を
の
、
す
み
や
き
 

賀
部

屛
風
の
袅
に
人
の
い
爰
あ
り
松
に
つ
る
ゐ
た
り
女
な
か
め
て
ゐ
た
る
と
こ
ろ
を
読
る
 

紀
貫
之
 

44わ
か
や
と
の
ま
つ
の
こ
す
^
に
す
む
つ
る
は
ち
よ
の
ゆ
か
り
と
お
も
ふ
へ
ら
な
り

法
成
寺
太
政
大
臣
家
哥
合
に
水
辺
松
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
 

大

江

響

 

45き
み
か
世
の
た
め
し
に
た
て
る
松
葉
に
い
く
た
ひ
み
つ
の
す
ま
ん
と
す
ら
ん

河
原
院
哥
合
松
臨
池
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
 

恵
慶
法
師
 

452た

れ

に

と

か

い

け

の

こ

、

ろ

も

を

も

ふ

ら

ん

そ

こ

に

ぅ

つ

れ

る

ま

つ

の

ち

と

せ

を

題
不
知
 

紀
貫
之

453ち

よ

ま

て

の

ゆ

か

り

に

し

あ

れ

は

ま

つ

か

せ

に

た

く

ひ

て

た

つ

の

こ

袅

き

こ

ゆ

な

り

祝
の
心
を
読
る
 

紀
貫
之



463
V'く

よ

へ

し

い

そ

へ

の

ま

つ

も

む

か

し

よ

り

ち

り

よ

る

な

み
や
か

す

を

し

る

ら

ん

大
蔵
卿
匡
房

468き
み
か
よ
は
か
き
り
も
あ
ら
し
御
笠
山
み
ね
に
あ
さ
ひ
の
さ
、
ん

か

き

り

は

(

346)

(園
林
本
•
岡
田
本
•
宣
秀
本
.
続
類
従
本
に
欠
く
) 

以
上
が
、
初
度
本
か
ら
切
出
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。
諸
本
間
の
異
同
を
ま
と
め
る
と

㈠岡

田

本

•
園

林

本

8

系

本

と

し

て

伝

光

広

本

.
押

小

路

家

旧

蔵

本

を

含

む

)

は

公

夏

両

本

に

対

し

、

116長

実

歌

.
125良

暹

法

師

歌

.158節

 

信

歌

•

3T1仲
〔伊
〕
家

歌

.

429三

宫

歌
•
■
匡
房
歌
の
六
首
が
相
違
し
、
総
計
ー
ー
〇
首
が
切
出
さ
れ
て
い
る
。

㈡宣

秀

本

•
続
類
従
本
は
 

同
様
に
公
夏
本
に
対
し
、

371仲
〔伊
〕
家

歌

.

猢匡
房
歌
の
ニ
首
相
違
し
、

こ
の
点
岡
田
.
園
林
本
と
ー
致
し
て
、
総
計
ー
〇
六
首
。
©
公
 

夏
両
本
は
前
の
四
本
と
は
別
に

216忠

兼

歌

.
353行

家

歌

.
_
俊

頼

歌

の

三

首

が

見

出

さ

れ

、

総

計

ー

〇

七

首

が

切

出

さ

れ

て

い

る

。

初

度

 

本
卷
五
迄
の
春
部
一
三
九
首
(巻
末
補
写
一
首
を
除
く
)、
夏
部
九
ニ
首
、
秋
部
一
四
七
首
(巻
末
補
写
ニ
首
を
除
く
)
、
冬
部
六
一
首
(
巻
末
補
 

写
ニ
首
を
除
く
)、
賀
部
三
一
首
(
巻
末
補
写
三
首
を
除
く
)
丨
四
七
〇
首
の
な
か
か
ら
 
一
◦
六
首
〜
一
一
〇
首
の
多
き
に
わ
た
る
切
捨
が
行
な
 

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
三
代
集
歌
人
の
歌
が
ほ
ぼ
半
数
に
近
い
の
は
白
河
院
の
尊
旨
に
沿
っ
て
の
切
継
で
あ
ろ
う
が
、
す
で
に
、

こ
の
 

段
階
に
於
て
金
葉
和
歌
集
は
面
目
を
一
新
す
る
過
程
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
初
度
本
か
ら
こ
の
段
階
に
至
る
の
間
に
は
種
々
多
く
の
問
題
 

を
残
す
が
、
当
面
の
問
題
と
し
て
前
記
伝
本
の
お
か
れ
た
位
置
を
示
す
た
め
に
そ
の
変
移
の
過
程
を
例
示
し
た
ま
で
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、
宣

秀

本

•
園
林
本
は
共
通
す
る
ニ
首
を
持
つ
が
、
公
夏
本
は
三
首
共
に
前
者
と
相
違
す
る
こ
と
で
 

あ
る
。

そ
れ
は
公
夏
本
の
独
自
性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
そ
れ
と
共
に
、

こ
の
棄
却
さ
れ
た
歌
の
中
で
所
謂
二
度
本
に
於
て
 

再
録
さ
れ
た
歌
に
つ
い
て
で
あ
る
。
数
は
尠
く
な
い
が
、
印
伊
通
歌
(
国
歌
大
観
番
号
(
72)、
以
下
同
)、

116長
実
歌
(
82)
、

125良
暹
法
師
歌
 

(§
§
)、

131盛
致
歌
(

s
、

158節
信
歌
(

112

x

345伊
家
歌
 
S

X
35B行
家
歌
(

256)
、

BT1仲
〔
伊
〕
実
歌
(

263)
、

429三
官
歌
(

316)
、

榀匡
房
歌
(

3«)

ニ
ニ



二

三

の
十
首
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
戡
く
と
も
、

こ
の
十
首
は
一
旦
切
出
さ
れ
、
更
に
あ
ら
た
め
て
流
布
本
の
段
階
で
再
び
採
録
さ
れ
た
も
 

の
と
み
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
も
ー
諸
本
共
通
す
る
三
首
、
伊

通

歌

•
盛

致

歌

•
伊
家
歌
は
別
に
し
て
ー
そ
の
十
首
の
う
ち
六
首
は
 

園

林

•
岡
田
本
で
あ
り
、
宣

秀

本

•
続
類
従
本
の
ニ
首
は
前
者
と
共
通
し
、
公
夏
本
は
僅
か
一
首
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
例
か
ら
、 

切
継
の
過
程
を
想
定
す
る
と
、

S

公
夏
本

丄宣
秀
本

丄園
林
本

丄流
布
本
の
経
過
か
、
或
は
：§
:
公
夏
本

丄園
林
本

丄宣
秀
本

丄流
布
本
、 

㈧園
林
本

i宣
秀
本
丨
公
夏
本

丄流
布
本
、
或
は

㈡宣
秀
本

丄園
林
本

丄公
夏
本

丄流
布
本
の
四
通
の
仮
定
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
 

で
は
簡
単
に
結
論
の
み
述
べ
る
と
、

㈧
の
仮
定
が
比
較
的
自
然
な
経
過
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
初
度
本
か
ら
、
思
 

い
き
っ
た
改
変
が
施
さ
れ
た
な
か
に
、
園
林
本
系
の
六
首
が
含
ま
れ
、
宣
秀
本
系
に
於
て
四
首
復
活
し
、
更
に
公
夏
本
系
に
於
て
、
そ
の
 

六
首
が
も
と
に
復
し
、
別
な
一
首
が
切
り
棄
て
ら
れ
て
、
流
布
本
に
至
り
十
首
す
べ
て
が
再
録
さ
れ
る
と
い
う
順
次
的
な
経
過
で
は
な
い
 

か
と
。
可
能
性
か
ら
云
ぇ
ば

(̂ )の
仮
定
は
当
然
考
盧
さ
れ
る
。
即
ち
公
夏
本
系
の
み
の
ー
首
及
び
共
通
の
三
首
が
切
出
さ
れ
、
宣
秀
本
に
 

於
て
前
者
の
一
首
が
復
活
し
、
別
の
ニ
首
が
切
出
さ
れ
、
更
に
、
園
林
本
系
に
於
て
、
宣
秀
本
三
首
を
含
む
六
首
が
切
出
さ
れ
た
と
す
る
 

推
定
で
あ
る
。
が
次
の
流
布
本
に
至
っ
て
、
以
上
六
首
に
、
諸
本
共
通
の
三
首
が
一
挙
に
復
活
す
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
自
然
な
経
過
 

と
は
思
わ
れ
な
い
。

㈧
の
場
合
の
よ
う
に
、
徹
底
的
な
改
変
の
際
の
こ
の
六
首
の
切
棄
て
と
は
事
情
が
自
ず
か
ら
異
な
る
と
思
わ
れ
る
の
 

で
あ
る
。
寧
ろ
再
録
の
過
程
は
順
次
的
な
推
移
で
あ
っ
た
と
。

続
い
て
、

こ
の
系
類
の
諸
本
に
於
て
新
た
に
撰
入
し
た
歌
を
掲
出
す
る
と
 

春
部

堀
川
院
の
御
時
百
首
歌
め
し
け
る
に
春
た
つ
心
を
つ
か
う
ま
つ
れ
る
 

修
理
大
夫
顕
季
 

う
ち
な
ひ
き
春
は
き
に
け
り
山
川
の
岩
ま
の
氷
け
ふ
や
と
く
覧
(
1
)



庭
も
せ
に
引
つ
ら
な
れ
る
も
ろ
人
の
立
ゐ
る
け
ふ
や
千
世
の
は
つ
春

春
た
ち
て
こ
す
袅
に
き
え
ぬ
白
雪
は
ま
た
き
に
さ
け
る
花
か
と
そ
み
る
(
2
)

つ

ら

、
ゐ
し
ほ
そ
谷
川
の
と
け
ゆ

く

は
み
な
か
み
よ
り
や
春
は
た
つ
覧
(
4
)
 

百
首
歌
の
中
に
は
つ
春
の
心
を
人
に
か
は
り
て
よ
め
る
 

春
の
く
る
夜
の
ま
の
風
の
い
か
な
れ
は
け
さ
吹
に
し
も
氷
と
く
覧
(
5
)

は
つ
春
の
心
を
よ
め
る

い
つ
し
か
と
春
の
し
る
へ
に
た
つ
物
は
あ
し
た
の
原
の
霞
な
り
け
り
(
6
)
 

春
の
は
し
め
の
心
を
よ
め
る

い
つ
し
か
と
明
行
空
の
か
す
め
る
は
あ
ま
の
戸
よ
り
や
春
は
た
つ
覧
(
3
)

い
つ
し
か
と
.す
^
の
松
山
か
す
み
あ
ひ
て
浪
と
、
も
に
や
春
は
こ
ゆ
覧
 

梅
花
散
水
と
い
へ
る
事
を
よ
み
侍
け
る
 

ち
る
花
は
水
の
岩
間
に
よ
と
む
と
も
香
は
な
か
れ
て
や
せ
、
に
と
ま
ら
ん
 

梅
花
を
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

春
宮
大
夫
公
実

皇
后
官
肥
後

前
斎
宫
内
侍

太
宰
大
武
長
実

藤
原
頭
仲
朝
臣

源
俊
頼
朝
臣

源
俊
頼
朝
臣

源
忠
季

一
二
三



か
き
り
あ
り
て
ち
り
は
は
つ
と
も
梅
花
香
を
は
こ
す
&
に

の

こ

せ

そ

と

思

(
21

)

百
首
歌
の
中
に
若
菜
の
心
を
よ
め
る

か

す

か

の

、
雪
を
わ
か
な
に
つ
み
そ
へ
て
け
ふ
さ
へ
袖
の
し
ほ
れ
ぬ
る
か
な
 

子
日
の
心
を
よ
め
る

春
か
す
み
た
ち
か
く
せ
と
.も
ひ
め
小
松
ひ
く
ま
の
野
へ
に
我
は
き
に
け
り
(

23)

深
山
花
を

峯

つ

、
き
に
ほ
ふ
さ
く
ら
を
し
る
へ
に
て
し
ら
ぬ
山
ち
に
か
、
り

ぬ

る

か

な

(

47) 

山
花
留

人

と

V

へ
る
こ
と
を
よ
め
る

お

の

、
え
は
木
の
も
と
に
て
や
く
ち
な
ま
し
春
に
か
き
ら
ぬ
さ
く
ら
な
り
せ
は
(

54)

吉
野
山
峯
に
た
な
ひ
く
白
雲
と
み
ゆ
る
は
花
の
こ
す
兔
成
け
り
(

58)

白
川
の
花
さ
か
り
な
り
と
_

て
人
~
^
具
し
て
見
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
さ
か
り
過
て
 

ち
り
け
る
を
み
て
よ
め
る

身
に
か
へ
て
お
し
む
に
と
ま
る
花
な
ら
は
け
ふ
や
我
世
の
か
き
り
な
ら
ま
し
(
三
奏
本
N
) 

落
花
の
心
を
よ
め
る

山
あ
ら
し
岑
こ
す
風
に
ち
る
花
を
空

ゆ

く
浪
と
お
も
ひ
け
る
哉
 

新
院
の
北
面
に
て
残
花
薫
風
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

ニ
一
四
 

源
俊
頼
朝
臣
 

大
蔵
卿
匡
房
 

摂
政
左
大
臣
 

大
中
臣
公
長
朝
臣
 

藤
原
忠
隆

源
俊
頼
朝
臣
 

源
俊
頼
朝
臣
 

中
納
言
雅
定



ち
り
は
て
ぬ
花
の
あ
り
か
を
し
ら
す
れ
は
い
と
ひ
し
風
そ
け
ふ
は
ぅ
れ
し
き
(
74
)

前
斎
院
に
て
水
上
落
花
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る 

平
忠
盛
朝
臣 

水
の
お
も
に
ち
り
み
ち
に
け
り
さ
く
ら
花
何
を
か
池
の
し
る
し
に
は
せ
ん

奈

良

に

て

人

*
^
百
首
歌
よ
み
け
る
に
さ
わ
ら
ひ
の
心
を
よ
め
る 

権
僧
正
永
縁 

山
里
は
野
へ
の
さ
わ
ら
ひ
も
え
出
る
お
り
に
の
み
こ
そ
人
は
み
え
け
れ
(
75
)

中
納
言
雅
定

の

こ

り

な

く

暮

行

春

を

お

し

む

と

て

こ

、

ろ

を

さ

へ

に

つ

く

し

つ

る

か

な
(
95
)

(
但
し
こ

の

歌
、
初
度
本
の
巻
尾
に
後
人
の
補
写
す
る

歌 

で

あ

る

。
)

夏
部

大
中
臣
実
長

ぅ
の
は
な
の
青
葉
も
み
え
す
さ
き
ぬ
れ
は
雪
に
は
名
の
み
か
は
る
成
け
り
(
110
)

源
俊
頼
朝
臣

時

鳥
こ

^
ま
ち
つ
け

て

き

く
ほ
と
や

人
に
我
身
の
う

ら

や

ま

る

らむ

(
天
文
四
年
写
公
夏
本
に
欠
く
)源

俊
頼
朝
臣

ま
た
す
て
ふ
我
名
は
た
て
し
時
鳥
な
き
お
こ
し
つ
と
人
に
か
た
る
な

た
ま
さ
か
に
と
ふ
ひ
の
杜
の
こ
す
系
よ
り
な
の
り
て
過
る
ほ
と
、
き
す
か
な

源
忠
季 

ニ
ー
五



ニ H

源
俊
頼
朝
臣

な
き
つ
と
も
た
れ
に
か
い
は
ん
郭
公
影
よ
り
外
に
人
し
な
け
れ
は

俊
頼
朝
臣

五
月
雨
は
軒
の
し
つ
く
の
つ
く
く
と
ふ
り
つ
む
物
は
日
数
な
り
け
り 

秋
部

野
草
帯
露
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る 

太
宰
大
武
長
実 

ま
く
す
は
ふ
あ
た
の
お
ほ
の
、
白
露
を
吹
な
は
ら
ひ
そ
秋
の
は
つ
風
(
166
)

待
草
花
心
を 

皇
后
宮
美
濃 

藤
は
か
ま
は
や
ほ
こ
ろ
ひ
て
に
ほ
は
な
ん
秋
の
は
つ
か
せ
ふ
き
た
、
す

と

も

(
167
)

内
大
臣

か

き

り

あ

り

てわ

か

る

、
時
も

七
夕
の
な
み
た
の
色
は
か
は

ら

さ

り

け

り(
174
)

源
俊
頼
朝
臣

帰
る
さ
は
あ
さ
せ
も
あ
ら
し
天
川
あ
か
ぬ
涙
に
水
し
ま
さ
ら
は
(m

)
(
園

林

.
岡

田

•
九

大

•
続
群
本
に
欠
く
) 

月
を
よ
め
る 

皇
后
宮
肥
後 

月
を
み
て
思
ふ
こ
、
ろ
の
ま
、
な
ら
は
行袅

も
し
ら
す
あ
く
か
れ
な
ま
し
(
200
)

人
の
許
に
ま
か
り
て
物
申
け
る
程
に
月
の
入
を
み
て
よ
め
る 

源
師
俊

朝
臣 

い
か
に
し
て
し
か
ら
み
か
け
ん
あ
ま
の
乃
な
か
る
、
月

や

し

は

し

よ

と

む

と

(
201
)



摂
政
左
大
臣
家
に
て
山
月
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

み
わ
の
山
杉
ま
も
り
く
る
影
み
れ
は
月
こ
そ
秋
の
し
る
し
な
り
け
れ 

月
を
よ
め
る

な
か
む
れ
は
ふ
け
行
ま
、
に
雲
晴
て
空
も
の
と
か
に
す
め
る
月
か
な
(
218
)

む
ら
雲
や
月
の
く
ま
を
は
の
こ
ふ
ら
ん
は
れ
行
ま
、
に

て

り

ま

さ

る

哉

(
218
) 

月
前
落
葉
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

あ
ら
し
を
や
葉
守
の
神
も
た
、
る
覧
月
に
紅
葉
の
手
向
し
つ
れ
は
(
280
)

深
夜
聞
鹿
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

夜
は
に
な
く
こ袅

に
心
そ
あ
く
か
る
、
我

身

は

し

か

の

妻

な

ら

ね

と

も

(
237
) 

野
草
帯
露
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

白
露
と
人
は
い
へ
と
も
野
へ
み
れ
は
を
く
花
こ
と
に
色
そ
か
は
れ
る
(
241
) 

女
郎
花
を
よ
め
る

し
ら
露
や
こ
、
ろ
を
く
覧
女
郎
花
色
め
く
野
へ
に
人
力
よ
ふ
と
て
(
24
)

さ

、
か
に
の
糸
に
か
、
れ
る
藤
は
か
ま
た
れ
を
ぬ
し
と
て
人
の
か
る
ら
ん 

太
皇
大
后
宮
の
扇
合
に
人
に
か
は
り
て
紅
葉
の
、0
を
よ
め
る

藤
原
親
隆

藤
原
忠
隆

源
俊
頼
朝
臣

源
俊
頼
朝
臣

内
大
臣
家
越
後

皇
后
宮
肥
後

藤
原
顕辅

朝
臣

源
俊
賴
朝
臣

源
俊
頼
朝
臣 

ニ
ー
七



ニ
ー
八

を
と
は
山
紅
葉
ち
る
ら
し
相
坂
の
関
の
を
川
に
に
し
き
を
り
か
く 

(
262
)

摂
政
左
大
臣
家
に
て
落
葉
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣 

あ
ら
し
山
葉
守
の
神
も
た
、
る
ら
ん
月
に
紅
葉
の
手
向
し
つ
れ
は
(
園
林
本
•
岡
田
本
に
見
え
る
が
、

こ
の
歌
、
両
本
さ
き
に
、
月
前
落
葉 

を

源

俊
頼
朝

臣

嵐
に
や
葉
守
の
神
の
た
、
る
ら
ん
月
に
も
み
ち
の
手
向
し
つ
れ
は
、
と

あ

り

、
処
を
違
え
て
同
歌
を
重
複
収
録
し
た
も

の

と
思 

わ
れ
る
。
前
掲
の
(
230

)
の
歌
と
同
歌
で
あ

る

故
、
こ

'
> 

に

は除
く
べ
く
も
、
参
考
ま
で
に
誌
し
た
。
)

源
師
俊
朝
臣

草
の
は
に
は
か
な
く
き
ゆ
る
露
を
し
も
形
見
に
を
き
て
秋
の
行
ら
む
(
272
)

九
月
尽
に
大
井
に
ま
か
り
て
よ
め
る 

春宫

大
夫
公
実 

お
し
め
と
も
四
方
の
紅
葉
は
ち
り
は
て
、
と
な
せ
そ
秋
の
と
ま
り
な
り
け
る
(
加
)

(
但
し
右
二
首
、
初
度
本
の
巻
末
に
あ
る
後
人
の
補
写
に
見
ゆ
る
が
、
初
度
本
の
歌
と
は
別
に
し
て
考
え
る
べ
き
で

あ

ろ

う

。

)

冬
部

網
代
を
よ
め
る 

皇
后
宮
肥
後 

ひ
お
の
よ
る
河
せ
に
み
ゆ
る
網
代
木
は
た
つ
白
な
み
の
う
つ
に
や
有
覧
(
285
)

千
鳥
を
よ
め
る 

神
祇
伯
顕
仲 

風
は
や
み
と
し
ま
か
い
そ
を
さ
し
ま
つ
は
夕
波
千
鳥
た
ち
ゐ
鳴
也
(
289
)
(
園
林
本
に
よ
る
、
他
、
岡
田
本
•
宣
秀
本
.
続
類
従
本
に
あ
り
) 

水
鳥
を
よ
め
る 

源
家
時 

あ
ら
し
吹
よ
は
の
川
な
み
た
か
け
れ
は
う
き
ね
の
駕
も
夢
さ
め
に
け
り



源
俊
頼
朝
臣

皇
后
宮
権
大
夫
師
時

題
不
知 

源
俊
頼
朝
臣

雪
ふ
れ
は
谷
の
か
け
橋
ぅ
つ
も
れ
て
こ
す
灸
そ
冬
の
山
ち
な
り
け
る 

雪
の
歌
と
て
よ
め
る

衣
て
の
さ
え
行
ま
、
に
し
も
と
ゆ
ふ
か
つ
ら
き
山
に
雪
は
ふ
り
つ
、

(
807
)

炭
か
ま
を
よ
め
る

す
み
か
ま
に
た
つ
煙
さ
へ
を
の
山
は
雪
け
の
雲
と
み
ゆ
る
成
け
り
(
309
)

選
子
内
親
王
い
つ
き
に
お
は
し
ま
し
け
る
比
雪
ふ
り
た
り
け
る
に
月
の
あ
か
、
り
け
る
夜
ま
い
り
て
女
房
達
を
尋
ね
け
る
に 

ね
た
り
け
る
に
や
月
も
見
さ
り
け
れ
は
殿
上
の
み
す
に
む
す
ひ
つ
け
て
侍
け
る 

藤
原
兼
房
朝
臣

か
き
く
ら
し
雨
ふ
る
よ
は
や
い
か
な
ら
ん
月
と
雪
と
は
か
ひ
な
か
り
け
り
(
312
)

神
楽
の
心
を
よ
め
る

神
か
き
の
御
室
の
山
に
霜
ふ
れ
は
ゆ
ふ
し
て
か
け
ぬ
さ
か
木
葉
そ
な
き
(
315
)

水
鳥
を
よ
め
る

中

く

に

霜

の

ぅ

は

き

を

か

さ

ね

て

や

鴛

の

毛

衣

さ

え

ま

さ

る

覧

(
31T
)

依
花
待
春
と
い
ふ
こ

と

を
 

内
大
臣

な
に
と
な
く
年
の
く
る
、
は
お
し
け
れ
と
花
の
ゆ
か
り
に
春
を
待
か
な
(
820
)
(
こ
の
歌
、
初
度
本
の
巻
末
に
あ
る
例
の
補
写
)

中
納
言
国
信

な
に
事
を
ま
つ
と
は
な
し
に
明
く
れ
て
こ
と
し
も
け
ふ
に
な
り
に
け
る
か
な
(
325
)
(
こ
の
歌
、
初
度
本
の
巻
末
に
あ
る
例
の
補
写
)

ニ
ー
九

皇
后
宮
権
大
夫
師
時

前
斎
院
六
条



花
契
遐
年
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る 

源
師
俊
朝
臣 

よ
ろ
つ
代
と
さ
し
て
も
い
は
し
さ
く
ら
花
か
さ
、
ん
春
し
か
き
り
な
け
れ
は
(
380
)
(
こ
の
歌
、
初
度
本
の
巻
末
に
あ
る
例
の
補
写
)

百
首
歌
の
中
に
祝
の
心
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣 

君
か
世
は
松
の
う
は
葉
に
を
く
露
の
つ
も
り
て
四
も
の
海
と
な
る
ま
て
(
882
)
(
こ
の
歌
、
初
度
本
の
巻
末
に
あ
る
例
の
補
写
)

源
俊
頼
朝
臣

お
ち
た
き
つ
八
十
う
ち
川
の
は
や
き
せ
に
岩
こ
す
波
は
千
世
の
数
か
も 

松
上
雪
を
よ
め
る 

源
頼
家
朝
臣 

よ
ろ
つ
代
の
た
め
し
と
み
ゆ
る
松
の
う
へ
に
雪
さ
へ
つ
も
る
年
に
も
あ
る
哉
(
358
)

前
斎
宮
伊
勢
に
お
は
し
ま
し
け
る
比
石
な
と
り
の
石
あ
は
せ
と
い
へ
る
事
を
せ
さ
せ
給
け
る
に
祝
の
心
を
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

く

も

り

な

く

と

よ

さ
か
の
ほ
る
朝
日
に
は
君
そ
つ
か
へ
ん
よ
ろ
つ
世
ま
て
に
(
354

)
(
こ
の
歌
、
初
度
本
の
巻
末
に
あ
る
例
の
補
写
)

と
あ
り
、
各
本
間
に
は
註
記
し
た
如
く
僅
か 

一
*

一
例
の
相
違
は
あ
る
が
、

ほ
ぼ
六
十
首
前
後
の
継
入
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

そ
の
内
訳
は
、
春
部
二
十
一
首
、
夏

部

六

首

(
天
文
四
年
公
夏
筆
本
一
首
欠
)
、

秋

部

十

七

首

(
宣

秀

•
続
類
従
.
園

林

.
岡
田
本
一
首
欠
、
又
園 

林

.
岡
田
本
重
複
歌
一
首
あ
り
。
)
、
冬

部

十

一

首

(
公
夏
両
本
一
首
欠
)
、
賀
部
五
首
で
あ
る
。
初
奏
本
か
ら
の
切
出
し
に
較
べ
、
約
五
十
首
ほ 

ど
尠
く
な
っ
て
は
い
る
が
三
代
集
の
著
名
な
作
者
を
す
べ
て
除
去
し
て
の
上
で
あ
れ
ば
相
当
な
改
修
が
施
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
 

そ
し
て
、
新
た
な
撰
入
歌
は
当
代
の
歌
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、

い
わ
ば
白
河
院
を
囲
繞
す
る
歌
壇
的
な
結
集
の
機
運
が
か
な
り
あ
ら
わ



に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
(
こ
の
金
葉
和
歌i

ハ
集
過
程
と
院
政
歌
壇
の
問
題
は
別
に
稿
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
に
す
る
。
〕
と
も
か
く
も
、
 

こ
の
途
次
に
於
け
る
歌
員
の
切
継
は
き
わ
だ
た
し
い
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
従
来
の
勅
撰
集
編
纂
の
形
式
を
ー
そ
の
間
の
事
情
の
如
何
に 

せ

よ

ー

！
sWK

上
脱
け
出
よ
う
と
す
る
傾
向
が
、

こ
の
段
階
に
於
て
瀝
然
と
な
っ
て
表
面
化
し
、

二
度
本
精
撰
本
へ
と
引
継
が
れ
て
ゆ
く
の 

で
あ
る
が
、

こ
の
破
格
な
撰
述
態
度
に
は
ー
い
ず
れ
三
奏
本
に
於
て
再
び
崩
れ
去
る
に
せ
よ
ー
撰
者
の
意
気
込
み
と
刻
意
の
あ
と
が
そ
こ 

に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
右
に
掲
出
し
た
撰
入
歌
は
、
或

い

は

院

の

「
御
覚
へ
の
人
」

へ
の
考
慮
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な
背
後
関 

係
は
想
像
す
る
に
余
り
あ
ろ
う
が
、

ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
は
撰
者
自
身
の
細
心
な
銓
考
を
経
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
金
葉
集 

は
こ
の
段
階
に
於
て
画
期
的
な
機
運
の
も
と
に
新
た
な
時
期
を
迎
え
た
と
い
え
る
。
が
同
時
に
、

こ
の
段
階
は
猶
低
迷
す
る
草
案
の
一
時 

期
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
切
継
.の
あ
と
か
らI

例
え
'は
撰
者
自
身
の
歌
を
み
る
に
初
度
本
か
ら
十
数
首
切
出
し
、
屈
歌
二
十
首
近
き
を 

自
撰
し
、
更
に
精
撰
本
に
於
て
略
々
半
数
を
棄
却
す
る
が
如
き
一
例
か
ら
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
歌
に
よ
っ
て
は
ニ
転
三
転
す
る
経
過 

を
た
ど
る
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

こ
の
機
運
が
一
応
の
完
成
を
み
る
の
は
、

二
度
本
精
撰
本
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
が 

し
か
し
、

こ
の
系
類
を
生
む
過
程
に
こ
そ
、
本
集
の
期
を
画
す
る
撰
集
方
向
が
.開
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

煩
縷
に
例
示
を
し
た
理
由
の
一 

半
は
そ
こ
に
あ
る
。

八

雲

御

抄

にni

ー
ヶ
度
撰
改
。

以，一

第
二
度
一
流
布
。
多
近
世
人
。
但
六
帖
并
道
済
相
模
歌
等
入K
之
云
々
」

と
誌
す
よ
う
に
、

二
度
本
に 

於
て
も
必
ず
し
も
当
代
の
作
者
に
か
ぎ
ら
ず
、
道
済
の
如
き
拾
遺
の
作
者
を
な
お
含

む

が

(
冬
部
に
一
首
)
、

と
も
か
く
も
、

こ
の
続
群
書 

類
従
初
度
本
系
類
に
於
て
、
金
葉
集
は
編
纂
の
基
本
的
な
大
綱
—

三
代
集
の
作
者
を
切
棄
て
、
当
代
の
作
者
を
中
心
に
撰
集
す
る
方
針
— 

は
定
ま
り
、

二
度
本
に
と
更
に
修
正
が
施
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
初
度
本
が
巻
五
迄
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
巻
六
以
下
の
相
互 

の
変
遷
過
程
は
迎
る
ベ
く
も
な
い
が
、
恐
ら
く
同
様
な
経
過
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。



ニ
ニ
ニ

さ
て
、

こ
の
よ
う
な
編
集
途
上
に
あ
る
続
群
書
類
従
本
系
で
あ
る
が
、

さ
き
に
諸
本
解
題
で
述
べ
た
如
く
、
諸
本
間
相
互
に
は
、
猶
か 

な
り
の
異
同
を
と
ど
め
て
い
る
。
記
述
は
重
複
す
る
点
も
あ
る
が
、
次
に
歌
員
の
異
同
を
一
括
し
て
、
諸
本
の
成
立
関
係
に
就
い
て
言
及 

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
伝

烏

丸

光

広

本

•
押
小
路
家
本
は
未
見
で
あ
る
の
で
、
以
下
は
六
本
を
対
称
と
す
る
。
(
掲
出
歌
は
註
記
せ
る
も
の
以 

外
は
、
奥
書
の
な
い
橋
本
公
夏
本
本
文
で
あ
る
。
歌
尾
に
附
し
た
番
号
は
例
の
如
く
国
歌
大
観
番
号
で
あ
る
。
)

卷
ー
春
部

お
な
し
心
を
よ
め
る 

太
宰
大
武
長
実 

春

ふ

か

み

神

な

ひ

河

に

影

み

え

て

う

つ

ろ

ひ

に

け

り

山

ふ

き

の

花(
S3

)

園

林

.
岡
田
本
ナ
シ 

紫
藤
蔵
松
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る 

良
暹
法
し 

松
風
の
を
と
せ
さ
り
せ
は
藤
な
み
を
な
に
、
か

、
れ
る
花
と
し
ら
ま
し 

(
88
)

園
林
.
岡
田
本
ナ
シ 

卷
ニ
夏
部

尋
郭
公
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る 

藤
原
節
信 

け
ふ
も
又
尋
ね
く
ら
し
つ
ほ
と
、
き

す

い

か

て

き

く

へ

き

初

音

な

る

ら

む

(
112
)

園

林

.
岡
田
本
ナ
シ

源
俊
頼
朝
臣

時

鳥

こ

兔

ま

ち

つ

け

て

き

く

ほ

と

や

人

に

我

身

の

う

ら

や

ま

る

ら

む

(114
) 

ノ
次
天
文
四
年
公
夏
筆
本
ナ
シ

藤
原
忠
季

と
も
し
す
と
山
は
し
つ
く
に
そ
ほ
ち
つ
、
尾

上

に

よ

を

も

あ

か

し

つ

る

哉

(
園
林
本
)
(
156
) 

ノ
次
公
夏
両
本
ナ
シ



〔続
群
書
類
従
本
は
藤
原
基
俊
歌
「
夏
の
夜
の
月
ま
つ
ほ
と
の
云
々
」
よ
り
藤
原
季
通
歌
「
け
ふ
く
れ
は
あ
さ
の
た
ち
枝
に
云
々
」

ま
で
夏
部
に
四 

首
欠
漏
、
次
の
秋
部
冒
頭
歌
春宫

大
夫
公
実
の
「
と
こ
と
は
に
ふ
く
夕
暮
の
云
々
」
よ
り
皇
后
宮
美
濃
歌
「
藤
は
か
ま
は
や
ほ
こ
ろ
ひ
て
云
々
」

ま 

で
三
首
欠
漏
あ
り
〕

卷
三
秋
部

源
俊
頼
朝
臣

帰

る

さ

は

あ

さ

せ

も

あ

ら

し

天

川

あ

か

ぬ

涙

に

水

し

ま

さ

ら

は

(m

)

園

林

.
岡

田

.
宣

秀

•
続
類
従
本
ナ
シ 

〔
続
群
書
類
従
本
は
藤
原
行
盛
歌
「
山
ふ
か
み
と
ふ
人
も

な

き

云
々
」
よ

り

顕
仲
卿
女
歌
「
も

ろ

と

も

に草
は
の
露
の
云
々
」
迄
七
首
と
次
の
「
翫 

明
月
と
い
ふ
こ
と
を
前
中
納
言
伊
房
」
の
詞
書
.
作
者
名
を
欠
漏
す
る

〕

〔続
群
書
類
従
本
、
大
納
言
経
信
歌
「
こ
よ
ひ
わ
れ
か

つ

ら

の
里
に
云
々
」
よ
り
参

議

師

頼

歌
「

い

に

し

へ

の

な

に

は

の

事
を
云
々
」
ま

で

八
首
欠 

漏
ぁ
り
〕 

藤
原
行
家
朝
臣 

河

霧
の
立
こ

め

つ
れ
は
高
瀬
舟
分
行
さ

ほ

の

音

のみ
そ
す
る

(
園
林
本
)
(
256

)

公
夏
両
本
ナ

シ

紅
葉
の
心
を
よ
め
る 

藤
原
伊
家 

谷

川

に

し

か

ら

み

か

け

よ

龍

田

ひ

め

岑

の

も

み

ち

に

あ

ら

し

ふ

く

な

り

(
263

)

園

林

.
岡

田

.
宣

秀

•
続
類
従
本
ナ
シ 

摂
政
左
大
臣
家
に
て
落
葉
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣 

あ
ら
し
山
葉
守
の
神
も
た
、
る

ら

ん

月

に

紅

葉

の

手

向

し

つ

れ

は

(園
林
本
)
(
266
) 

ノ

次

(
園

林

.
岡
田
本
に
こ
の
歌
あ
る
も
、

(
230
 ヾ

に
詞
書
*
語
句
を
相
違
す
る
が
、
同
歌
は
こ
の
両
本
ほ
か
四
本
に
も
あ
り
)

一
三
三



ニ
ニ
四

卷
四
冬
部

千
鳥
を
よ
め
る 

神

，氏

伯

頃

中
 

風

は

や

み

と

し

ま

か

い

そ

を

さ

し

ま

つ

は

夕

波

千

鳥

た

ち

ゐ

鳴

也

(
園
林
本
)
(
289

)

公
夏
両
本
ナ
シ 

百
首
哥
中
に
霜
を 

源
俊
頼
朝
臣 

す
み
よ
し
の
ち
き
の
か
た
そ
き
ゆ
き
も
あ
は
て
霜
置
ま

と

ふ

冬

は

き

に

け

り

(
園
林
本
)
(
289

) 

ノ
次
公
夏
両
本
ナ
シ 

水
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣 

(
(292
) 

ノ
次
に
、
園

林

.
岡
田
本
こ
の
詞
書
.
作
者
名
あ
る
も
歌
な
し
。
他
四
本
な
し
)

水
を
よ
ま
せ
給
へ
る 

三
宮 

つ
な
か
ね
と
な
か
れ
も
や
ら
す
た
か
せ
舟
む
す
ふ
水
の
と
け
ぬ
か
き
り
は
(
315
)

園

林

.
岡
田
本
ナ
シ 

卷
五
賀
部

大
蔵
卿
匡
房

君
か
世
は
か
き
り
も
あ
ら
し
三
笠
山
峯
の
朝
日
の
さ
、
ん

か

き

り

は

(
346
)

園

林

.
岡

田

.
宣

秀

.
続
類
従
本
ナ
シ

巻
六
別
離
部

返
し 

東
宮
大
夫
公
実 

朝

日

と

も

月

と

もわ
か
す
つ
か
の
ま
も
君
を
忘
る
、
時

し

な

け

れ

は

(
370
)

園

林

.
岡
田

本
ナ
シ 

卷
八
恋
部
下

〔続
群
書
類
従
本
は
中
納
言
雅
定
歌
「
逢
事
を
こ
よ
ひ
と
思
は
、
云
々
」
よ
り
修
理
大
夫
顕
季
歌
「
わ
き
も
こ
か
こ袅

た
ち
聞
し
云
々
」
ま
で
七
首



脱
漏
す
る
〕

摂
政
左
大
臣
家
に
て
恋

歌

よ

み
け
る
に 

藤
原
親
隆
朝
臣 

し
ほ
た
る
、
伊

せ

お

の

あ

ま

の

袖

た

に

も

ほ

す

な

る

ひ

ま

は

あ

り

と

こ

そ

き

け

(
470
) 

ノ

次

園

林

.
岡

田

.
宣

秀

.
続
類
従
本
ナ
シ 

題

し
ら
す 

よ
み
人
し
ら
す 

あ

ふ

事

は

夢

は

か

り

に

て

や

み

に
し
を
さ
こ
そ
見
し
か
と
人
に
か
た
る
な
(
474
)

園

林

•
岡
田
本
ナ
シ 

物

思

ひ
侍
け
る
比
月

の

あ

か

、
り
け
る
夜
あ
か
さ
り
し
面
影
つ
ね
よ
り
も
た
へ
か
た
う
て
よ
め
る 

橘
俊
宗
女 

つ

れ

く

と

思

ひ
そ
出
る
見
し
人
を
あ
か
て
い
く
月
な
か
め
し
つ
ら
ん 

(
494
)

園

林

•
岡

田

.
直

秀

.
続
類
従
本
ナ
シ

題
不
知 

上
総
侍
従 

あ
さ
ま
し
く
涙
に
う
か
ふ
我

身

か

な

心

か

ろ

く

は

お

も

は

さ

り

し

を

(
495
)

園

林

.
岡
田
本
ナ
シ

〔
男
の
け
ふ
は
方
た
か
へ
に
物
へ
ま
か
る
と
申
た
り
け
れ
は
つ
か
は
し
け
る
君
こ
そ
は
一
夜
め
く
り
の
神
と
き
け
な
そ
あ
ふ
事
の
か
た
、
か
ふ
ら 

ん

(512
)
、
後
朝
恋
を
よ
め
る
藤
原
顕
輔
朝
臣
梓
弓
帰
る
あ
し
た
の
お
も
ひ
に
は
ひ
き
く
ら
ふ
へ
き
物
の
な
き
哉
(513
)
の
ニ
首
続
類
従
本
脱
漏 

あ

り

〕

〔
読
人
不
知
〕

う
と
ま
し
や
木
の
下
陰
の
わ
す
れ
水
い
く

ら

の

人

の

か

け

を

み

る

ら

む

(531
)

園

林

.
岡
田
本
ナ
シ 

恋
の
歌
と
て
よ
め
る 

春
宮
大
夫
公
実 

逄

事

は

ふ

な

人

よ

は

み

こ

く

舟

の

み

お

さ

か

の

ほ

る

心

ち

こ

そ

す

れ

(544
)

園

林

.
岡
田
本
ナ
シ 

俊
忠
卿
家
に
て
恋
歌
十
首
人
^
^
よ
み
け
る
に
お
と
し
め
て
あ
は
す
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

ニ
ニ W



ニ
ニ
六

〔
源
俊
頼
朝
臣
〕
(
流
布
本
ニ
ョ
ル
)

あ
や
し
き
も
う
れ
し
か
り
け
り
お
と
し
む
る
そ
の
こ
と
の
は
に
か
、
る
と
思
へ
は 

(
550

)

園

林

.
岡

田

.
宣

秀

.
続
類
従
本
ナ
シ

卷
九
雑
部
上

山
寺
に
月
の
あ
か
、
り
け
る
夜
経
の
た
う
と
き
を
聞
て
涙
の
お
ち
け
れ
は
よ
め
る 

平
康
定
女 

い
か
て
か
は
た
も
と
に
月
の
や
と
ら
ま
し
ひ
か
り
待
け
る
な
み
た
な
ら
す
は
(
572

)

園

林

.
岡

田

.
宣

秀

.
続
類
従
本
ナ
シ 

石
山
に
ま
い
り
け
る
に
大
津
に
と
ま
り
て
夜
ふ
け
て
き
、
け
れ
は
人
の
け
は
ひ
あ
ま
た
し
て
の
、
し
り
け
る
を
尋
ね
け
れ
は 

あ
や
し
の
し
つ
の
め
か
よ
ね
し
ら
け
侍
る
な
り
と
申
け
る
を
き
、
て
よ
め
る 

和
泉
式
部 

驚
の
ゐ
る
松
原
い
か

に

さ

は

く

覧

し

ら

け

は

う

た

て

里

と

よ

み

け

り

(
592

)

天
文
四
年
公
夏
筆
本
ナ
シ

御
返
し 

上
東
門
院
御
堂
女 

す
き
に
け
る
月
日
の
ほ
と
も
し
ら
れ
つ
、
こ

の

み

を

み

る

も

あ

は

れ

な

る

か

な

(
599

)

園

林

•
岡
田
本
ナ
シ 

殿
上
お
り
た
り
け
る
比
人
の
殿
上
し
け
る
を
き
、
て
よ
め
る 

源
行
宗
朝
臣 

う
ら
や

ま

し

雲

の

か

け

橋

た

ち

帰

り

ニ

た

ひ

の

ほ

る

道

を

し

ら

は

や

(
606
)

園

林

.
岡
田
本
ナ
シ

殿
上
ま
し
け
る
に
え
せ
さ
り
け
れ
は
よ
め
る 

平
忠
盛
朝
臣 

思

き

や

雲

井

の

月

を

よ

そ

に

み

て

心

の

や

み

に

ま

と

ふ

へ

し

と

は

(
哪
)

園

林

.
岡
田
本
ナ
シ

皇
后
宮
美
濃

よ

な

く

は

ま

と

ろ

ま

て

の

み

有

明

の

つ

き

せ

す

物

を

お

も

ふ

こ

ろ

か

な

(
621
)

宣

秀

.
続
類
従
本
ナ
シ

返
し 

賀
茂
成
助



住
吉
の

ま

つ

か

ひ

あ

り

て

今

日

よ

り

は

な

に

は

の

事

も

し

ら

す

は

か

り

そ

(
630

)
園

林

•
岡

田

•
宣

秀

.
続
類
従
本
ナ
シ 

卷
十
雑
部
下

返
し 

知
信
朝
臣

世

継

-一
ハ
此
贈
答
相
違
シ
タ
リ

虫

の

音

は

こ

の

秋

し

も

そ

鳴

ま

さ

る

わ

か

れ

ち

と

を

く

な

る

心

ち

し

て

(
猢
)
園

林

.
岡

田

.
宣

秀

.
続
類
従
本
ナ
シ 

衆
罪
如
霜
露
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る 

覚
誉
法
し 

つ
み
は
し
も
露
も
の
こ
ら
す
き
え
ぬ
ら
ん
な
か
き
夜
す
か
ら
く
ゆ
る
思
ひ
に
(
675
)
園

林

.
岡
田
本
ナ
シ 

龍
女
成
仏
を
よ
め
る 

勝

紹

〔
超
〕
法
師 

わ
た
つ
海
の
底
の
み
く
つ

と

み

し

物

を

い

か

て

か

空

の

月

と

み

る

ら

む

(
直
秀
本
)
(
619
)
公
夏
両
本
.
岡

田

.
園
林
本
ナ
シ 

醍
醐
の
釈
迦
会
に
花
の
ち
る
を
み
て
よ
め
る 

珍
海
法
師
母 

け

ふ

も

猶

お

し

み

や

せ
ま
し
法
の
た
め
ち
ら
す
花
そ
と
思
ひ
な
さ
す
は
(
687
)
園

林

•
岡
田
本
ナ
シ 

極
楽
を
お
も
ふ
と
い
へ
る
こ
と
を 

源
師
俊
朝
臣 

四
方
の
海
の
波
に
た
、
よ
ふ
み
く
つ
を
も
な
、

へ

の

網

に

ひ

き

な

も

ら

し

そ

(
咖
)
宣

秀

.
続
類
従
本
ナ
シ 

〔続
類
従
本
は
連
歌
部
に
、
(
70T
)
(现

)(
g

) 

(
710
)
の
四
首
を
脱
漏
す
る
〕

右

の

異

同

を

次

に

集

約

す

る

と

(
但
し
続
類
従
本
の
闕
落
部
分
は
宣
秀
本
系
か
ら
の
転
写
の
途
路
に
於
け
る
誤
脱
と
み
て
、
こ
の
場
合
無
視
す
る
)
、
 

次
の
如
く
に
な
る
。
即
ち

S

公
夏
筆
両
本
に
無
く
他
四
本
に
収
録
す
る
歌
—
忠
季
歌
(
(
156

)
ノ
次
)
•
行
家
歌S

)
.
神
祇
伯
顕
仲
歌
(
289

) 

•
俊
頼
歌
(
(
289

)
ノ
次
)
の
四



ニ
ニ
八

(P)
天
文
四
年
公
夏
筆
写
本
に
欠
き
他
五
本
に
収
録
す
る
歌
—
俊
頼
歌
(
(
114
)
ノ
次
)
•
和
泉
式
部
歌
(
592
)
の
ニ
首
。

㈧

宣

秀

本

•
続
類
従
本
両
本
に
無
く
他
四
本
に
収
録
す
る
歌
—
皇
后
宮
美
濃
歌
£
) 

•
師
俊
歌(

一
)

の
ニ
首
。

㈡

園

林

本

•
岡
田
本
両
本
に
無
く
他
四
本
に
収
録
す
る
歌
—
長
実
歌
(
82
) 

•
良
暹
法
師
歌(§

§
) 

•
節
信
歌
(
112
)
。
三
宮
歌
(
316
) 

•
公
実
歌 

S

) 

•
ょ
み
人
し
ら
ず(

S
 

•
上

総

侍

従

(

495
) 

•
読

人

不

知

歌

(

531
)

.
公

実

歌

(
544.
)

.
上

東

門

院

歌

(

599
) 

•
行

宗

歌

(

606
)
•
忠

盛

歌

(

607
)
. 

覚
誉
法
師
歌
(
675

) 

•
珍
海
法
師
歌
(
687

)
の
十
四
首
。

闲

園

林

本

•
岡

田

本

•
直

秀

本

•
続
類
従
本
の
四
本
に
無
く
公
夏
筆
両
本
に
収
録
す
る
歌
—
俊
頼
歌
(m

) 

•
伊
家
歌
(268
)
.
匡
房
歌
(
346

). 

親
隆
歌
(
(
5
ノ
次
)
•
俊
宗
女
歌
(

■
)
.

〔
俊
頼
歌
〕
(
550

) 

•
康
定
女
歌
(
572

) 

•
成
助
歌(

1
)

•
知
信
歌
(
648

)
の
九
首
。

(^
公

夏

筆

両

本

.
宣

秀

本

.
続
類
従
本
の
四
本
に
無
く
園
林
本
.
岡
田

本

に

収

録

す

る

歌

丨

俊

頼

歌

(
(
266
)
ノ
次
、

あ
ら
し
山
云
々
は
但
し
重 

複
歌
)
•
俊

頼

歌

(
(
292
)
ノ
次
、
但
し
詞
書
.
作
者
の
み
で
歌
欠
)

の
一
一
首
。

5

公

夏

筆

両

本

•
園

林

本

•
岡

田

本

に

無

く

宣

秀

本

•
続
類
従
本
に
収
録
す
る
歌
—
勝
超
法
師
歌(g

)

の
一
首
。

で
あ
る
。

こ
の
集
約
の
結
果
か
ら
、㈠

公
夏
筆
両
本
系
統
、㈡

宣

秀

•
続
類
従
本
系
統
、㈢

園
林
本
系
統
に
明
ら
か
に
系
統
が
識
別
さ 

れ
る
の
は
、

さ
き
の
諸
本
の
項
に
於
て
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
(
た
ゾ
、㈣

の
如
き
は
何
か
特
殊
な
事
情
が
脊
後
に
あ
る
の
で
あ
ろ
ぅ
)
。
そ
し
て 

㈠

の
公
夏
本
系
は
、㈡

宣

秀

本

系

•㈢

園
林
本
系
に
対
し
独
自
な
系
統
を
た
て
て
い
る
こ
と
が
判
り
、

こ
の
諸
本
相
互
の
未
載
歌
の
異
同 

に
於
て
は
、
5

の
ー
首
が
園
林
本
系
と
共
通
し
て
欠
き
、
^)
の
ニ
首
は
逆
に
園
林
本
系
と
共
に
載
録
す
る
類
似
性
を
僅
か
見
出
す
に
す
ぎ 

な
い
。㈧

の
ニ
首
如
き
は
、

一
首
は
重
複
歌
で
あ
り
、
他

の

一

首

は

詞

書

•
作
者
の
み
で
歌
が
な
く
、
重
複
歌
同
様
こ
の
系
統
の
伝
本
に 

於
け
る
誤
写
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
、
相
互
の
関
係
は
極
め
て
疎
遠
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
較
べ
る
と
、
宣

秀

本

系

.
 

園
林
本
系
は
、闲

の
如
き
九
首
に
の
ぼ
る
共
通
現
象
が
見
出
さ
れ
、
或
はS

の
如
き
四
首
の
共
有
現
象
が
あ
っ
て
、
両
者
の
間
は
公
夏
本



に
比
し
、
異
同
の
上
で
は
近
似
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
、

そ
れ
も㈡

の
十
四
首
の
如
き
園
林
本
系
の
特
有
性
が
あ
り
、㈧

(h) 

の
如
き
わ
ず
か
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
宣
秀
本
系
の
独
自
性
は
相
互
の
間
に
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
で
は
5
:
(^
の
如
の 

如
き
特
殊
な
問
題
は
一
応
除
去
し
て
、

こ
の
三
系
統
に
類
別
し
て
稿
を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
園
林
本
系
は
こ
の
な
か
で
歌
数
は
最
も
少
な
く
、

公
夏
本
系
の
載
録
す
る
歌
二
十
三
首
を
欠
き
、
宣
秀
本
は
、
同
じ
く
公
夏
本 

の
歌
を
十
一
首
を
欠
く
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、

公
夏
本

は

園

林

本

系

.
宣
秀
本
系
の
歌
四
首
を
欠
い
て
い
る
。

そ
の
内
訳
を
み
る 

と
、

園
林
本
系
未载

歌
二
十
三
は
藤
原
親
隆
の
歌
を
除
き
す
べ
て
が
流
布
本
(
版
本
系
)
に
於
て
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
で
あ
る
。

ま
た
、
 

宣

秀

本

系

十

一

首

は

ニ

首

(
美
濃
歌
(
621
)
.
師
俊
歌(
一

)
)

以
外
前
者
と
重
複
す
る
か
ら
こ
の
親
隆
歌
を
除
く
十
首
が
流
布
本
に
見
出
れ
る 

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
較
べ
公
夏
本
系
の
僅
か
四
首
中
の
ニ
首
が
流
布
本
に
採
録
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
事
は
三
系
統
の
成
立 

過
程
を
推
定
す
る
上
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
さ
き
の
歌
員
の
排
列
順
序
等
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
果
(
橋
本
公
夏
本
解
題
の
処
に
述
べ
て
あ
る
)
に
沿
っ
て
、

こ
の
場
合
も
、
園 

林
本
系
丄
宣
秀
本
系
丄
公
夏
本
系
と
経
過
を
仮
定
し
て
推
論
す
る
と
、

こ
の
園
林
本
系
未
載
歌
二
十
三
首
は
、

そ
の
ぅ
ち
右
の
十
四
首 

0
1
項
の
歌
)
が
宣
秀
本
系
成
立
の
過
程
で
撰
入
さ
れ
、
更
に
5

の
ー
首
勝
超
法
師
歌
も
こ
の
時
に
入
首
し
て
、
残
り
の
九
首
が
公
夏
本
系 

成
立
の
期
に
撰
入
さ
れ
た
と
い
ぅ
経
過
と
な
る
。

た
だ
公
夏
本
系
成
立
期
に
さ
き
の
勝
超
法
師
歌
とS

の
項
の
ニ
首
と
が
棄
却
さ
れ
て
、
 

そ
の
後
流
布
本
に
於
て
再
び
復
活
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
右
の
三
首
を
除
け
ば
、
推
移
過
程
は
比
較
的
自
然
な
経
過
と
考 

え
ら
れ
る
。

し
か
も
、

こ
の
三
首
—
行
家
歌
(
256
) 

•
神
祇
伯
顕
仲
歌
(
289
) 

•
勝
超
法
師
歌
(
679
)
—

は
現
存
す
る
二
度
本
諸
本
で
は
、

そ
の 

過
半
が
、
寧
ろ
板
本
系
を
の
ぞ
く
殆
ど
が
載
録
せ
ず
に
撰
歌
の
上
で
は
最
後
ま
で
入
撰
を
迷
っ
た
感
を
残
す
歌
で
あ
る
。
因
み
に
、
伝
存 

本
中
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
の
筆
写
に
な
る
、
正
宗
文
庫
旧
蔵
本
の
、
伝

慈

鎮

筆

本

•
伝

為

家

筆

本

(
巻
七
以
下
の
伝
為
家
本
も
(
679
)
欠
)
.

ニ
ニ
九



一
四
〇

伝

為

明

筆

本

.
伝
為
忠
筆
本
や
、
尊
経
閣
蔵
伝
為
遠
筆
本
な
ど
の
最
古
鈔
本
な
ど
に
は
い
ず
れ
も
、

こ
の
三
首
を
欠
く
。
或
い
は
書
陵
部 

蔵

伝

為

家

筆

本

•
吉
田
幸
一
氏
蔵
伝
兼
好
筆
本
な
ど
に
は
、
勝
超
法
師
歌
を
と
ど
め
る
が
他
ニ
首
を
切
出
し
て
い
る
な
ど
、
精
撰
本
に
至 

る
途
次
に
於
て删

除
さ
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
判
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
三
首
は
撰
歌
の
次
第
は
流
動
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

と 

す
れ
ば
、
右
の
仮
定
は
極
め
て
無
理
の
な
い
撰
入
経
過
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

一
方
こ
の
反
対
の
過
程
を
想
定
し
て
み
る
と
ー
公
夏
筆
本
系
丄
宣
秀
本
系
丄
園
林
本
系
丄
流
布
本
系
の
流
れ
で
あ
り
、
本 

集
の
場
合
特
に
歌
数
多
き
伝
本
よ
り
歌
数
少
な
き
伝
本
へ
の
移
行
は
常
識
的
に
は
妥
当
性
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
—

ま
ず
公
夏
本
系 

成
立
時
点
で
は
、

さ
き
の
二
十
三
首
は
い
ず
れ
も
載
録
さ
れ
て
い
る
が
、S

項
の
ニ
首
及
び
勝
超
法
師
歌
の
三
首
を
欠
い
て
い
て
、
次
の 

宣
秀
本
系
の
処
で
二
十
三
首
中
の
九
首
が
切
出
さ
れ
、
代

り

に

前

の

三

首(
S

項
ニ
首
と
勝
超
歌
)
が

選

入

し

(但

し

(
256
)
の
行
家
歌
は
初
度 

本
に
あ
る
の
で
再
び
復
活
し
た
わ
け
で
あ
る
)
、

そ
の
次
の
園
林
本
系
の
時
点
に
至
っ
て
、
残
り
の
十
四
首
す
ベ
て
棄
却
さ
れ
る
と
共
に
撰
入 

し
た
勝
超
歌
は
再
び
切
棄
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
更
に
流
布
本
に
於
て
、

こ
の
二
十
三
首
中
、

流
布
本
未
載
の
親
隆
歌
を
除 

く
二
十
ニ
首
及
び
勝
超
法
師
歌
は
ニ
転
三
転
し
て
す
べ
て
が
復
活
す
る
と
い
う
甚
だ
無
理
困
難
な
経
過
を
推
測
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ 

る
。

こ
の
ほ
か
組
合
せ
の
上
で
は
猶
数
通
り
の
過
程
を
仮
説
し
得
る
が
、
前
に
も
触
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、
孰
れ
徒
ら
な
推
理
に
す
ぎ
な 

い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
に
於
て
も
、
既
述
し
た
結
論
と
同
様
の
推
定
を
導
き
出
す
の
が
、
最
も
妥
当
性
あ
る
、
自
然
な
帰
着
で
あ 

る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
園
林
本
系
か
ら
宣
秀
本
系
へ
、
更
に
公
夏
本
系
へ
と
迎
る
撰
集
草
案
の
経
過
で
あ
る
。
初
奏
本
に
施 

さ
れ
た
決
定
的
な
撰
集
方
針
の
変
更
に
と
も
な
う
第
一
次
の
草
稿
が
修
正
を
加
え
な
が
ら
序
々
に
ふ
く
ら
み
、
定
稿
に
至
る
内
容
を
更
に 

充
足
し
て
ゆ
く
過
程
を
、

こ
れ
ら
諸
本
に
み
る
異
同
は
示
唆
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
猶
、
右
の
歌
に
つ
い
て
は
初
奏
本
か
ら
、

こ
の 

系
類
へ
の
過
程
に
於
て
も
同
様
な
考
察
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

ほ
ぼ
同
一
な
結
果
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
前
項
で
略
述
し
た
如
く



で
あ
る
。

ま
た
諸
本
間
の
歌
順
の
異
同
か
ら
の
考
察
は
、

公
夏
筆
本
の
解
題
の
処
に
一
括
し
た
の
で
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

(猶㈧

項
に
就 

い
て
は
煩
雑
を
さ
け
省
略
し
た
。〕

註
一

次
に
、
既
述
の
諸
本
と
関
連
す
る
伝
本
に
、

三
奏
本
で
は
あ
る
が
、
南
北
朝
期
頃
書
写
の
古
鈔
本
伝
ニ
条
為
遠
本
(
吉
田
幸
一
氏
蔵
)
が 

あ
る
。
(
な
お
、

こ
の
系
統
の
転
写
本
に
は
近
世
書
写
の
数
本
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
僅
か
の
相
違
が
散
見
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
)
。

こ
の

註
ニ

伝
為
遠
本
に
は
三
奏
本
本
文
の
上櫊

•
行
間
余
白
に
二
百
六
十
一
首
に
及
ぶ
片
仮
名
交
り
文
の
書
入
が
あ
り
、

r

ィ
本
有
此
等
」

と
註
記 

す
る
を
み
る
と
、

こ
の
欄
外
歌
は
三
奏
本
と
の
異
同
を
掲
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

ィ
本
は
今
迄
の
と
こ
ろ
同
系
の
伝
本
は
存
在
し
な
い 

の
で
あ
る
が
、
前
記
諸
本
と
比
較
す
る
に
ー
欄
外
歌
は
三
奏
本
と
の
校
異
で
あ
る
か
ら
、

二
百
六
十
一
首
に
限
る
比
較
は
妥
当
な
も
の
と 

は
云
え
な
い
が
ー
そ
の
過
半
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
欄
外
歌
は
前
記
諸
本
の
系
類
に
近
似
す
る
性
格
の
も
の
、
或
は
こ 

れ
に
近
い
系
統
本
に
依
拠
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
而
し
、
猶
以
下
の
如
く
、
欄
外
歌
独
自
の
歌
を
持
っ
て
い
て
、

こ
の
対 

校
本
を
特
定
の
一
本
に
限
る
と
も
云
い
難
い
一
面
も
あ
り
、
前
記
諸
本
と
同
一
に
扱
ぅ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
以
下
前
記
諸
本
に
未
載
の 

歌
を
あ
げ
る
と
、

春.
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另
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ソ
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コ
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ノ

ム
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)
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ノ
哥
合
ニ
コ
ヒ
ヲ
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メ
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身
ノ
ホ
ト
ヲ
オ
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シ
リ
ヌ
ル
コ
ト
ノ
ミ
ヤ
ツ
レ
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キ
人
ノ
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サ
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ラ
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摂
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ヲ
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モ
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初
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心
ヲ

心
ニ
ハ
シ
カ
ウ
ミ
カ
ケ
テ
オ
モ
へ
ト
モ
ソ
フ
シ
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タ
キ
ハ
シ
ラ
カ
ハ
ノ
ミ
ツ 

山
哥
合
ニ
忍
恋
ノ
心
ヲ
ヨ
メ
ル

カ
ク
ト
タ
ニ
イ
ハ
テ
ハ
カ
ナ
ク
コ
ヒ
シ
キ
ハ
ヤ
力
テ
モ
シ
ラ
ヌ
身
ト
ヤ
ナ
リ
ナ
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忍
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ト
イ
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コ
ト
ヲ

シ
ラ
セ
ハ
ヤ
タ
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シ
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ニ
ソ
テ
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チ
テ
ナ
、
セ
ノ
ヨ
ト
ニ
ヲ
モ
フ
コ
、

ロ

ヲ

(
一

)

寄
梅
花
恋
ヲ
ヨ
メ
ル

ム
メ
ノ
ハ
ナ
キ
ミ
力
ニ
ホ
ヒ
ニ
カ
ハ
ラ
ネ
ハ
チ
ル
ハ
ワ
カ
レ
シ
コ
、
チ
コ
ソ
ス
レ

摂
政
左
大
臣
家
一
一
テ
人
々
哥
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ミ
侍
ケ
ル
ニ

キ
ミ
コ
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ヌ
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ソ
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祇
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仲
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一
四
四

此

哥

如

此

ニ

首

ッ

、
ヶ
リ
0
ロ
相
模
(
ニ
字
不
明
)

ア
リ
フ
ル
モ
ウ
キ
ミ
ナ
リ
ケ
リ
ナ
カ
、
ラ
ヌ
人
ノ
心
ヲ
イ
ノ
チ
ト
モ
カ
ナ
(415
)

蔵
人
ニ
テ
侍
ケ
ル
時
カ
タ
ラ
ヒ
ケ
ル
人
ノ
コ
ト
人
ニ
モ
ノ
申
ト
キ
、
テ
ウ
ツ
ロ
ハ
ヌ

キ
ク
ノ
ハ
ナ
ニ
サ
シ
テ
ツ
力
ハ
シ
ケ
ル 

源
家
時 

シ
モ
ヲ
カ
ヌ
人
ノ
心
モ
ウ
ツ
ロ
ヒ
テ
ヲ
モ
力
ハ
リ
セ
ヌ
シ
ラ
キ
ク
ノ
ハ
ナ

力
ヘ
シ
女
ニ
力
ハ
リ
テ 

春
宮
大
夫
公
実 

シ
ラ
キ
ク
ノ
力
ハ
ラ
ヌ
イ
ロ
モ
タ
ノ
マ
レ
ス
ウ
ツ
ロ
ハ
テ
ヤ
ム
ア
キ
シ
ナ
ケ
レ
ハ 

(
420
)

ヒ
サ
シ
ク
ヲ
ト
ツ
レ
ヌ
人
ノ
マ
タ
ワ
ス
レ
ヌ
ヨ
シ
ヲ
申
タ
リ
ケ
レ
ハ 

高
尊
法
師 

ワ
ス
レ
ス
ト
イ
フ
ニ
ツ
ケ
テ
ソ
ナ
カ
-
^
•
ニ
ト
ハ
レ
ヌ
カ
ス
ノ
へ
ケ
ル
ト
ハ
シ
ル

恋
ノ
心
ヲ
ヨ
メ
ル 

林
資
〔
琳
賢
〕
法
師

ア
ク
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
シ
ラ
ハ
ヤ
ク
レ
ナ
ヒ
ノ
ナ
ミ
タ
ニ
ソ
ム
ル
ソ
テ
ヤ
カ
ヘ
ル
ト 

(
715
)

有
下
此
哥

題
不
知 

相
模

ス
ミ
ヨ
シ
ノ
フ
ル
ヱ
.ニ
タ
テ
ル
ミ
ヲ
ツ
ク
シ
フ
カ
キ
ニ
マ
ケ
ヌ
コ
ト
ハ
ア
ラ
シ
ナ

月
ニ
ヨ
ス
ル
恋
ヲ
ヨ
メ
ル 

藤
原
為
忠 

ヨ

ヒ

ノ

マ
ニ
ホ
ノ
カ
二
人
ヲ
ミ
カ
ツ
キ
ノ
ア
力
テ
イ
リ
ニ
シ
カ
ケ
ソ
コ
ヒ
シ
キ
(槛

)

摂
政
左
大
臣
家
ニ
テ
恋
ノ
心
ヲ 

藤
原
重
基 

キ

ミ

ユH

ニ
力
キ
ア
ツ
メ
テ
シ
モ
シ
ヲ
ク
サ
ハ
テ
ハ
オ
モ
ヒ
ノ
ケ
フ
リ
ト
ソ
ナ
ル

寄

浜

恋

ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
ヨ
メ
ル 

藤

原

蠢



サ
モ
コ
ソ
ハ
ミ
ル
メ
カ
タ
ヽ
ノ
ハ
マ
ナ
ラ
メ
ヲ
ト
タ
ニ
タ
テ
ヨ
シ
カ
ノ
ウ
ラ
ナ
ミ

恋
ノ
心
ヲ
ヨ
メ
ル 

行
真
法
師

コ
ヒ
ワ
ヒ
テ
力
ヘ
ス
コ
ロ
モ
ハ
ウ
ミ
ナ
レ
ヤ
ウ
ラ
ニ
ナ
ミ
タ
ノ
力
、
ル
ト
オ
モ
へ
ハ

摂
政
左
大
臣
家
ニ
テ
寄
花
恋
ト
ィ
へ
ル
コ
ト
ヲ
ヨ
メ
ル 

源
雅
光 

フ
ク
力

セ
ニ
タ
へ
ヌ
コ
ス
へ
ノ
ハ
ナ
ヨ
リ
モ
ト
ヽ
メ
カ
タ
キ
ハ
ナ
ミ
タ
ナ
リ
ケ
リ 

(448
)

雑
上

丹
波
ニ
テ
ア
マ
ノ
ハ
シ
タ
テ
ヲ
ミ
テ 

赤
染

註

三

ヲ
モ
フ
コ
ト
ナ
ク
テ
ヤ
ミ
マ
シ
ヨ
サ
ノ
ウ
ミ
ノ
ア
マ
ノ
ハ
シ
タ
テ
ミ
ヤ
コ
ナ
リ
セ
ハ

返
シ 

力
モ
ノ
ナ
リ
ス
ケ 

ス
ミ
ヨ
シ
ノ
マ
ツ
カ
ヒ
ア
.リ
テ
ケ
フ
ヨ
リ
ハ
ナ
ニ
ワ
ノ
コ
ト
モ
シ
ラ
ス
ハ
カ
リ
ソ
(

680
)
(
園

林

.
岡
田
.
宣

秀

•
続
類
従
本
欠
)

等
の
三
十
首
乃
至
二
十
五
首
(
tr
記
諸
本
の
歌
数
相
違
に
ょ
る
)

を
数
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
わ
け
は
す
で
に
初
度
本
に
見
出
す
歌 

四

首

(
伊
通
歌
は
初
ニ
ー
度
両
本
に
見
ゅ
)、

二
度
本
(
八
代
集
抄
)
に
載
録
す
る
歌
十
二
首
と

先
の
伊
通
歌
で
あ
り
、

こ
の
欄
外
歌
中
に
の
み 

散
見
す
る
歌
が
十
四
首
あ
る
。

此
の
十
四
首
の
(
う
ち
一
首
は
闕
名
歌
)
作
者
で
あ
る
が
、
相

模

•
赤
染
等
の
拾
遺
•
後
拾
遺
の
作
者
、
俊
頼
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
 

法
橋
有
禅
•
藤

原

秀

道

(季
通
の
誤
り
か
、
こ
の
歌
千
#
*
(
865

)
に
あ
り
)
.
隆
恵
法
師
•
源

家

時

•
藤
原
重
基
•
藤
原
親
隆
等
(各
一
首
)
は 

い
ず
れ
も
詞
花
集
の
作
者
で
あ
る
。
藤
原
資
光
は
永
久
ニ
年
八
月
十
五
夜
内
裏
歌
合
の
作
者
と
推
定
さ
れ
、
荻
谷
朴
氏
の
平
安
朝
歌
合
大 

成
の
考
証
に
ょ
る
と
、
永
保
三
年
に
生
れ
長
承
元
年
二
月
十
七
日
(
玉
十
歳
)
に
卒
去
し
て
い
る
。
又
藤
原
盛
家
は
淡
路
守
盛
長
の
男
と
し

一
四
五



一
四
六

て
、
延
久
ニ
年
に
生
れ
、
永

久

•
元
永
年
間
の
内
大
臣
忠
通
の
主
催
す
る
歌
合
の
常
連
の
一
人
で
あ
り
、

こ
の
歌
合
の
判
者
が
俊
頼
•
基

註

五

俊

•
顕
季
な
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
盛
家
歌
の
撰
入
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。
天
治
ニ
年
二
月
廿
日
に
奇
し
く
も
卒
去
し
て
い
る
。
次
に
行

註

六 

註

匕

真
法
師
は
保
安
三
年
二
月
五
日
無
動
寺
歌
合
•
天
治
元
年
五
月
無
動
寺
歌
合
等
の
作
者
と
推
定
さ
れ
る
。
伝
記
は
未
詳
で
あ
る
が
以
上
三 

人
は
共
に
当
代
の
歌
人
で
あ
り
、
本
集
入
撰
の
機
会
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
高
尊
法
師
(
黒
川
文
庫
旧
蔵
三
奏
本
は
□
慶
法
師
と
あ
る 

由
で
あ
る
が
)
に
つ
い
て
は
調
査
不
行
届
き
か
、
そ
の
伝
記
を
詳
ら
か
に
し
な
い
。
が
い
ず
れ
に
し
て
も
此
の
十
四
首
は
相
模
•
赤
染
の
歌 

を
除
け
ば
撰
者
と
ほ
ぼ
同
時
代
人
の
歌
で
あ
り
、
撰
入
す
る
資
格
や
可
能
性
は
充
分
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

直
ィ
(
抄
)

又
、

二
度
本
に
み
え
る
十
二
首
の
う
ち
四
首
は
八
代
集
抄
巻
末
に
附
載
す
る
異
本
歌
五
首
の
な
か
の
四
首
(
(
712
)藤
原
為
真• 

(
713
)
藤

原

琳
賢
(
抄
)

親
隆
.
(
714
)隆
覚
法
師
.
(
715
)林
資
法
師
歌
)
で
あ
る
。
抄
に
卷
七
恋
歌
上
の
異
本
歌
と
註
記
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
初
度
本
に
於
け
る
有 

無
は
憶
測
す
べ
く
も
な
い
が
、

こ
の
続
群
書
類
従
本
系
に
な
く
、

こ
の
欄
外
歌
に
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う

註
八

か
。
而
も
二
度
本
の
諸
伝
本
の
な
か
に
は
分
散
的
で
は
あ
る
が
、
ま
ま
散
見
す
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
所
謂
二
度
本
以
前
に
入
集
し
た
歌
で 

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
し
、
或
い
は
続
類
従
本
系
以
後
の
撰
入
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
こ
の
作
者
四
人
は
い
ず
れ
も
当
代
の
歌

註
九

合
に
屢
々
出
場
し
た
著
名
な
歌
人
で
あ
り
、
詞

花

集

(各
一
首
)
以
下
に
入
集
し
て
い
る
。

因

み

に

親

隆

の

歌

「
コ
ィ
シ
ナ
テ
心
ツ
ク
シ 

テ
…
」
は
保
安
ニ
年
九
月
士
一
日
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合
(
基
俊
判
)
士
一
番
左
歌
で
為
真
の
歌
と
合
わ
せ
て
い
る
。

隆

覚

法

師

の

「
身 

ノ
ホ
ト
ヲ

オ
モ
ヒ
シ
リ
ヌ
ル
…
」
は
天
仁
ニ
年
三
月
比
敷
山
歌
合
の
提
出
歌
と
推
定
さ
れ
る
。
又
、
右
の
初
度
本
の
み
に
見
え
る
四
首
の 

作
者
、
伊

通

•
勝
超
法
師
•
俊
頼
の
三
人
は
二
度
本
作
者
で
あ
り
、
忠
兼
歌
は
公
夏
筆
両
本
に
の
み
欠
く
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
忠
兼
で
あ 

る
が
、
初
度
本
に
忠
兼
と
あ
る
ほ
か
、

宣

秀

本

•
続
類
従
本
•
園

林

本

•
岡
田
本
は
忠
季
と
あ
る
。
忠
季
と
す
れ
'は
神
紙
伯
顕
仲
の
男
で 

あ
り
、
二
度
本
に
三
首
入
集
し
て
い
る
そ
の
人
と
な
る
。
忠

兼

な

ら

ば

「
五
位
小
武
。
伯
耆
守
隆
忠
男
。
至
永
久
三
年
」
(勒
撰
作
者
部
類
)



と

あ

る

詞

花

•
新
拾
遺
の
作
者
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
に
せ
よ
当
代
の
歌
人
と
云
え
る
。

こ
の
ほ
か

相

模

•
赤
染
衛
門
で
あ
る
が
、
前
者
は 

後
拾
遺
以
下
の
作
者
で
あ
る
も
二
度
本
(
四
首
)
の
作
者
で
あ
っ
て
、

赤
染
衛
門
だ
け
が
三
代
集
作
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

—

こ
の
赤
染 

衛

門

の

「
ヲ
モ
フ
コ
ト
ナ
ク
テ
ヤ
ミ
マ
シ
…
」

は

伝

良

経

本

•
続

類

従

本

(
三
奏
本
)
は
誤
っ
て
馬
内
侍
歌
と
し
て
撰
入
し
て
い
る
が
—

。

さ
て
、

こ
う
み
て
く
る
と
、
赤
染
衛
門
歌
を
除
く
と
い
ず
れ
も
、
初
奏
本
棄
却
以
後
に
撰
集
さ
れ
た
歌
と
す
る
も
少
し
も
さ
し
さ
わ
り 

な
い
わ
け
で
あ
る
。
赤
染
衛
門
歌
一
首
に
し
て
も
、
同
じ
く
拾
遺
の
作
者
、
源
道
済
が
二
度
本
冬
部
に
入
集
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
 

と
り
た
て
て
例
外
と
云
う
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

と
す
る
と
、
初
度
本
破
棄
後
の
あ
る
時
期
、
続
類
従
本
系
類
に
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
恐 

ら
く
そ
れ
以
後
に
於
て
こ
れ
ら
の
歌
は
撰
入
さ
れ
た
(
初
度
本
に
み
る
四
首
再
撰
)
と
推
定
す
る
こ
と
も
、

あ
な
が
ち
牽
強
附
会
な
推
理
で 

は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
為
遠
本
に
云
う
ィ
本
が
一
本
で
あ
る
な
ら
ば
ー
数
種
の
校
本
を
用
い
た
と
い
う
積
極
的
理
由
も
な
い 

こ
と
で
あ
る
し
、

ま
た
既
述
し
た
よ
う
に
矛
盾
す
る
要
因
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
ー
そ
の
本
は
す
く
な
く
と
も
続
類
従
本
系
類
に
較
べ
、
 

掲
出
の
三
十
首
乃
至
二
十
五
首
の
歌
を
別
に
集
録
し
て
い
た
と
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

現
存
伝
本
中
に
は
、

そ
の
よ
う
な
本
が
な 

い
。

そ
こ
で
当
然
考
え
付
く
の
は
、
掲
出
歌
は
離
別
歌
以
後
の
歌
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
現
存
す
る
初
度
本
の
散
佚
部
分
巻
六
以
下 

に
当
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
散
佚
し
た
巻
々
の
な
か
に
載
録
さ
れ
て
い
た
歌
が
か
か
る
形
態
で
伝
存
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ 

る
の
で
あ
る
が
、
右
の
欄
外
歌
の
み
に
見
出
す
十
四
首
に
し
て
み
て
も
、

そ
の
殆
ど
が
二
度
本
金
葉
作
者
と
し
て
の
可
能
性
を
も
つ
当
代 

の
作
者
が
占
め
る
の
で
、

む
し
ろ
、

こ
の
三
十
首
ほ
ど
の
歌
は
、
初
奏
本
以
後
、

い
ず
れ
か
の
過
程
で
撰
入
さ
れ
た
と
推
定
す
る
の
が
妥 

当
性
が
あ
ろ
う
。
初
奏
本
以
後
と
す
れ
ば
、
従
っ
て
そ
の
時
期
は
続
群
書
類
従
本
系
類
成
立
以
後
、

二
度
本
成
立
以
前
の
間
が
比
較
的
自 

然
な
類
推
で
、
更
に
新
た
に
入
集
或
は
再
撰
入
し
た
歌
が
二
十
数
首
を
数
え
る
と
推
論
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
確
証 

の
な
い
、

こ
れ
も
類
推
に
す
ぎ
な
い
の
で
贅
言
は
さ
け
る
が
、
伝
為
遠
本
の
欄
外
歌
は
、

こ
の
草
案
期
の
撰
集
過
程
に
新
た
な
資
料
を
提

一
四
七



一
四
八

供
す
る
と
共
に
流
動
す
る
撰
集
事
情
を
も
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
ぅ
。

掲
出
歌
の
な
か
で
、
以
後
の
勅
撰
集
に
入
集
し
た
歌
を
一
瞥
す
る
と
、
俊

頼

歌r

ヮ
ス
ル
ナ
ヨ
云
々
」
(千
載
集
離
別
)、
有

禅

歌

「
ヮ
カ 

レ
チ
ノ
云
々
」
(詞
花
集
別
)、
秀

道

〔
季
通
〕r

ナ
ケ
キ
ア
マ
リ
云
々
」
(千
載
集
恋
四
)、
隆
恵
法
師
歌
「
カ
ク
ト
タ
ニ
云
々
」
(詞
花
集
恋
上
)
、
 

家

時

歌

「
シ
モ
ヲ
カ
ヌ
云
々
」
(詞
花
集
恋
上
)、
雅

光

歌

「
フ
ク
力
セ
ニ
云
々
」
(千
載
集
恋
四
)
等
多
き
が
散
見
す
る
。

こ
れ
も
、
ま
た
草 

稿
期
故
の
事
情
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
か
。

註

j 

吉
田
幸

一

氏

「
三
奏
本
金
葉
集
の
新
出
本
と
そ
の
意
義
丨
良
経
筆
本
の
補
闕
資
料
と
し
て
の
ニ
条
為
遠
本
に
つ
い
て
ー
」

(
東
洋
大
学
紀
要
第

本云

六
輯
)

に
詳
し
い
の
で
、

奥
書
の
み
註
記
す
る
。

「
承
元
五
年
二
月
二
日
書
写
之
勝
命
所
進\

本
也
此
本
世
以
希
物
也
殊
可
秘
く 

\

光
阿
弥
陀 

仏\

抑
&

者
自
白
河
院
御
譲
位
之
末\

俊
頼
朝
臣
奉
院
宣
撰
之
天
治
元
年\

奉
勅
大
治
元
ニ
之
間
此
集
本
不
定
也
\
奏
覧
之
処
両
度
返
給
之
初 

度
進
覧\

本
一
番
哥
ュ
ハ
三
官
御
哥
也

ト
シ
ノ
ウ
チ
ニ
ハ
ル
タ
チ
ク
レ
ハ
ヒ
ト
、
セ
ニ

\

フ
タ
、
ヒ
マ
タ
ル
ウ
ク
ヒ
ス
ノ
コ
ヱ

第
二
度
進
覧
之
本
一
番
哥
顕
季
作
也

ウ
チ
ナ
ヒ
キ
ハ
ル
ハ
キ
ニ
ケ
リ
ヤ
マ
力
ハ
ノ
\
イ
ハ
マ
ノ
コ
ホ
リ
ケ
フ
ヤ
ト
ク
ラ
ム

此
本
世
間
流
布
也
已
上
ニ
ヶ
度
皆
返
給
了\

第
三
度
奏
覧
本
一
番
哥
者
重
之
作
也

ヨ
シ
ノ
ヤ
マ
ミ
ネ
ノ
シ
ラ
ユ
キ
イ
ツ
キH

テ\

ケ
サ
ハ
カ
ス
ミ
ノ
タ
チ
力
ハ
ル
ラ
ム

今

度

進

覧

之

本

無
；，

左

—
右

被k納了
\
以

，1

撰
者
之
自
筆
一
書
造
紙
云
々
件
本
者\

拾

遺

集

玄

々

集

哥

等

多

以

入

X

之
/

当
本
既J

是

也

雖

一

可

X

書

，
一
子 

細

I

依
所
ダ
秘
不
ビ
記
之

文
治
三
年
四
月
十
四
日
書
写
之
云
々\

同
年
五
月
八
日
付
系
図
了
於
今\

本
者
少
々
略
了
云
 々

と
あ
る
。
前
掲
、
三
奏
本
伝
良
経
筆
奧
書
と
の
間
に
多
少
の
異
同
を
み
る
。
為
遠
本
と
称
す
る
の
は
古
筆
了
観
の
極
、「

一

一
条
家
為
遠
卿
金
,

歌
集
四



半
本1

J

と
あ
る
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
為
遠
真
筆
如
何
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
南
北
朝
を
下
ら
ざ
る
古
鈔
本
で
あ
る
。

註
ニ
こ
の
ニ
六
一
首
の
内
訳
は
、
春
四
九
首
、
夏
四
ニ
首
、
秋
五
ニ
首
、
冬
二
十
首
、
賀
六
首
、
別
離
五
首
、
恋
上
四
七
首
、

恋
下
ニ
六
首
、
雑
上 

十
三
、
雑
下
一
首
で
あ
る
。

註
三
掲
出
歌
は
伝
良
経
本
•
続
類
従
本
の
三
奏
本
に
は
馬
内
侍
歌
と
し
て
、
後
拾
遺
十
六
に
あ
る
馬
内
侍
の
「
は
る
さ
め
の
ふ
る
め
か
し
く
も
云
々
」 

の
代
り
に
誤
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
(
上
掲
吉
田
氏
論
文
に
よ
る
)

註

四

夫

木

抄

卷

十

八

に

「
永
久
ニ
年
名
月
内
裏
歌
合
八
重
雲
藤
原
資
光
八
重
雲
も
風
吹
く
空
は
な
び
き
け
り
恋
の
煙
ぞ
や
る
か
た
も
な
き
」 

と
あ
る
副
文
献
唯
一
の
資
料
を
基
に
荻
谷
朴
氏
は
こ
の
歌
合
を
推
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
作
者
資
光
に
つ
い
て
は
「
歌
合
史
上
こ
れ
が
唯
一
の
所
見
で 

あ
る
が
、
尊
卑
分
脈
北
家
藤
原
氏
内
麿
流
四
ノ
ニ
五
に
、

右
中
弁
有
信
の
男
と
し
て
見
え
る
正
五
位
下
中
宮
大
進
式
部
権
少辅

大
学
頭
資
光
が
相
当 

す
る
で
あ
ら
う
」
と
記
す
。
又
中
右
記
長
承
元
年
二
月
十
七
日
条
に
「
今
朝
蔵
入
大
学
頭
資
光
卒
去
、
年
五
十
。

資
光
者
、
故
右
中
弁
有
信
朝
臣
三 

男
、
母
実
政
相
公
女
也
。
遂
大
業
、
経
蔵
人
、
又
還
昇
補
五
位
蔵
人
。
此
三
ヶ
年
依
風
病
籠
居
、
遂
以
卒
去
。
年
来
与
予
如
父
子
契
。
誠
以
哀
哉
。
」 

と
あ
る
記
事
よ
り
逆
算
し
た
生
年
で
あ
る
。
本
歌
合
当
時
三
十
ニ
歳
。

註
五
中
右
記
目
録
、
天
治
ニ
年
二
月
廿
日
に
「
主
殿
頭
源
盛
家
朝
臣
卒
去
！
J
5
+
と
あ
る
に
よ
る
。
又
同
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
中
右
記
天
永
三
年 

二
月
十
九
日
の
条
に
、
盛
家
が
中
納
言
忠
通
家
司
の
職
事
と
な
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。

註
六
こ
の
歌
合
は
同
氏
は
、
今
撰
集
.
夫
木
抄
.
袋
草
紙
に
逸
存
す
る
副
資
料
か
ら
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
袋
草
紙
下
巻
「
無
動
寺
歌
合1

桜
左
負
僧
行
真
里
も
荒
れ
よ
人
も
旧
り
よ
山
桜
み
て
こ
そ
斧
の
柄
を
も
朽
た
さ
め
…
…

俊
頼
云
、
『
花
は
咲
き
そ
め
て
は
程
な
し
。
 

斧
の
柄
の
朽
ち
む
、
あ
ま
り
な
り
。』
と
て
右
勝
。
基
俊
同
難X

之

。

伹

為

一

持

。
」

と
あ
る
の
や
、
和
歌
口
伝
に
「
別
山
桜
あ
か
ず
見
つ
つ
や
斧
の
柄 

の
千
た
び
も
花
の
蔭
に
朽
ち
な
で
。
無
動
寺
歌
合I

s

、
僧
行
真
、
此
心
詞
を
詠
ぜ
り
。
俊
頼
朝
臣
判
云
『
花
咲
き
そ
め
て
程
な
し
。
斧
の
柄
朽
た
す 

あ
ま
り
な
り
。』
と
て
負
畢
。
基
俊
判
同k

之
」
の
記
を
あ
げ
て
い
る
の
を
み
て
も
判
る
よ
う
に
、
俊

頼

.
基
俊
等
と
は
親
近
の
間
柄
を
想
像
さ
れ
る
。

一
四
九



一
五
〇

註
七
夫
木
抄
佚
存
歌
五
首
か
ら
推
定
さ
れ
た
歌
合
で
あ
る
。

行
真
法
師
は
巻
八
に
「
ぅ
ば
玉
の
夜
川
の
舟
の
篝
り
に
は
藻
に
す
む
魚
の
か
く
れ
な
き 

か
な
」
の
一
首
を
残
す
。

註

八

為

真

•
親

隆

.
隆
覚
法
師
•
琳
賢
法
師
の
歌
四
首
は
、
所
謂
二
度
本
中
、
例
え
ば
書
陵
部
蔵
元
禄
元
年
右
京
兆
尹
坂
上
筆
写
本
.
高

松

蠢

〔江 

戸
初
〕
写
文
明
十
年
藤
原
教
国
奥
書
本
•
東
洋
文
庫
蔵
文
明
十
年
藤
原
教
国
奥
書
本
等
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

註

九

藤

原

為

真

、
又
為
実
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
勅
撰
作
者
部
類
に
は
「
五
位
肥
後
守
。

信
濃
守
藤
原
永
実
男
。
詞
花
雑
上
1

千
載
恋
四
1
」
と 

あ
る
。
が
永
久
三
年
十
月
中
務
権
大
輔
顕
輔
歌
合
以
下
、
前
後
十
ヶ
度
に
及
ぶ
歌
合
に
出
詠
し
て
い
る
著
名
な
歌
人
で
あ
る
。

藤
原
親
隆
、
勅
撰
作
者
部
類
に
「
正
三
位
参
議
。
大
蔵
卿
藤
原
為
房
男
」
と
あ
る
。

詞
花
1
、
千
載
9
首
以
下
、
新

古

•
新

勅

.
統

古

.
玉
葉
.
 

新
続
古
に
各
一
首
入
集
す
る
。
永
万
元
年
八
月
廿
三
日
(
六
十
八
歳
)
薨

(
公
卿
補
任
)
。
掲
出
歌
は
保
安
ニ
年
九
月
十
二
日
関
白
内
大
大
臣
忠
通
歌 

合
の
出
詠
で
あ
る
。
判
者
基
俊
の
、
当
座
の
判
.
後
日
の
判
を
残
す
。
此
歌
の
判
詞
は
「
左

の

『
心
つ
く
し
の
生
の
松
原
』
は
、
『
芦
の
屋
の
か
り
そ 

め
臥
し
』
(
為
真
歌
)
に
は
、
恋
の
心
も
歌
の
姿
も
ま
さ
り
て
ぞ
お
ぼ
え
侍
る
。
左
歌
、
す
こ
ぶ
る
よ
ろ
し
く
侍
り
。
右
歌
も
よ
け
れ
ど
も
、
な
ほ
左 

勝
と
や
申
す
ベ
か
ら
む
」
と
あ
り
。
俊
頼
没
後
、
長
承
三
年
九
月
十
三
日
中
宮
亮
顕辅

歌
合
な
ど
に
も
出
隸
し
て
い
る
。

共
に
基
俊
判
で
あ
る
こ
と 

は
注
意
さ
れ
る
。

隆
覚
法
師
、
勅
撰
作
者
部
類
に
「
阿
闇
梨
。
大
納
言
隆
国
子
。
金
葉
恋
上
1
」
と
あ
り
、

抄

に

「
六
条
右
府
顕
房
子
、
興
福
寺
僧
正
」
と
あ
る
。
 

荻
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ほ
か
、
皇
后
宮
_

夫
良
経
の
男
の
阿
闍
梨
隆
覚
、

伯
耆
守
隆
忠
の
男
で
山
門
の
阿
闇
梨
隆
覚
等
を
挙
げ
て
、
就
中
北
家 

末
茂
流
の
隆
忠
男
を
最
も
適
当
な
人
物
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
掲
出
歌
と
そ
の
詞
書
を
天
仁
ニ
年
三
月
比
敷
山
歌
合
の
傍
証
文
献
と
し
て
い
る
。

林
資
法
師
と
あ
る
が
、
抄
ほ
か
琳
賢
と
あ
る
通
り
で
あ
ろ
ぅ
。

動
撰
作
者
部
類
に
「
法

師

.
橘
義
済
子
」
と
あ
り
、
金

葉

•
詞

花

.
千
載
に
各 

一
首
入
集
し
て
い
る
。

天
仁
ニ
年
十
一
月
修
理
大
夫
顕
季
歌
合
以
下
永
久
四
年
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合
な
ど
、

前
後
十
ヶ
度
近
く
出
'詠
し
て
い 

る
。



以
上
、
初
度
本
か
ら
続
群
書
類
従
系
の
諸
本
に
就
い
て
撰
述
過
程
を
粗
述
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
更
に
所
謂
二
度
本
へ
の
変 

遷
の
経
過
を
一
覧
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
は
初
度
本
か
ら
、

こ
の
系
類
へ
の
著
し
い
切
継
と
は
質
的
な
相
違
は
あ
る
が
、
猶
歌
数 

に
於
け
る
極
め
て
顕
著
な
異
同
は
前
者
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、

こ
の
系

類

か

ら

流

布

本

(
版
本
系
)
に
至
る
段
階
ま
で
に 

切
り
出
さ
れ
た
歌
を
拾
い
出
し
て
次
に
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

比
較
に
際
し
て
は
例
の
如
く
便
宜
上
、

こ
の
系
類
で
歌
数
の
最
も
多
い
橋 

本

公

夏

筆

の

一

本

(
無
奥
書
本
)
を
以
て
代
表
す
る
こ
と
に
す
る
が
、

諸
本
間
各
々
相
互
に
異
同
歌
が
あ
る
の
で
以
下
の
方
法
を
と
る
こ 

と
に
す
る
。㈠

公
夏
本
以
下
諸
本
共
通
し
て
存
す
る
歌
は
公
夏
本
を
以
て
掲
出
し
た
。㈡

公
夏
本
に
欠
く
歌
に
つ
い
て
は
、
園

林

本

.
宣 

秀
本
に
よ
っ
て
補
い
、

そ
れ
ぞ
れ
註
記
す
る
。

こ
の
場
合
は
次
の
如
く
、
3
園

林

本

.
岡
田
本
ニ
本
に
あ
り
他
四
本
に
欠
く
異
同
歌
、
@ 

園

林

本

•
岡

田

本

.
宣

秀

本

.
続
類
従
本
四
本
に
あ
り
公
夏
両
本
に
欠
く
異
同
歌
、㈧

宣

秀

本

•
続
類
従
本
の
ニ
本
に
あ
り
、
他
四
本
に 

欠
く
異
同
歌
な
ど
で
あ
る
。

又㈢

は
参
考
ま
で
に
掲
出
し
た
の
で
あ
る
が
、

公
夏
本
に
存
す
る
歌
で
あ
る
も
他
五
本
間
に
は
存
否
い
ず
れ 

か
の
異
同
が
あ
っ
て
、
而
も
そ
の
殆
ど
が
流
布
本
の
な
か
に
散
見
さ
れ
、

正
確
に
は
こ
の
流
布
本
の
過
程
で
切
棄
ら
れ
た
歌
と
は
い
え
な 

い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
系
類
の
撰
述
過
程
に
於
け
る
切
継
で
あ
り
、
孰
れ
の
途
次
で
撰
入
さ
れ
た
か
、
或
い
は
切
り
出
さ
れ
た 

も
の
か
は
既
述
し
た
仮
定
的
な
推
論
を
出
な
い
の
で
、

そ
れ
を
考
え
合
せ
、
重
複
の
き
ら
い
は
あ
る
が
並
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は 

S

園

林

本

•
岡
田
本
両
本
の
み
に
欠
け
る
歌
、
㈣

宣

秀

本

•
続
類
従
本
両
本
の
み
に
欠
け
る
歌
、
㈧

公

夏

一

本

(
奥
書
本
)

の
み
に
欠
け 

る
歌
、㈡

園

林

本

.
岡

田

本

•
宣

秀

本

•
続
類
従
本
四
本
共
通
し
て
欠
け
る
歌
等
で
あ
る
。
㈢

は
表
記
上
前
者
と
は
区
別
し
て
、

〔

〕 

圏
内
に
註
記
す
る
か
た
ち
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
但
し
、
続
群
書
類
従
本
の
欠
漏
歌
は
宣
秀
本
系
の
明
ら
か
な
誤
脱
と
み
な
し
、
例
の
如 

く
無
視
し
た
。

ま
た
、
歌
尾
に
附
し
た
、
初

(
)
.
(
)
圏
内
の
番
号
は
そ
れ
ぞ
れ
初
度
本
の
歌
順
番
号
•
国
歌
大
観
番
号
で
あ
る
。



庭
も
せ
に
引
つ
ら
な
れ
る
も
ろ
人
の
立
ゐ
る
け
ふ
や
千
世
の
は
つ
春 

春
従
東
来
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

み
ち
の
く
の
衣
の
関
を
け
さ
た
ち
て
い
つ
の
ま
に
か
は
春
の
き
つ
ら
む
初
(
2
)

い
つ
し
か
と
す
^

の检

山
か
す
み
あ
ひ
て
浪
と
、
も
に
や
春
は
こ
ゅ
覧 

お
な
じ
心
を

驚
の
梅

の

花

か

さ

ち

り

ぬ

れ

は

ふ

る

春

雨

に

そ

ほ

ち

て

そ

な

く

初

(W

) 

関
路
聞
驚
と
い
へ
る
心
を

相
坂
に
け
ふ
も

と

ま

り

ぬ

ぅ

く

ひ

す

の

な

く

一

声

や

春

の

関

も

り

初

(
28
) 

梅
花
散
水
と
い
へ
る
事
を
よ
み
侍
け
る

ち
る
花
は
水
の
岩
間
に
よ
と
む
と
も
香
は
な
か
れ
て
や
せ
、
に
と
ま
ら
ん 

百
首
歌
の
中
に
若
菜
の
心
を
よ
め
る

か

す

か

の

、
雪
を
わ
か
な
に
つ
み
そ
へ
て
け
ふ
さ
へ
袖
の
し
ほ
れ
ぬ
る
か
な 

忠
能
確
家
歌
合
に
柳
の
心
を

谷

風

の

吹

あ

け
に
た
て
る
玉
柳
枝
の
い
と
ま
も
み
え
ぬ
春
か
な
初
(
38
)

源
俊
頼
朝
臣 

覚
雅
法
師 

源
俊
頼
朝
臣 

藤
原
為
真 

藤
原
顕
頼
朝
臣 

源
俊
頼
朝
臣 

源
俊
頼
朝
臣 

よ
み
人
し
ら
す



長
家
卿
家
歌
合
に
よ
め
る 

源
季
遠 

い
か
な
れ
は
永
は
と
く
る
春
風
に
む
す
ほ

、
る
ら
ん
春
柳
の
い

と

初

(
40
)

百
首
歌
中
に
柳
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣

も
か
り
舟
ほ
つ
、
し
め
な
は
こ
、
ろ

せ

よ

川

そ

ひ

柳

風

に

な

み

よ

る

初

(
39
)

静
念
法
し

山
ひ
こ
の
こ
た
へ
さ
り
せ
は
よ
ふ
こ
と
り
む
な
し
き
音
を
や
鳴
て
過
ま
し
初
(
42
)

雅
家
卿
家
歌
合
に
帰
雁
を
よ
め
る 

意
尊
法
し 

玉
札
を
か
け
し
お
り
に
や
か
り
か
ね
に
春
帰
り
こ
と
契
り
そ
め
け
ん
初
(
祁
)

帰
雁
を
よ
め
る 

源
忠
季 

中

"
'
^
に
ち
る
を
み
し
と
や
思
ふ
ら
ん
花
の
さ
か
り
に
か
へ
る
か
り
か
ね
初
(
47
)

雪
の
ふ
る
日
帰
雁
を
き
、
て
よ
め
る 

慶
経
法
し 

ゆ

き

か

、
る

雲

ち

は
春
も
さ
え
け
れ
は
か
す
み
の
衣
き
て
か
へ
る
雁
初
(
50
)

鞍
馬
寺
大
門
の
花
さ
か
り
な
り
と
て
下
て
よ
め
る 

永
慶
法
し 

山
さ
く
ら
峯
は
か
す
み
の
こ
め
つ
れ
は
ふ
も
と
の
花
を
お
り
て
こ
そ
み
れ
初
(
T4
)

醒
醐
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
清
滝
に
花
の
ち
り
か
、
り
た
り
け
る
か
岸
に
は
雪
の
や
ぅ
に 

つ
も
り
て
水
に
は
つ
も
ら
さ
り
け
る
を
み
て
よ
め
る 

瞻
西
上
人 

ち
る
花
の
な
か
る
、
水
に
つ
も
ら
ぬ
も
そ
れ
さ
へ
雪
の
こ
、
ち

こ

そ

す

れ

初

(
78
)

一

五
三



円
融
院
に
あ
ま
た
ま
か
り
て
飯
花
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る 

ち
れ
は
雪
ち
ら
ね
は
雲
と
み
え
つ
る
は
さ
か
り
に
に
ほ
ふ
さ
く
ら
成
け
り
初
(
肋
)

一
五
四

中
納
言
顕
隆 

覚
樹
法
し

岑

に

ち

る

さ

く

ら
は
谷
の
埋
木
に
又
さ
く
花
と
な
り
に
け
る
か
な
初
(
92
)

白
川
の
花
さ
か
り
な
り
と
聞
て
人
'
^
具
し
て
見
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
さ
か
り
過
て 

ち
り
け
る
を
み
て
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣 

身
に
か
へ
て
お
し
む
に
と
ま
る
花
な
ら
は
け
ふ
や
我
世
の
か
き
り
な
ら
ま
し
三
(
61
)

落
花
の
心
を
よ
め
る 

源
俊
頼
朝
臣 

山
あ
ら
し
岑
こ
す
風
に
ち
る
花
を
空
ゆ
く
浪
と
お
も
ひ
け
る
哉 

前
斎
院
に
て
水
上
落
花
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る 

平
忠
盛
朝
臣 

水
の
お
も
に
ち
り
み
ち
に
け
り
さ
く
ら
花
何
を
か
池
の
し
る
し
に
は
せ
ん

春
駒
の
心
を
よ
め
る 

藤
原
盛
経 

と
り
つ
な
く
人
も
な
き
の
、
春

駒

は

か

す

み

に

の

み

や

た

な

ひ

か

る

覧

初

(109
)

〔
お
な
し
心
を
よ
め
る
太
宰
大
武
長
実
春
ふ
か
み
神
な
ひ
河
に
影
み
え
て
ぅ
つ
ろ
ひ
に
け
り
山
ふ
き
の
花
(
82
)
(
岡
田
本
.
園
林
本
こ
の
歌 

を
無
し
)
〕

〔紫
藤
蔵
松
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
良
暹
法
し
松
風
の
を
と
せ
さ
り
せ
は
藤
な
み
を
な
に
、
か
、
れ
る
花
と
し
ら
ま
し
(
88
)

岡
田
本
.
 

園
林
本
こ
の
歌
を
欠
く
)
〕



卷
ニ
夏
部

お
な
し
心
を
よ
め
る 

皇
后
宮
肥
後 

春
は
い
か
に
契
り
を
き
て
か
過
ぬ
る

と

を
く
れ
て
に
ほ
ふ
花
に
と

は

、
や

初

(
HB
)

鳥
羽
殿
歌
合
に

卯
花
を
よ
め
る 

藤
原
季
通 

み
る
人
の
た
ち
し
と
ま
れ
は
卯
花
の
さ
け
る
か
き
ね
や
し
ら
川
の
関
初
(
155
)

〔
尋
郭
公
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
藤
原
節
信
け
ふ
も
又
尋
ね
く
ら
し
つ
ほ
と
、
き
す
い
か
て
き
く
へ
き
初
音
な
る
ら
む
(
112
)
(
こ
の
歌
、
 

岡
田
本
.
園
林
本
に
無
し
)
〕

〔
源

俊

®

S

臣
時
鳥
こ袅

ま
ち
つ
け
て
き
く
ほ
と
や
人
に
我
身
の
ぅ
ら
や
ま
る
ら
む
(
こ
の
歌
、
公
夏
筆
天
文
四
年
筆
写
本
に
欠
く
)
〕

藤
原
重
基

住
士
ロ
の
ま
つ
と
し
り
せ
は
ほ
と
、
き

す

ぅ

ら

み

ぬ

さ

き

に

を

と

は

し

て

ま

し

初

(
161
)

雲
外
郭
公
と
い
へ
る
こ
、
ろ
を

空
に
な
る
心
の
き
か
は
ほ

と

、
き

す

雲

の

よ

そ

に

は

思

は

さ

ら

ま

し

初

(
171
)

郭
公
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る 

清
原
祐
隆 

み
わ
の
山
す
き
か
て
に
な
け

時
鳥
尋
ぬ
る
け
ふ
の
し
る
し
と

思
は

ん

初

(
172
)

ま
た
す
て
ふ
我
名
は
た
て
し
時
鳥
な
き
お
こ
し
つ
と
人
に
か
た
る
な

源
俊
頼
朝
臣

源
忠
季 

一
五
五



た

ま

さ

か

に

と

ふ

ひ

の

杜

の

こ

す袅

よ

り

な

の

り

て

過

る

ほ

と

、
き
す
か
な

時

鳥

ま

つ

夜

の

数

は

か

さ

な

れ

と

声

は

つ

も

ら

ぬ

物

に

そ

あ

り

け

る

初

(
180
) 

独

聞

郭

公

を

ね
覚
.す

る

人

も

し

あ

ら

は

時

鳥

こ

れ

は

き

く

や

と

と

は

ま

し

物

を

初

(
189
) 

な

き

つ

と

も

た

れ

に

か

い

は

ん

郭

公

影

よ

り

外

に

人

し

な

け

れ

は

一
五
六 

源
俊
頼
朝
臣 

藤
原
為
忠 

源
俊
頼
朝
臣 

俊
頼
朝
臣 

清
原
祐
隆

五

月

雨

は

軒

の

し

っ

く

の

っ

く

く

と

ふ

.り

っ

む

物

は

日

数

な

り

け

り 

夏

月

如

秋

と

い

へ

る

こ

と

を

よ

め

る

五

月

雨

の

は

れ

ま

の

月

の

さ

や

け

き

は

秋

の

空

に

も

を

と

ら

さ

り

け

り

初

(M

)

藤
原
忠
季

と

も

し

す
と

山

は

し

つ

く

に

そ

ほ

ち

っ

、
尾

上

に
よ

を

も

あ

か

し

っ
る

哉

(
固
林
本
に
よ
る
、
他
岡
田

本

.
宣

秀

本

.
続
類
従
本
に
あ
り
) 

緑

樹

蔵

月

と

い

へ
る

こ

と

を

月

影

の

青

葉

か

下

に

も

り

こ

ね

は

木

か

ら

し

ふ

か

ん

秋

を

こ

そ

ま

て

初

(
225
)

公

実

卿

家

に

て

対

水

待

月

と

い

へ

る

こ

と

を

よ

め

る 

源

俊

頼

朝

臣 

山

の

は

を

玉

江

の

水

に

ぅ

っ

し

も

て

月

を

は

浪

の

下

に

ま

っ

か

な

初

(
228
)



六
月
祓
の
心
を
 

源
有
政
 

御
跋
す
る
河
せ
に
た
て
る
い
く
ゐ
さ
へ
す
か
ぬ
き
か
け
て
み
ゆ
る
け
ふ
哉
初
(

230)

六
月
祓
の
こ
、
ろ
を
 

藤
原
季
通
 

け
ふ
く
れ
は
あ
さ
の
た
ち
枝
に
ゆ
ふ
か
け
て
夏
み
な
月
の
み
そ
き
を
そ
す
る
初
(

282)

巻
三
秋
部

中
納
言
実
行

心
を
も
か
す
物
な
ら
は
た
な
は
た
の
あ
ふ
を
は
よ
そ
に
お
も
は
さ
ら
ま
し
初
(

235)

宗
延
法
し

天

川君
わ
た
り
な
は
か
さ
、
き
の
橋
ぅ
ち
み
た
る
な
み
も
た
、
な

ん

初

(

286)

摂
政
左
大
臣
家
に
て
七
夕
の
心
を
よ
め
る
 

藤
原
時
正
 

ひ
こ
星
の
た
き
つ
の
波
に
舟
出
す
る
心
の
ぅ
ち
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
初
(

238)

一
宮
小
弁

七
夕
の
あ
ま
の
と
わ
た
る
か
ち
の
は
に
思
ふ
こ
と
こ
そ
か
け
と
つ
き
せ
ね
初
(
246
)

〔
源

俊

頼

朝

臣
帰
る
さ
は
あ
さ
せ
も
あ
ら
し
天

川
あ
か
ぬ
涙
に
水
し
ま
さ
ら
は
(
m
)
(こ
の

歌

、
岡
田
本
.
園
林
本
.
宣
秀
本
.
続
類
従
本
に
 

無

し

)
〕

藤
原
朝
隆

ひ
く
こ
ま
の
か
け
を
な
ら
へ
て
相
坂
の
関
ち
を
月
も
こ
ゆ
る
成
け
り
初
(

269)

一
五
七



一
五
八

依
月
厭
雲
と
い
ふ
こ
と
を
 

源
明
実
朝
臣
 

さ
や
か
な
る
月
を
か
く
せ
る
雲
な
れ
は
心
な
き
名
も
た
つ
に
や
あ
る
覧
初
(
加
)

八
月
十
五
夜
の
月
を
 

藤
原
為
忠
 

い
つ
と
な
く
お
な
し
空
行
月
な
れ

と

こ

よ
ひ
は
は
れ
よ

と
思
ふ
な
る
へ
し
初
(

m)

旅
宿
月
と
い
へ
る
こ
と
を
 

藤
原
有
業
 

た
ひ
ね
す
る
難
波
の
浦
の
と
ま
屋
か
た
も
ろ
と
も
に
し
も
や
と
る
月
か
な
初
(

276)

摂
政
左
大
臣
家
に
て
山
月
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
 

藤
原
親
隆
 

み
わ
の
山
杉
ま
も
り
く
る
影
み
れ
は
月
こ
そ
秋
の
し
る
し
な
り
け
れ
 

漢
明
無
雲
と
い
へ
る
事
を
 

瞻
西
上
人
 

天
川
雲
の
か
け
橋
か
き
た
え
て
谷
よ
り
月
の
す
み
わ
た
る
ら
む
初
(

291)

皇
后
宫
に
て
江
月
と
い
ふ
こ
と
を
 

藤
原
重
基

秋
の
夜
は
ふ
け
行
空
に
雲
は
れ
て
入
江
に
お
つ
る
山
の
は
の
月
初
(

293)

月
浮
山
水
と
い
へ
る
こ
と
を

秋
山
の
し
水
は
く
ま
し
に
こ
り
な
は
や
と
れ
る
月
の
く
も
り
も
そ
す
る
初
(

295)

摂
政
左
大
臣
家
に
て
野
径
月
を
よ
め
る
 

源
定
信
 

ひ
る
と
の
み
い
は
れ
の
野
へ
の
月
影
は
露
は
か
り
こ
そ
よ
る
と
み
え
け
れ
初
(

294)

山
階
寺
の
涅
槃
会
に
参
て
の
夜
勝
喜
法
師
に
会
て
夜
も
す
か
ら
月
を
み
て
 

淋
賢
法
し



な
か
ら
へ
は
思
出
に
せ
ん
お
も
ひ
い
て
よ
君
と
み
か
さ
の
山
の
は
の
月
初
(

291) 

後
冷
泉
院
御
時
殿
上
人
あ
ま
た
.く
し
て
月
み
あ
り
き
け
る
を
み
て
よ
め
る
 

う
ら
や
ま
し
雲
の
う
へ
人
う
ち
む
れ
て
を
の
か
物
と
や
月
を
み
る
ら
ん
初
(

302) 

摂
政
左
大
臣
家
に
て
山
月
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
 

神
の
す
む
三
笠
の
山
の
月
な
れ
は
か
り
そ
め
に
ゐ
る
雲
た
に
も
な
し

初

(
303)

秋
こ
と
に
こ
灸
も
か
は
ら
す
な
く
し
か
は
お
な
し
妻
を
や
恋
わ
た
る
覧
初
(

324)
 

田
家
鹿
を
よ
め
る

山
田
も
る
し
つ
の
い
ほ
り
の
あ
た
り
に
は
し
か
よ
り
外
に
く
る
人
も
な
し
初
(

326)

よ
み
人
し
ら
す
 

藤
原
時
昌
 

藤
原
季
孝
 

籐
原
宗
国
 

源
俊
頼
朝
臣

さ

、
か
に
の
糸
に
か
、
れ
る
藤
は
か
ま
た
れ
を
ぬ
し
と
て
人
の
か
る
ら
ん

河
霧
を
よ
め
る
 

紀
宗
兼
 

よ
と
川
の
を
ち
方
み
え
ぬ
秋
霧
に
と
も
ろ
な
ら
し
て
舟
く
た
る
な
り
初

(
850)

藤
原
行
家
朝
臣

河
霧
の
立
こ
め
つ
れ
は
高
瀬
舟
分
行
さ
ほ
の
音
の
み
そ
す
る
初
(

858) . (

256)
(
園
林
文
庫
本
に
よ
る
、
他
岡
田
本
.
宣
秀
本
•
続
類
従
本
 

に
あ
り
)

武
蔵
国
に
ま
か
り
て
ニ
む
ら
山
の
紅
葉
を
み
て
よ
め
る
 

橘
能
元

一
五
九



一
六
〇

い
く
ら
と
も
見
え
ぬ
も
み
ち
の
錦
か
な
た
れ
ニ
む
ら
の
山
と
い
ふ
覧
初
(
361

)

〔紅
葉
の
心
を
よ
め
る
藤
原
伊
家
谷
川
に
し
か
ら
み
か
け
よ
竜
田
ひ
め
岑
の
も
み
ち
に
あ
ら
し
ふ
く
な
り
 

(

268)

(
こ
の
歌
、
園
林
本
•
岡
 

田
本
.
宣
秀
本
•
続
類
従
本
に
無
し
)〕

摂
政
左
大
臣
家
に
て
落
葉
を
よ
め
る
 

源
俊
頼
朝
臣
 

あ
ら
し
山
葉
守
の
神
も
た
、
る
ら
ん
月
に
紅
葉
の
手
向
し
つ
れ
は
(
園
林
本
に
よ
る
、
他
岡
田
本
に
あ
り
。
但
し
、
こ
の
歌
と
や
、
語
句
を
 

相
違
す
る
が
、
先
に
両
本
、

月
前
落
葉
を
源
俊
頼
朝
臣
嵐
に
や
葉
守
の
神
の
た
、
る
ら
ん
月
に
も
み
ち
の
手
向
し
つ
れ
は
(

230)
と
あ
り
、 

重
復
す
る
。
こ
の
(
280)
他
四
本
に
も
あ
り
)

源
淳
国

お
し
め
と
も
野
へ
の
草
木
の
枯
ぬ
れ
は
露
た
に
秋
は
と
ま
ら
さ
り
け
り
初
(

379)

卷
四
冬
部

時
雨
を
 

覚
雅
法
し
 

秋
は
て
、
と
ふ
人
も
な
き
山
里
に
時
雨
の
み
こ
そ
を
と
は
と
も
な
へ
初
(

392)

千
鳥
を
よ
め
る
 

神
祇
伯
顕
仲
 

※
風
は
や
み
と
し
ま
か
い
そ
を
さ
し
ま
つ
は
夕
波
千
鳥
た
ち
ゐ
鳴
也
(

289)
(
園
林
本
に
よ
る
、
他
岡
田
本
.
宣
秀
本
.
続
類
従
本
に
あ
り
) 

百
首
哥
中
に
霜
を
 

源
俊
頼
朝
臣
 

す
み
よ
し
の
ち
き
の
か
た
そ
き
ゆ
き
も
あ
は
て
霜
置
ま
と
ふ
冬
は
き
に
け
り
初
(

400)

(
園
林
本
に
よ
る
、
他
岡
田
本
.
宣
秀
本
.
続
類
 

従
本
に
あ
り
)



法
橋
有
禅

山
川
も
こ
ほ
り
に
け
り
な
岩
間
よ
り
と
、
ろ
き
お
つ
る
を
と
た
ゆ
る
ま
て
初
(

406)

〔水
を
よ
め
る
源
俊
頼
朝
臣
、
と
詞
書
.
作
者
名
の
み
、
園
林
本
.
岡
田
本
に
あ
り
、

ま
た
伝
烏
丸
光
広
本
•
押
小
路
家
旧
蔵
本
に
も
あ
り
と
い
 

う

〕水
鳥
を
よ
め
る

あ
ら
し
吹
よ
は
の
川
な
み
た
か
け
れ
は
う
き
ね
の
鴛
も
夢
さ
め
に
け
り

題
不
知

雪
ふ
れ
は
谷
の
か
け
橋
う
つ
も
れ
て
こ
す
兔
そ
冬
の
山
ち
な
り
け
る

冬
月
宿
水
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
 

さ

谷
パ
に
む
す
ふ
水
の
下
に
。
へ
こ
、
ろ
ふ
か
く
も
や
と
る
月
か
な
初
(

427)

朝
倉
の
こ
系
こ
そ
空
に
き
こ
え
け
れ
あ
ま
の
岩
戸
を
今
や
あ
く
覧
初
(

481)

〔米
を
よ
ま
せ
給
へ
る
三
宮
つ
な
か
ね
と
な
か
れ
も
や
ら
す
た
か
せ
舟
む
す
ふ
水
の
と
け
ぬ
か
き
り
は
(

816)、

こ
の
歌
.
園
林
本
.
岡
田
本
に
 

無
し
)

十
二
月
廿
日
比
に
山
家
暁
と
い
へ
る
心
を
 

春
宮
大
夫
公
実
 

山
里
の
竹
の
す
か
き
し
あ
ら
け
れ
は
う
ち
外
も
わ
か
す
有
明
の
月
初
(

488)

一
六
一

源
家
時
 

源
俊
賴
朝
臣
 

平
実
重
 

藤
原
致
時



一
六

u

卷
五
賀
部

源
俊
頼
朝
臣

お
ち
た
き
つ
八
十
う
ち
川
の
は
や
き
せ
に
岩
こ
す
波
は
千
世
の
数
か
も

〔大
蔵
卿
匡
房
君
か
世
は
か
き
り
も
あ
ら
し
三
笠
山
峯
の
朝
日
の
さ
、
ん

か

き

り

は

(

346)
(
こ
の
歌
、

園
林
本
.
岡
田
本
•
宣
秀
本
.
続
類
従
 

本
に
無
し
)
〕

卷

六

別

離

部

〔
返
し
春
宮
大
夫
公
実
朝
日
と
も
月
と
も
わ
か
す
つ
か
の
ま
も
君
を
忘
る
、
時
し
な
け

れ

は

(

泖)
(
こ
の
歌
、

園
林
本
.
岡
田
本
に
無
し
)
〕

卷

八

恋

部

下

〔
摂
政
左
大
臣
家
に
て
恋
歌
よ
み
け
る
に
藤
原
親
隆
朝
臣
し
ほ
た
る
、
伊
せ
お
の
あ
ま
の
袖
た
に
も
ほ
す
な
る
ひ
ま
は
あ
り
と
こ
そ
き
け
(
こ
 

の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
.
宣
秀
本
続
類
従
本
に
無
し
)
〕

〔
題
し
ら
す
よ
み
人
し
ら
す
あ
ふ
事
は
夢
は
か
り
に
て
や
み
に
し
を
さ
こ
そ
み
し
か
と
人
に
か
た
る
な
(

474)
(
こ
の
歌
、

園
林
本
•
岡
田
本
 

に
無
し
)
〕

〔物
思
ひ
侍
け
る
比
月
の
あ
か
、
り
け
る
夜
あ
か
さ
り
し
面
影
つ
ね
よ
り
も
た
へ
か
た
う
て
よ
め
る
橘
俊
宗
女
つ
れ
^
/
と
思
ひ
そ
出
る
見
し
 

人
を
あ
か
て
い
く
月
な
か
め
し
つ
ら
ん
(

494)
(
こ
の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
.
宣
秀
本
.
続
類
従
本
に
無
し
)
〕

〔
題
不
知
上
総
侍
従
あ
さ
ま
し
く
涙
に
う
か
ふ
我
身
か
な
心
か
ろ
く
は
お
も
は
さ
り
し
を
(

495)
(
こ
の
歌
、
園
林
本
•
岡
田
本
に
無
し
)
〕 

〔
よ
み
人
し
ら
す
う
と
ま
し
や
木
の
下
陰
の
わ
す
れ
水
い
く
ら
の
人
の
か
け
を
み
る
ら
む

(
K

)

(
こ
の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
に
無
し
)
〕 

〔恋
の
歌
と
て
よ
め
る
春
宮
大
夫
公
実
逢
事
は
ふ
な
人
よ
は
み
こ
く
舟
の
み
お
さ
か
の
ほ
る
心
ち
こ
そ
す
れ
(

544)
(
こ
の
歌
、

岡
田
本
.
園
 

本
に
無
し
)
〕



〔俊
忠
卿
家
に
て
恋
歌
十
首
人
^
^
よ
み
け
る
に
お
と
し
め
て
あ
は
す
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
あ
や
し
き
も
う
れ
し
か
り
け
り
お
と
し
む
る
そ
 

の
こ
と
の
は
に
か
、
る

と

思

へ

は

(

咖)
(
こ
の
歌
、
園
林
本
•
岡
田
本
•
宣
秀
本
•
続
類
従
本
に
無
し
)
〕

卷

九

雑

部

上

〔
山
寺
に
月
の
あ
か
、
り
け
る
夜
経
の
た
う
と
き
を
聞
て
涙
の
お
ち
け
れ
は
よ
め
る
平
康
定
女
い
か
て
か
は
た
も
と
に
月
の
や
と
ら
ま
し
ひ
か
 

り
待
け
る
な
み
た
な
ら
す
は
(

572)
(
こ
の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
•
宣
秀
本
.
続
類
従
本
に
無
し
)
〕

〔
石
山
に
ま
い
り
け
る
に
大
津
に
と
ま
り
て
夜
ふ
け
て
き
、
け
れ
は
人
の
け
は
ひ
あ
ま
た
し
て
の
、
し
り
け
る
を
尋
ね
け
れ
は
あ
や
し
の
し
つ
の
め
 

か
よ
ね
し
ら
け
侍
る
な
り
と
申
け
る
を
き
、
て
よ
め
る
和
泉
式
部
鷺
の
ゐ
る
松
原
い
か
に
さ
は
く
覧
し
ら
け
は
う
た
て
里
と
よ
み
け
り
(

592)
 

(
こ
の
歌
、
橋
本
公
夏
天
文
四
年
筆
写
本
に
無
し
)〕

〔御
返
し
上
東
門
院
御
堂
女
す
き
に
け
る
月
日
の
ほ
と
も
し
ら
れ
つ
V
こ
の
み
を
み
る
も
あ
は
れ
な
る
か
な
(

599)
(
こ
の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
 

本
に
無
し
)
〕

〔殿
上
お
り
た
り
け
る
比
人
の
殿
上
し
け
る
を
き
、
て
よ
め
る
源
行
宗
朝
臣
う
ら
や
ま
し
雲
の
か
け
橋
た
ち
帰
り
ニ
た
ひ
の
ほ
る
道
を
し
ら
は
 

や

(

606)
(
こ
の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
に
無
し
)
〕

〔
殿
上
ま
し
け
る
に
え
せ
さ
り
け
れ
は
よ
め
る
平
忠
盛
朝
臣
思
き
や
雲
井
の
月
を
よ
そ
に
み
て
心
の
や
み
に
ま
と
ふ
へ
し
と
は
(
紐
)
(
こ
の
 

歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
に
無
し
)
〕

〔皇
后
宮
美
濃
よ
な
く
は
ま
と
ろ
ま
て
の
み
有
明
の
つ
き
せ
す
物
を
お
も
ふ
こ
ろ
か
な
(

621)
(
こ
の
歌
、
宣
秀
本
.
続
類
従
本
に
無
し
)
〕

〔
返
し
賀
茂
成
助
住
吉
の
ま
つ
か
ひ
あ
り
て
今
日
よ
り
は
な
に
は
の
事
も
し
ら
す
は
か
り
そ
(

630)
(
こ
の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
.
宣
秀
本
. 

続
類
従
本
に
無
し
)
〕

一
六
三



六
四

卷

十

雑

部

下

世
継
-1

ハ
此
贈
答
相
違
シ
タ
リ

〔返
し
知
信
朝
臣
虫
の
音
は
こ
の
秋
し
も
そ
鳴
ま
さ
る
わ
か
れ
ち
と
を
く
な
る
心

ち

し

て

(

猢)
(
こ
の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
•
宣
秀
本
. 

続
類
従
本
に
無
し
)〕

〔衆
罪
如
霜
露
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
覚
誉
法
し
つ
み
は
し
も
露
も
の
こ
ら
す
き
え
ぬ
ら
ん
な
か
き
夜
す
か
ら
く
ゆ
る
思
ひ
に
(
675)
(
こ
 

の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
に
無
し
)〕

龍
女
成
仏
を
よ
め
る
 

勝
紹
〔超
〕
法
師
 

※
わ
た
つ
海
の
底
の
み
く
つ
と
み
し
物
を
い
か
て
か
空
の
月
と
み
る
ら
む
(

679)
(
宣
秀
本
に
よ
る
、
こ
の
歌
、
他
に
続
類
従
本
に
あ
り
) 

〔醍
醐
の
釈
迦
会
に
花
の
ち
る
を
み
て
よ
め
る
珍
海
法
師
母
け
ふ
も
猶
お
し
み
や
せ
ま
し
法
の
た
め
ち
ら
す
花
そ
と
思
ひ
な
さ
す
は
(

681) 

(
こ
の
歌
、
園
林
本
.
岡
田
本
に
無
し
)〕

〔極
楽
を
お
も
ふ
と
い
へ
る
こ
と
を
源
師
俊
朝
臣
四
方
の
海
の
波
に
た
、
よ
ふ
み
く
つ
を
も
な
、
へ
の
網
に
ひ
き
な
も
ら
し
そ
(

咖)
(
こ
の
 

歌
、
宣
秀
本
.
続
類
従
本
に
無
し
)〕

塊
、
右
の
一
覧
し
た
結
果
か
ら
、
ま
ず
、
表
記
の
上
で
〔

〕
圏
内
に
別
記
し
た
歌
に
つ
い
て
み
る
と
、

㈢
の
公
夏
本
に
存
し
て
、
他
 

の
五
本
に
未
載
の
歌
二
十
七
〜
八
首
は
ー
相
互
の
間
の
存
否
は
右
の
如
く
で
あ
る
が
—
源

俊

頼

歌

「
時
鳥
こ
袅
ま
ち
つ
け
て
…
…
」
と
、 

卷
八
恋
下
の
藤
原
親
隆
「
し
ほ
た
る
、
伊
せ
を
の
あ
ま
の
…
…
」

の
僅
か
ニ
首
を
除
い
て
実
際
に
は
す
べ
て
流
布
本
の
な
か
に
見
出
さ
れ
 

る
歌
で
あ
る
。
而
も
そ
の
一
首
俊
頼
歌
は
公
夏
筆
の
一
本
(
天
文
四
年
筆
写
本
)
だ
け
に
欠
落
す
る
歌
で
あ
る
。
諸
本
解
題
の
処
で
誌
し
た
 

よ
う
に
、
公
夏
両
本
の
親
近
性
か
ら
考
え
て
、

こ
の
欠
落
は
筆
者
公
夏
卿
の
誤
脱
か
或
い
は
何
か
特
別
な
事
情
か
に
よ
る
も
の
と
し
か
思
 

わ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

ニ
首
を
除
き
と
い
う
の
は
寧
ろ
一
首
を
除
き
と
云
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
一
.
ニ
首
を
除



い
た
二
十
数
首
は
従
っ
て
勿
論
実
際
に
は
流
布
本
に
於
て
切
出
さ
れ
た
歌
と
は
云
い
難
い
。
た
ゾ
、
公
夏
本
に
対
し
こ
れ
だ
け
の
異
同
歌
 

が
あ
る
の
は
、
さ
き
ざ
き
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

こ
の
系
類
の
段
階
に
於
け
る
切
継
を
示
し
て
い
て
、
そ
の
点
、

こ
れ
も
各
本
間
の
選
述
 

過
程
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
き
の
推
論
に
従
っ
て
、

お
お
ま
か
に
云
え
ば
、
他
四
本
i

公
夏
両
本
i
流
布
本
の
過
程
を
想
定
す
る
の
が
、
最
も
自
然
で
あ
る
。

こ
 

れ
と
は
反
対
に
公
夏
本
丨
他
四
本

丄流
布
本
の
経
過
を
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
公
夏
本
系
に
於
て
、

こ
の
二
十
数
首
が
撰
入
さ
れ
、
他
 

四
本
系
の
段
階
で
切
出
さ
れ
、
再
び
流
布
本
に
於
て
復
活
収
載
さ
れ
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

草
案
期
に
於
け
る
改
変
と
し
て
も
 

常
識
的
に
は
、
こ
の
経
過
は
か
な
り
非
理
な
想
定
で
あ
る
の
が
判
然
と
す
る
。
し
か
し
、
猶
多
少
の
疑
点
は
又
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
例
え
 

ば

※
印

を

附

記

し

た

処

の

藤

原

行

家

の

歌
r

河
霧
の
た
ち
こ
め
つ
れ
は
…
…
」
(

256)
、
神

祇

伯

顕

仲

の

歌

「
風
は
や
み
と
し
ま
か
磯
を
…
 

…
」
(

289)
、
勝

超

法

師

の

歌

「
わ
た
つ
み
の
底
の
み
く
つ
と
…
…
」
(

679)

な
ど
、
前
ニ
首
は
公
夏
本
に
欠
き
四
本
に
存
し
P

TTま
双
は
初
 

度
本
(

858)
に
あ
る
)
、
勝
超
〔
紹
〕
法

師

歌

は

宣

秀

本

•
続
類
従
本
両
本
だ
け
に
あ
る
歌
で
あ
っ
て
、
流
布
本
に
於
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
 

か
ら
、
僅
か
三
首
に
は
す
ぎ
な
い
が
、

こ
の
場
合
な
ど
は
後
者
の
仮
定
の
方
が
無
理
の
な
い
経
過
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
但
し
園
林
 

本

.
岡
田
本
に
あ
る
俊
頼
歌
「
あ
ら
し
山
葉
守
の
…
…
」
の
歌
は
重
複
歌
で
あ
る
に
つ
き
除
く
。
)
し
か
し
、
や
は
り
歌
数
の
上
の
比
較
か
ら
み
て
も
 

む
し
ろ
例
外
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
僅
か
数
首
の
歌
が
ニ
転
三
転
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
す
で
に
推
論
し
て
き
た
 

こ
と
で
も
あ
る
よ
う
に
、

こ
れ
は
、

と
も
か
く
も
流
布
本
以
前
の
異
同
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
各
本
と
流
布
本
と
の
間
に
於
け
る
相
 

互
の
関
係
を
参
考
ま
で
に
例
示
し
、
附
言
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

こ
の
続
群
書
類
従
本
系
類
か
ら
流
布
本
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
明
ら
か
に
.切
り
出
さ
れ
た
歌
と
見
る
こ
と
の
出
来
る
の
は
 

公

夏

本

(無
奥
書
本
)
に
み
え
る
七
十
首
(
先
の
俊
頼
歌
.
親
隆
歌
を
含
む
)
に
、
宣
秀
本
•
続
類
従
本
•
園
林
本
•
岡
田
本
の
四
本
に
あ
る
、

一
六
五



一
六
六

忠

季

歌

「
と
も
し
す
と
あ
れ
の
、
こ
ま
の
」
、
俊

頼

歌

「
す
み
よ
し
の
ち
き
の
か
た
そ
き
.
」
初
(
棚
)

の
僅
か
.ニ
首
を
加
え
た
も
の
，と

な
る
。
そ
の
ほ
か
、
園

林

本

.
岡
田
本
に
み
え
る
、
や
は
り
俊
頼
歌
「
あ
ら
し
山
葉
守
の
神
も
…
…
」

の
歌
は
註
記
し
た
如
く
、

こ
の
両
 

本
、
他
四
本
中
に
も
語
句
を
や
や
相
違
す
る
が
既
出
し
て
い
て
、

い
わ
ば
重
複
歌
に
す
ぎ
な
い
の
で
当
然
の
ぞ
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
 

た
、

こ
の
両
本
に
俊
頼
歌
と
し
て
「
冬
月
を
よ
め
る
」
と
詞
書
の
み
あ
る
が
、
そ
の
歌
は
知
る
べ
く
も
な
い
。
従
っ
て
、
か
り
に
之
を
加
 

え
た
と
し
て
も
三
首
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
公
夏
本
以
外
に
存
す
る
歌
は
す
べ
て
二
度
本
の
中
に
見
出
さ
れ
る
の
で
、 

こ
の
系
類
か
ら
流
布
本
の
間
に
切
出
さ
れ
た
歌
は
七
十
ニ
〜
三
首
と
、

こ
れ
ら
諸
本
か
ら
は
数
え
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
わ
け
 

は
、
春
部
二
士
一
首
、
夏
部
十
八
首
(
公
夏
本
欠
歌
一
首
を
加
う
)
、
秋
部
二
士
一
首
(
但
し
、
さ
き
に
挙
げ
た
重
複
歌
は
除
く
)
、
冬
部
八
首
(
公
 

夏
本
欠
歌
一
首
を
加
う
。
ほ
か
園
林
•
岡
田
本
の
詞
書
の
み
の
欠
歌
を
除
く
)
、
賀
部
一
首
、
恋
部
下
一
首
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
歌
は
註
 

記
し
た
如
く
、
初
度
本
か
ら
の
歌
が
過
半
数

I五
十
三
首
丨
を
占
め
、
そ
れ
に
、
こ
の
系
類
の
段
階
で
撰
入
さ
れ
た
歌
+
九
首
と
な
っ
て
 

い
る
。
そ
の
な
か
の
一
首
、
俊
頼
の
歌
「
身
に
か
へ
て
お
し
む
に
と
ま
る
…
…
」
は
流
布
本
で
切
棄
て
た
後
三
奏
本
に
再
録
し
て
い
る
。

又
、

こ
の
切
出
さ
れ
た
歌
の
分
布
を
み
る
と
、

恋
部
の
一
首
を
除
き
、

巻
五
迄
の
前
半
部
が
そ
の
す
べ
て
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
 

る
。

井

上

通

泰

氏

が

「
彼

所

謂

初

度

本

(続
類
従
初
度
本
)

ノ
他
本
ト
異
ル
ハ
賀
以
上
即
古
写
本
ノ
上
巻
ニ
当
レ
ル
部
ノ
ミ
ニ
テ
別
離
以
 

下
ハ
全
ク
第
三
種
本
(
所
謂
二
度
本
中
の
一
本
)

ニ
同
ジ
。

恐
ラ
ク
ハ
下
巻
ノ
欠
ヶ
タ
リ
シ
ヲ
人
ア
リ
テ
第
三
種
本
ニ
ョ
リ
テ
続
貂
セ
，シ
」 

(校
訂
金
葉
集
緒
言
)
め
た
と
説
か
れ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
確
か
に
右
の
如
く
巻
六
以
後
は
た
だ
一
首
の
切
棄
て
た
歌
が
あ
る
に
す
ぎ
 

な
い
の
は
そ
の
反
映
で
あ
り
、

一
面
井
上
説
の
可
能
性
を
暗
示
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
現
存
の
公
夏
本
系
•
園
林
本
系
或
は
氏
 

の
未
見
の
宣
秀
本
等
諸
本
、

皆
ほ
ぼ
同
様
な
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
、

猶
卷
六
以
下
に
相
互
か
な
り
の
異
同
歌
を
散
見
す
る
な
ど
か
ら
 

も
、
単
一
に
二
度
本
系
の
粗
雑
な
一
本
を
以
て
続
貂
し
た
と
い
う
よ
う
な
固
着
し
た
推
論
を
も
っ
て
し
て
は
解
き
得
な
い
性
格
を
各
本
が



有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ

の

諸
本
と
二
度
本
と
の
間
は
前
半
部
に
比
し
、
異
同
は
甚
だ
し
く
尠
い
こ

と

は

事
実
で
あ
り
、
そ
 

の
事
実
を
説
明
す
る
論

玫も
現
在
、
氏
の
仮
説
以
外
に
皆
無
で
あ
る
。
又
、
そ
の
論
証
と
な
る
べ
き
も
の
も
尠
い
。

こ
の
七
十
数
首
は
初
度
本
か
ら
の
歌
が
過
半
と
は
い
え
、
そ
の
作
者
は
殆
ど
が
二
度
本
金
葉
集
の
作
者
か
、
或
は
詞
花
集
等
に
み
る
当
 

代
の
作
者
で
あ
っ
て
、

こ
の
期
の
改
訂
は
初
度
本
の
そ
れ
と
は
自
づ
か
ら
質
的
に
異
な
る
が
、
猶
続
類
従
本
系
類
の
総
歌
数
七
百
六
十
数
 

首
の
約
一
割
に
近
い
歌
が
棄
却
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
者
に
つ
ぐ
修
正
が
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
が
多
く
当
代
の
作
者
 

の
歌
に
於
て
取
捨
撰
択
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
な
お
も
、

こ
の
期
に
於
け
る
撰
者
の
迷
い
や
撰
集
情
況
の
浮
動
的
な
側
面
を
我
々
に
知
 

ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
撰
者
自
ら
の
歌
も
二
十
首
近
く
を
切
出
し
て
い
る
。

こ
の
一
例
か
ら
し
て
も
、

こ
の
続
群
書
類
従
本
系
類
 

は
、
既
述
し
て
き
た
よ
ぅ
に
、
寧
ろ
二
度
本
精
撰
本
に
到
達
す
べ
き
流
動
的
な
過
程
の
一
草
案
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
 

る

0次
に
、

こ
の
続
群
書
類
従
本
系
類
の
途
次
に
於
て
新
た
に
撰
入
し
た
歌
で
、
そ
の
ま
ま
流
布
本
に
引
継
が
れ
た
歌
を
参
考
ま
で
に
一
瞥

す

る

と

、

春
部
で
は

修
理
大
夫
顕
季
歌
「
ぅ
ち
な
ひ
き
春
は
き
に
け
り
…
…
」
(
1
)
、

春
宫
大
夫
公
実
歌
「
春
た
ち
て
こ
す
爰
に
き
え
ぬ
…
…
」
(
2
)
、

皇
 

后

宮

肥

後

歌

「
つ
ら
、
ゐ

し

ほ
そ
谷
川
の
…
…
」

(
4
)
、

前
斎
宮
内
侍
歌
「
春
の
く
る
夜
の
ま
の
風
の
…

…

」

(
5
)
、

太
宰
大
武
長
実
歌
 

「
い
つ
し
か
と
春
の
し
る
へ
に
…
…
」

(
6
)
、

藤

原

顕

仲

歌

「
い

つ

し

か

と

明

行

空

の

…

…

」
(
3
)
、

源

忠

季

歌

「
か
き
り
あ
り
て
ち

り

 

は
は
つ
と
も
…
…
」

(n

)、大
蔵
卿
匡
房
歌
「
春
か
す
み
た
ち
か
く
せ
と
も
…
…
」
(

23

)、摂
政
左
大
臣
歌

r

峯
つ

、
き
に
ほ
ふ
さ
く
ら

一
六
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一
六
八

を

…
…
」
(

47)
、
大

中

臣

公

長

歌

「
お

の

、
え
は
木
の
も
と
に
て
や
…
…
」
(

54)
、
藤

原

忠

隆

歌

「
吉
野
山
峯
に
た
な
ひ
く
…
…
」
(

53)
、 

中

納

言

雅

定

歌

「
ち
り
は
て
ぬ
花
の
あ
り
か
を
…

…

J 
(

74)
、
権

僧

正

永

縁

歌

「
山
里
は
野
へ
の
さ
わ
ら
ひ
…
…
」
(

75)
、
中
納
言
雅
定
 

歌

「
の
こ
り
な
く
暮
行
春
を
……

J 
(
叩
)
、

の
+

四
首
で
あ
る
。

夏
部
で
は

大

中

臣

実

〔定
〕長

歌

「
ぅ
の
は
な
の
青
葉
も
み
え
す
…
…
」
(

110)
、

の
一
首
。

秋
部
で
は

太
宰
大
武
長
実
歌
「
ま
く
す
は
ふ
あ
た
の
お
ほ
の
、

…

…」
(
166)
、
皇
后
宮
美
濃
歌
「
藤
は
か
ま
は
や
ほ
こ
ろ
ひ
て
…
…
」
(

167)
、
内
 

大

臣

歌

「
か
き
り
あ
り
て
わ
か
る
、
時
も
…
…
」
(

174)
、

源

俊

頼

歌

「
帰
る
さ
は
あ
さ
せ
も
あ
ら
し
…
…
」
(

m)
(
園
林
.
岡
田
.
宣
秀
• 

続
類
従
本
欠
)、
皇
后
官
肥
後
歌
「
月
を
み
て
思
ふ
こ
、
ろ
の
ま
、
な
ら
は
…
…
」
(

200)
、

源

師

俊

歌

「
い
か
に
し
て
し
か
ら
み
か
け
ん
…
 

:
.
」
(

201)
、
藤

原

忠

隆

歌

「
な
か
む
れ
は
ふ
け
行
ま
、
に
…
…
」
(

218)
、
源

俊

頼

歌

「
む
ら
雲
や
月
の
く
ま
を
は
…
…
」
(

218)
、
源
俊
頼
 

歌

「
あ
ら
し
を
や
葉
守
の
神
も

…

…」
(

23;0)
、
内
大
臣
家
越
後
歌
「夜
は
に
な
く
こ
袅
に
心
そ

…

…」
(

237)
、
皇
后
宮
肥
後
歌
「
白
露
と
 

人
は
い
へ
と
も
…
…
」
(

241)
、
藤

原

顕

辅

歌

「
し
ら
露
や
こ
、
ろ
を
く
覧
…
…
」
(

246)
、
源

俊

頼

歌

「
を
と
は
山
紅
葉
ち
る
ら
し
…
…
」

(

262)
、
源

俊

頼

歌

「
あ
ら
し
山
葉
守
の
神
の
…
…
」

S
田

.
園
林
両
本
に
あ
る
も
ハ

S
と
同
歌
に
つ
き
除
く
一
、
源

師

俊

歌

「
草
の
は
に
は
か
 

な
く
き
ゆ
る
…
…
」
(

m)
、
春
宫
大
夫
公
実
歌

「
お
し
め
と
も
四
方
の
紅
葉
は
…
…
」
(

273)

の
十
五
首
で
あ
る
。



冬
部
で
は

皇
后
宮
肥
後
歌
「
ひ
お
の
よ
る
河
せ
に
み
ゆ
る
…
…
」

(

285)
、
神
祇
伯
顕
仲
歌
「
風
は
や

み

と

し

ま

か

い

そ

を

…

…

」
(

289)
(
園

林

.
岡
 

田

.
宣

秀

.
続
類
従
本
に
ぁ
り
、
公
夏
両
本
欠
)、

源

俊

頼

歌

「
衣
て
の
さ
え
行
ま

、

に

…

…

」

(307)
、

皇
后
官
権
大
夫
師
時
歌
「
す
み
か
ま
 

に
た
つ
煙
さ
へ
…
…
」
(

309)
、
藤

原

兼

房

歌

「
か
き
く
ら
し
雨
ふ
る
よ
は
や
…
…
」
(

312)
、
皇
后
宫
権
大
夫
師
時
歌
「
神
か
き
の
御
室
の
 

山

に

…

…」
(

315
)

、

前

斎

院

六

条

歌

「
中

々
に

霜

の

ぅ

は

き

を

…

…

」

(
317)
、
内
大
臣
歌

「
な
に
と
な
く
年
の
く
る
、
は
お
し
け
れ
と
…
 

…

」

(

320)
、
中

納
言
国
信
歌

「
な
に
事
を
ま
つ
と
は
な
し
に
……

」
(

325)

の
九
首
で
あ
る
。

賀
部
で
は

源

師

俊

歌

「
よ
ろ
つ
代
と
さ
し
て
も
い
は
し
…
…
」
(
830)
、
源

俊

頼

歌

「
君
か
代
は
松
の
ぅ
は
葉
に
…
…
」
(

382)
、
源

頼

家

歌

「
よ
ろ
 

つ
代
の
た
め
し
と
み

ゆ
る
」
(
353)

、

源

俊

頼

歌

「
く
も
り
な
く
と
よ
さ
か
の

ほ
る.
.
」
(
354)

の
四
首
で
あ
る
。

初
奏
本
が
卷
五
迄
の
残
欠
本
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
卷
六
以
下
に
つ
い
て
は
推
定
す
べ
く
も
な
い
が
、
以
上
こ
の
巻
ま
で
に
続
群
書
類
 

従
本
系
諸
本
に
継
入
し
た
歌
六
十
首
(重
復
歌
を
除
く
)
の
う
ち
過
半
の
四
十
三
首
が
流
布
本
に
と
残
し
と
ど
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
六
九


